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7月1日号

『ドライバーズ・リクエスト』放送中！（TBSラジオ系列全国33局ネット）全日本トラック協会
presents

7月の名言

アメリカの実業家、教育・慈善事業家。＜出典：ウェブサイト「ジョン・D・ロックフェラーの名言」＞

ジョン・Ｄ・ロックフェラー（1839.7.8 ～ 1937.5.23）

私は災難が起こるたびに、
これを良いチャンスに変えようと努力し続けてきた。

　本番組は、トラック運送業界の安全や環境等への
取り組みなどを内外に広くPRするとともに、パーソナ
リティの宮崎瑠依さんと皆川玲奈TBSアナウンサー
が、車に関する話題や音楽で全国のドライバーの皆
さんの安全運行をサポートします。

・  7月の特別番組放送予定
7月  8日（金）「熊本地震緊急支援物資輸送について」 全日本トラック協会 常務理事　山崎　薫
7月15日（金）「トラックドライバーお国自慢（岩手）」 ㈱正恍運輸 大上 美香さん
7月22日（金）「事業用トラックの追突事故防止について①」 全日本トラック協会　交通・環境部長
7月29日（金）「事業用トラックの追突事故防止について②」 荻原　正吾

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

6/15～7/14  7552
7/15～8/14  4294

4 ・  物流彼
あ ち こ ち

方此方
  野々市運輸機工㈱（石川県）

5 ・  平成27年の交通事故統計
分析結果（車籍別）

11 ・  インターンシップ導入促進
支援事業～事例特集
中央エース物流㈱（神奈川県）

12 ・ 第21回全国トラック運送
事業者大会のお知らせ

２・３
・ トラック協会ニュース
・ 官公庁ニュース（国交省等）

6・7
 ＜中小運送事業者における

IT化推進特集＞
・第１回「IT点呼」

8

～

10
　公益社団法人
　　　全日本トラック協会

「平成27年度事業報告書」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
６
月
30
日
、
東
京
都

港
区
新
橋
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
92
回
通
常
総

会
を
開
き
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
書
、
27
年

度
計
算
書
類
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
通
常
総
会
を
一
時
中
断
し
て
開
催
し
た

第
１
６
６
回
理
事
会
で
は
常
任
理
事
、
副
会
長
候

補
者
の
選
任
を
行
い
、
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
本
通
常
総
会
を
も
っ
て
退
任

と
な
る
副
会
長
、
常
任
理
事
、
理
事
、
監
事
に

対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
害
を

受
け
た
熊
本
・
大
分
両
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対

し
て
、
義
援
金
の
目
録
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

　

通
常
総
会
の
冒
頭
、
星
野

良
三
会
長
が
あ
い
さ
つ
（
別

掲
）
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
は
経
営
が
改
善
し
つ
つ

あ
る
一
方
で
、
人
材
の
確
保

が
で
き
ず
、
事
業
継
続
に
大

き
く
影
響
が
出
た
事
業
者
も

散
見
さ
れ
る
」と
し
た
上
で
、

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
労

働
条
件
・
労
働
環
境
の
改
善

を
進
め
、
魅
力
あ
る
業
界
と

し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
述

べ
た
。
ま
た
、
27
年
中
の
交

通
死
亡
事
故
件
数
が
前
年
比

22
件
減
の
３
０
８
件
と
な
っ

た
こ
と
に
も
触
れ
、「
死
亡

事
故
の
減
少
は
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
皆
様
方
の
努
力

の
賜
物
で
あ
る
」
と
、
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、
６
月
２
日
に

開
催
さ
れ
た
第
１
６
５
回
理

事
会
で
承
認
さ
れ
た
平
成
27

年
度
事
業
報
告
書
の
報
告
を

行
う
と
と
も
に
、
27
年
度
計

算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
正

味
財
産
増
減
計
算
書
、
付
属

明
細
書
、
財
産
目
録
）
と
、

理
事
・
監
事
の
選
任
・
退
任

等
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

　

引
き
続
き
、
総
会
を
一
時

中
断
し
、
第
１
６
６
回
理
事

会
を
開
催
。
①
会
員
の
入
退

会
等
②
常
任
理
事
、
副
会
長

　

４
月
に
熊
本
地
方
で
発
生

し
た「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

で
は
、
全
ト
協
が
災
害
対
策

基
本
法
に
基
づ
く
指
定
公
共

機
関
と
し
て
指
定
さ
れ
て
、

初
め
て
政
府
か
ら
の
要
請
を

受
け
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た

っ
た
。
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
ご
協
力
に
よ
り
約
１
３

０
０
台
余
り
の
ト
ラ
ッ
ク
が

出
動
し
、
被
災
地
の
皆
様
の

信
頼
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
熊
本
県
の
蒲
島

郁
夫
県
知
事
、
大
西
一
史
熊

本
市
長
か
ら
は
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
重
要
な
役
割
に
つ
い

て
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
。
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
を
通
じ
て
義
援
金
を
募

候
補
者
の
推
薦
③
優
良
運
転

者
顕
章
規
定
の
一
部
変
更
―

―
に
つ
い
て
承
認
し
た
。
な

お
、
坂
本
克
已
副
会
長
（
大

阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
前
会

長
）と
嶋
田
康
子
副
会
長（
秋

田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
前
会

長
）
は
そ
れ
ぞ
れ
県
ト
協
の

会
長
職
を
退
い
た
が
、
星
野

会
長
指
名
の
全
ト
協
副
会
長

と
し
て
、
引
き
続
き
留
任
す

る
。

　

ま
た
、
当
面
す
る
諸
案
件

（
報
告
事
項
）
と
し
て
、
①

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
載
器
購
入

促
進
助
成
事
業
の
予
算
額
の

増
額
②
平
成
28
年
熊
本
地
震

へ
の
対
応
状
況
お
よ
び
義
援

金
の
配
分
③
長
時
間
労
働
の

改
善
等
に
向
け
た
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
（
実
証
実
験
）
④
準

中
型
免
許
の
施
行
に
向
け
た

対
応
⑤
高
校
新
卒
者
等
の
人

材
確
保
―
―
に
つ
い
て
説
明
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
載
器
購
入

促
進
助
成
事
業
の
予
算
額
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
事
業
に

お
い
て
未
執
行
と
な
っ
て
い

た
４
億
円
を
本
年
度
予
算
額

（
当
初
16
億
円
）と
合
算
し
、

20
億
円
に
増
額
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
10
月
６
日
に
鳥

取
県
米
子
市
で
開
催
さ
れ
る

第
21
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送

　

平
成
26
年
12
月
１
日
に

「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
（
国
土
交
通
省

令
）」が
改
正
・
公
布
さ
れ
、

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
車

両
総
重
量
７
㌧
以
上
ま
た
は

最
大
積
載
量
４
㌧
以
上
の
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
（
新
車
）
へ

の
運
行
記
録
計
（
タ
コ
グ
ラ

フ
）
の
装
着
が
義
務
付
け
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
使

用
中
の
対
象
車
両

に
つ
い
て
も
、
来

年
３
月
31
日
ま
で

に
運
行
記
録
計
を

装
着
す
る
必
要
が

あ
る
。

事
業
者
大
会
の
開
催
概
要
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
川

上
和
人
鳥
取
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
が
「
ぜ
ひ
と
も
米
子

に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
（
詳
細
12

面
）。

　

さ
ら
に
、
退
任
す
る
副
会

長
、
常
任
理
事
、
理
事
、
監

事
、
常
務
理
事
へ
の
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
代
表
し

て
、
筒
井
康
之
前
常
任
理
事

（
神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

前
会
長
）
に
星
野
会
長
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

続
い
て
、
平
成
28
年
熊
本

地
震
に
係
る
義
援
金
の
「
目

録
」
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
星

野
会
長
か
ら
江
富
聡
熊
本
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
と
青

木
建
大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

た
。

　

な
お
、
来
賓
と
し
て
、
国

土
交
通
省
の
藤
井
直
樹
自
動

車
局
長
と
加
藤
進
貨
物
課
長

が
出
席
し
、
藤
井
局
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
国
交
省
、
警

察
庁
、
厚
生
労
働
省
の
幹
部

が
多
数
出
席
。
来
賓
を
代
表

し
て
武
藤
浩
国
土
交
通
事
務

次
官
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

  

◇
国
の
補
助
活
用
を

　

現
在
、
国
土
交
通
省
、
経

済
産
業
省
で
は
、Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
管
理
シ
ス
テ
ム
）

機
器
、
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記

録
計
等
の
導
入
に
対
す
る
補

助
事
業
（
５
面
に
詳
細
）
を

実
施
し
て
お
り
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で
は
同
補
助
事

業
の
有
効
活
用
を
促
し
て
い

る
。

　

な
お
、
今
号
の
『
広
報
と

ら
っ
く
』
で
は
、
装
着
義
務

付
け
対
象
拡
大
に
関
す
る
チ

ラ
シ（
写
真
）を
折
り
込
ん
で

お
り
、
早
め
の
対
応
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

っ
た
と
こ
ろ
、
目
標
額
の
２

倍
近
い
９
３
０
０
万
円
が
集

ま
っ
た
。
緊
急
物
資
輸
送
な

ど
、
大
変
多
く
の
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
旧
を
願
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
軽

油
価
格
が
一
時
期
よ
り
上
昇

し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
低

水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
経

営
が
改
善
し
つ
つ
あ
る
。
一

方
で
、
人
材
の
確
保
が
で
き

ず
、
事
業
継
続
に
大
き
く
影

響
が
出
た
事
業
者
も
散
見
さ

れ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
昨
年
設
置

さ
れ
た
「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時

間
改
善
協
議
会
」に
お
い
て
、

今
年
度
新
た
に
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
手

待
ち
時
間
削
減
や
附
帯
業
務

の
有
償
化
方
策
な
ど
、
具
体

的
な
成
果
が
出
る
よ
う
、
各

都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
協

議
会
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、「
準

中
型
免
許
」
が
来
年
３
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
全
ト
協
と
し
て
は
、
来

年
度
以
降
、
高
校
新
卒
者
の

大
量
採
用
が
か
な
う
よ
う
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
は
じ

め
人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー
等
各

種
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

く
。
高
速
道
路
料
金
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
度
補
正
予

算
に
よ
り
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０

の
搭
載
を
前
提
に
、
大
口
・

多
頻
度
割
引
最
大
50
％
が
１

年
継
続
と
な
っ
た
。
物
流
効

率
化
の
観
点
か
ら
、
機
器
の

導
入
は
不
可
欠
で
あ
る
た
め

普
及
に
努
め
る
。

第92回 通常総会・第166回 理事会

人
材
確
保
へ
の
取
組
強
化

27
年
度 

事
業
報
告
書
・
計
算
書
等
を
承
認

目標額
の2倍

熊
本
地
震
へ
義
援
金

９
３
０
０
万
円
集
ま
る

新卒者の大量採用見据え
インターンシップ等支援事業を実施

あいさつ要旨星野会長

運行記録計の
装着義務付け
範囲が拡大

対
象
車
は

   

29
年
３
月
末
ま
で
に
装
着
を

全ト協

退
任
役
員
を
代
表
し
て
、
神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
筒
井
康
之
前
会
長
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
㊤
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
江
富
聡
副
会
長
と
大
分
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
青
木
建
会
長
に
、
義
援
金
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
㊦

「人材確保のための各種支援策を実施する」と述べる
星野良三会長

第92回通常総会であいさつする星野良三会長（6月30日、東京・第一ホテル東京）

藤井 直樹
国交省自動車局長

武藤 浩
国土交通事務次官
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2016.6.15—
7.1

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2016.6.15—
7.1

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～速度編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  道路標識等により速度が指定されていない一般道路における大型貨
物自動車の法定最高速度は時速60キロである。（ ○・× ）

❷  道路標識等により速度が指定されていない高速自動車国道における
中型貨物自動車の法定最高速度は時速100キロである。（ ○・× ）

❸  道路標識等により速度が指定されていない自動車専用道路における
大型貨物自動車の法定最高速度は時速80キロである。   （ ○・× ）

❹  中央分離帯のない高速自動車国道の本線車道の法定最高速度は、自
動車の種別にかかわらず時速60キロである。（ ○・× ）

❺  故障車をロープでけん引する場合において、車両総重量が2トン以
下の自動車を、その3倍以上の車両総重量の自動車でけん引する場
合の法定最高速度は時速40キロである。（ ○・× ）

 （解答は11面）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

労
働
時
間
短
縮
は
大
き
な
課

題
だ
。
し
か
し
、
従
来
の
延
長
で

考
え
て
い
て
も
解
決
策
が
な
か
な

か
見
い
だ
せ
な
い
。
と
き
に
は
大

英
断
も
必
要
に
な
る
。

　

あ
る
事
業
者
は
「
現
状
の
ま
ま

で
は
労
働
時
間
短
縮
や
賃
金
ア
ッ

プ
な
ど
、
従
業
員
の
労
働
条
件
改

善
は
難
し
い
」
と
の
判
断
か
ら
、

「
エ
リ
ア
共
同
配
送
の
地
域
を
縮

小
し
、
時
間
軸
共
同
配
送
へ
の
転

換
を
図
っ
た
」。

　

同
社
の
事
業
分
野
の
一
つ
に
エ

リ
ア
共
同
配
送
が
あ
る
。
３
㌧
冷

蔵
車
に
よ
る
食
品
の
共
同
配
送
を

東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
の

１
都
３
県
で
行
っ
て
い
た
。し
か
し
、

物
流
セ
ン
タ
ー
が
三
多
摩
地
区
な

の
で
、
３
県
と
23
区
は
距
離
的
に

遠
い
。
そ
の
た
め
従
来
の
１
日
の

拘
束
時
間
は
12
時
間
半
で
、
そ
れ

以
上
の
短
縮
は
難
し
か
っ
た
。
ま

た
、
積
合
わ
せ
で
積
載

率
が
高
い
た
め
、
現
状

の
ま
ま
の
共
同
配
送
を

続
け
て
い
て
も
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
昇
給
に
は
限

度
が
あ
る
。
そ
こ
で
一

大
転
換
を
断
行
し
た
。

　

ま
ず
一
昨
年
に
千
葉
、

埼
玉
両
県
の
共
同
配
送

を
や
め
、
昨
年
11
月
に

は
神
奈
川
県
か
ら
も
撤
退
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
２
月
に
は
東
京

23
区
も
や
め
て
、
エ
リ
ア
共
同

配
送
は
物
流
セ
ン
タ
ー
の
あ
る

三
多
摩
地
区
だ
け
に
集
約
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
撤
退
に
よ
っ
て

売
り
上
げ
は
ト
ー
タ
ル
す
る
と

月
２
０
０
０
万

円
ほ
ど
減
少
し

た
が
、「
高
速

料
金
は
な
く
な

り
、
燃
料
消
費

量
も
大
幅
に
減

っ
た
」。

　

２
、
３
か
月

間
、
遊
休
車
両

が
十
数
台
あ
っ

た
が
、
そ
の
間

に
約
半
数
の
有

休
車
両
を
ゲ
ー

ト
車
に
入
れ
替

え
た
。
同
時
に

新
し
い
荷
主
を

開
拓
し
て
業
務

内
容
を
転
換
し

た
。
今
度
は
「
時
間
軸
共
同

配
送
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
る
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
距
離
が

近
い
三
多
摩
地
区
に
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
を
絞
り
込
み
、
共
同
配

送
で
は
な
く
時
間
帯
別
の
貸
切

配
送
に
す
る
と
い
う
も
の
。
具

体
的
に
は
午
前
５
時
か
ら
の
貸
切

配
送
が
10
時
に
終
わ
る
。
６
時
か

ら
な
ら
11
時
に
セ
ン
タ
ー
に
帰
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
午
後

の
貸
切
配
送
を
別
の
荷
主
と
契
約
。

午
後
の
仕
事
の
終
了
は
16
時
か
17

時
で
あ
る
。
こ
れ
で
ド
ラ
イ
バ
ー

の
勤
務
は
５
時
〜
16
時
ま
た
は
６

時
〜
17
時
と
な
り
、
休
憩
１
時
間

を
除
き
実
働
10
時
間
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
１
日
の
合
計
運
賃
収

入
は
３
㌧
冷
蔵
車
で
５
万
円
程
度

に
な
り
、
月
20
日
稼
働
と
し
て
も

運
賃
収
入
は
約
１
０
０
万
円
と
な

っ
て
収
益
性
も
向
上
し
た
。

　

週
休
２
日
制
で
日
曜
日
は
全
員

休
み
、
月
曜
か
ら
土
曜
日
の
間
に

交
代
で
１
日
休
む
。
日
曜
日
以
外

の
休
日
に
つ
い
て
は
、
毎
月
、
班

ご
と
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
分
た
ち

で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
る
。
さ

ら
に
有
給
休
暇
の
消
化
も
促
す
。

賃
金
は
月
40
時
間
の
み
な
し
残
業

を
含
め
た
月
給
制
で
あ
る
。
そ
の

他
、交
通
費
や
役
職
手
当
を
つ
け
、

賞
与
は
年
２
回
。
定
期
昇
給
も
毎

年
３
０
０
０
円
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
者
は
営
業
力
も
あ
り

特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
。だ
が
、

生
産
性
向
上
と
時
短
を
同
時
に

実
現
す
る
に
は
、
各
社
各
様
に
発

想
の
転
換
が
必
要
だ
。

第
166
回
実働10時間・週休２日・月給制

Ａ 

法
定
の
分
は
明
確
に
区
分

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別

に
算
定
す
る
こ
と
に

【
解
説
】
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
三

六
協
定
を
巡
っ
て
も
よ
く
問
題
と
な
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
労
働
基
準
法
で
は

「
時
間
外
労
働
」と「
休
日
労
働
」は
、

明
確
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
条
文
も

32
条
と
35
条
と
、
全
く
別
の
規
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
法
令
上
も
三
六
協
定

に
つ
い
て
、「
時
間
外
労
働
」
は
「
１
日
」

　

初
歩
的
な
質
問
で
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
残
業
代
の
計
算
で
は
、

時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
時

間
は
違
う
扱
い
に
な
る
の
で
す
か
。

「
所
定
の
労
働
時
間
以
外
の
時

間
に
働
く
」
と
い
う
意
味
で
は
同

じ
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 第118回 

残業代の計算では、「時
間外」と「休日」の労働
時間は別扱いか

及
び
「
１
日
を
超
え
る
一
定
の
期
間
」

の
「
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
」

を
、「
休
日
労
働
」
は
「
働
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
休
日
」
を
協
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
（
労

基
法
36
条
、
労
基
則
16
条
）。
実
務

的
に
も
、
法
定
の
届
出
様
式
（
時
間

外
労
働
・
休
日
労
働
に
関
す
る
協
定

届
）
で
は
、
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
は

「
１
日
」
及
び
「
１
か
月
」「
１
年
」

の
「
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
労
働

時
間
」、
休
日
労
働
に
つ
い
て
は
「
労

働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
休
日
並
び

に
始
業
及
び
就
業
時
刻
」
の
記
載
を

求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

確
か
に
所
定
労
働
時
間
と
違
う
時

間
に
働
く
と
い
う
意
味
で
は
ど
ち
ら

も
時
間
外
の
労
働
で
あ
り
、
同
じ
扱

い
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
の

で
す
が
、
労
基
法
で
は
き
ち
ん
と
仕

分
け
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。こ
の
た
め
、

「
休
日
労
働
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、

働
い
た
時
間
が
何
時
間
に
な
ろ
う
と

も
、
た
と
え
休
日
の
始
業
・
終
業
時

刻
を
超
え
た
労
働
で
あ
っ
て
も
、
あ

く
ま
で
も
32
条
の
労
働
時
間
と
は
別

の
35
条
の
休
日
労
働
で
あ
っ
て
、
残

業
代
の
計
算
で
「
時
間
外
労
働
」
と

し
て
二
重
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、当
然
、「
休

日
労
働
」
に
つ
い
て
は
労
働
時
間
が

８
時
間
を
超
え
て
も
時
間
外
割
増
は
、

深
夜
労
働
に
な
ら
な
い
限
り
法
令

（
労
基
法
37
条
と
割
増
賃
金
令
）
所

定
の
３
割
５
分
増
の
み
で
計
算
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
法
定
の
休
日
労

働
に
限
り
ま
す
。
法
定
休
日
以
外
の

休
日
に
お
け
る
労
働
は
、
今
度
は
逆

に
法
律
上
は「
休
日
労
働
」で
は
な
く
、

「
通
常
の
労
働
日
」
と
扱
わ
れ
る
た

め
、
労
働
時
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
、
労
基
法
32
条
〜
32
条
の
５
、
ま

た
は
40
条
の
労
働
時
間
を
超
え
れ
ば

「
時
間
外
労
働
」
と
し
て
計
算
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
労
基

法
が
義
務
付
け
て
い
る
法
定
休
日
は

「
週
１
回
の
休
日
」
あ
る
い
は
「
４

週
間
に
４
日
」
の
休
日
で
あ
り
、
そ

れ
を
超
え
る
休
日
、
例
え
ば
週
休
二

日
制
に
よ
る
も
の
な
ど
は
対
象
に
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
場
合
、
就
業
規
則

に
よ
り
法
定
休
日
が
特
定
さ
れ
て
い

れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
特
定
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
と
い

う
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
で
は
、

暦
週
（
日
〜
土
曜
日
）
の
日
曜
日
、

土
曜
日
の
両
方
に
労
働
し
た
場
合
は
、

「
当
該
暦
週
に
お
い
て
後
順
に
位
置

す
る
土
曜
日
に
お
け
る
労
働
」
が
、

４
週
４
日
の
休
日
の
場
合
は
、
あ
る

休
日
に
労
働
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、

以
後
４
週
４
日
の
休
日
が
確
保
さ
れ

な
く
な
る
時
に
、「
当
該
休
日
以
後

の
休
日
労
働
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
法
定

休
日
労
働
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

あなたは前方が片側１車線の道路を走行しています。対向車線側
には乗降のためにスクールバスが停車しています。この場面にはど
のような危険がありますか。また、危険を避けるためにはどのような
運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 77回〕「スクールバスが停車中の道路の走行」

（解説・11面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☜
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、

「
平
成
28
年
度
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業

（
Ｇ
マ
ー
ク
）」
の
申
請
を
７

月
１
日
㈮
か
ら
14
日
㈭
ま
で

受
け
付
け
て
い
る
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）。

荷
待
ち
・
荷
役
時
間
の
解
消

等
を
今
年
度
新
規
テ
ー
マ
に

第
２
回
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会 

　

６
月
15
日
、
第
２
回
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
（
齋

藤
充
委
員
長
）
が
開
催
さ
れ

た
。 

　

議
事
で
は
、
①
「
中
継
輸

送
の
推
進
」
報
告
書
（
案
）

　

申
請
書
の
作
成
に
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
申
請
書

の
作
成
を
行
う
こ
と
の
で
き
る

「
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
書
作
成
シ
ス

テ
ム
」（
無
料
）
と
、「
複
写

式
申
請
書
」（
頒
布
は
６
月

30
日
㈭
で
終
了
）
の
２
通
り

②
平
成
28
年
度
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
検
討
テ
ー
マ

（
案
）
―
―
に
つ
い
て
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
し
た
。 

　

中
継
輸
送
の
活
用
推
進
に

向
け
た
調
査
検
討
報
告
書
の

取
り
ま
と
め
を
受
け
、「
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
対
策
と
し
て
の

『
中
継
輸
送
の
導
入
促
進
』」

を
引
き
続
き
検
討
テ
ー
マ
と

す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
他
、

「
貨
物
事
故
削
減
対
策
チ
ー

ム
に
よ
る
『
外
装
異
常
事
故

対
策
』」
を
継
続
テ
ー
マ
と

す
る
と
と
も
に
、「
荷
主
庭

先
に
お
け
る
荷
待
ち
時
間
の

解
消
等
、
荷
役
時
間
と
付
帯

作
業
に
係
る
適
正
化
」
を
新

規
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
た
。 

　

ま
た
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
お
け
る
平
成
28
年
熊

本
地
震
へ
の
緊
急
支
援
物
資

の
方
法
が
あ
る
。

　

な
お
、申
請
に
際
し
て
は
、

事
業
所
が
所
在
す
る
地
方
貨

物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業

実
施
機
関
（
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
）
の
受
付
窓
口
に

申
請
書
類
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
る
。
郵
送
に
よ
る
申
請

は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
の
で

注
意
が
必
要
。

　

詳
し
く
は
、
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

輸
送
実
績
に
つ
い
て
の
報
告

も
行
わ
れ
た
。

山
本
明
徹
氏
が
新
部
会
長

に
就
任

平
成
28
年
度
第
１
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協
議
会

　

６
月
17
日
、
平
成
28
年
度

第
１
回
青
年
部
会
全
国
代
表

者
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

　

冒
頭
、
笠
原
史
久
前
部
会

長
と
山
本
明
徹
新
部
会
長

（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
、東
京
都
）

が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
新
正

副
部
会
長
の
紹
介
が
行
わ
れ

た
。

　

吉
谷
隆
昭
氏
（
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
、
札
幌
地
区
）、
齋
藤

和
彦
氏
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
、

山
形
県
）、坂
池
克
彦
氏
（
北

陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
、石
川
県
）、

広
瀬
和
秀
氏
（
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
、
岐
阜
県
）、
吉
田
正
晴
氏

（
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
、山
口
県
）、

田
部
井
優
介
氏
（
四
国
ブ
ロ

ッ
ク
、
愛
媛
県
）、
宮
原
章

彦
氏
（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
、
佐

賀
県
）
の
新
副
部
会
長
就
任

が
報
告
さ
れ
た
。
な
お
、
平

島
竜
二
副
部
会
長
（
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
、
京
都
府
）
は
再
任

と
な
っ
た
。 

　

続
い
て
、
馬
渡
雅
敏
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
に

よ
る
あ
い
さ
つ
の
後
、
細
野

高
弘
全
ト
協
専
務
理
事
が

「
平
成
28
年
度
全
ト
協
事
業

の
概
要
お
よ
び
直
近
の
ト
ラ

ッ
ク
業
界
を
巡
る
状
況
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。 

　

議
事
で
は
、
①
27
年
度
事

業
報
告
②
社
会
貢
献
活
動

（
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
お

け
る
青
年
部
会
の
緊
急
救
援

物
資
輸
送
お
よ
び
青
年
部
会

義
援
金
に
よ
る
社
会
貢
献
活

動
、
全
国
自
動
車
教
育
研
究

会
加
盟
校
へ
の
整
備
実
習
用

ト
ラ
ッ
ク
の
寄
贈
）
③
28
年

度
行
事
予
定
④
青
年
部
会
の

現
況
―
―
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
た
。

引
越
安
心
マ
ー
ク
の
普
及

と
消
費
者
認
知
度
向
上
目

指
す

第
41
回
引
越
部
会

　

６
月
21
日
、
北
海
道
札
幌

市
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

札
幌
で
第
41
回
引
越
部
会

（
鈴
木
一
末
部
会
長
）
が
開

催
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
役
員
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
、
27
年
度
事

業
報
告
（
案
）、
28
年
度
事

業
計
画
（
案
）
等
に
つ
い
て

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
し
た
。

　

28
年
度
の
主
な
事
業
計
画

と
し
て
は
、
①
引
越
事
業
者

優
良
認
定
制
度
の
事
業
者
へ

の
普
及
と
消
費
者
認
知
度
の

向
上
②
標
準
引
越
運
送
約
款

改
正
に
向
け
た
諸
活
動
の
実

施
③
引
越
講
習
会
受
講
の
推

進
及
び
充
実
④
引
越
繁
忙
期

に
向
け
た
取
り
組
み
の
展
開

⑤
関
係
官
庁
、
消
費
者
関
係

団
体
等
と
の
連
携
強
化
⑥
部

会
組
織
の
強
化
、
拡
充
―
―

の
６
項
目
の
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。

　

ま
た
、報
告
事
項
と
し
て
、

①
28
年
繁
忙
期
対
策
の
取
り

組
み
結
果
②
27
年
の
輸
送
相

談
報
告
③
28
年
度
引
越
事
業

者
優
良
認
定
制
度
④
28
年
度

引
越
講
習
会
の
進
め
方
（
27

年
度
実
績
）
⑤
標
準
引
越
運

送
約
款
改
正
委
員
会
の
検
討

状
況
―
―
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
北
海
道
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
松
橋
謙
一
引
越
部

会
長
が
「
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク

協
会　

引
越
部
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

㈱
近
代
経
営
シ
ス
テ
ム
研
究

所
の
森
高
弘
純
代
表
取
締
役

が
「
引
越
Ｗ
ｅ
ｂ
一
括
見
積

り
サ
イ
ト
に
関
す
る
対
応
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ

れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ
た
。

（
７
月
１
日
〜
７
月
31
日
）

▽
７
月
５
日

・
第
71
回
鉄
鋼
部
会

▽
７
月
８
日

・
第
34
回
セ
メ
ン
ト
部
会

▽
７
月
13
日

・
第
４
回
税
制
・
交
付
金
委
員
会

▽
７
月
14
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
２
１
７
回
常
任
理
事
会
・
第

１
６
７
回
理
事
会
合
同
会
議

▽
７
月
15
日

・
第
７
回
経
営
改
善
・
情
報
化

委
員
会

▽
７
月
19
・
20
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会

議
▽
７
月
22
日

・
第
42
回
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
輸

送
部
会

▽
７
月
26
日

・
第
56
回
広
報
委
員
会

▽
７
月
28
日

・
第
37
回
食
料
品
部
会

【
重
田
雅
史
（
お
も
だ
・
ま

さ
し
）
氏
】
昭
和
58
年
東
京

大
学
法
学
部
卒
業
、
運
輸
省

採
用
。
航
空
局
交
通
管
制
部

長
を
経
て
、
平
成
26
年
航
空

局
次
長
。
広
島
県
出
身
、
56

歳
。

【
島
雅
之
（
し
ま
・
ま
さ
ゆ

き
）
氏
】
昭
和
58
年
東
京
大

学
工
学
部
卒
業
、
運
輸
省
採

用
。
自
動
車
局
審
査
・
リ
コ

ー
ル
課
長
を
経
て
、
平
成
26

年
自
動
車
局
技
術
政
策
課

長
。
東
京
都
出
身
、
56
歳
。

【
堀
家
久
靖
（
ほ
り
け
・
ひ

さ
や
す
）
氏
】
昭
和
60
年
東

京
大
学
法
学
部
卒
業
、
運
輸

省
採
用
。
海
事
局
総
務
課
長

を
経
て
、
平
成
28
年
鉄
道
建

設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構
渉
外
・
監
査
統
括
役
。
香

川
県
出
身
、
55
歳
。

【
加
藤
進
（
か
と
う
・
す
す

む
）
氏
】
平
成
２
年
東
京
大

学
法
学
部
卒
業
、
運
輸
省
採

用
。
航
空
局
航
空
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
部
首
都
圏
空
港
課
成
田

国
際
空
港
企
画
室
長
な
ど
を

経
て
、
平
成
25
年
内
閣
官
房

副
長
官
補
付
内
閣
参
事
官
。

兵
庫
県
出
身
、
48
歳
。

任
の
大
臣
官
房
審
議
官
に
は

堀
家
久
靖
鉄
道
建
設
・
運
輸

施
設
整
備
支
援
機
構
渉
外
・

監
査
統
括
役
が
就
任
し
た
。

　

秡
川
直
也
自
動
車
局
貨
物

課
長
は
航
空
局
総
務
課
長
に

異
動
と
な
り
、
後
任
の
貨
物

課
長
に
は
大
臣
官
房
付
の
加

藤
進
氏
が
着
任
し
た
。

﹇
略
歴
﹈

【
武
藤
浩
（
む
と
う
・
ひ
ろ

し
）
氏
】
昭
和
54
年
京
都
大

学
法
学
部
卒
業
、
運
輸
省
採

用
。
自
動
車
局
長
、
大
臣
官

房
長
を
経
て
平
成
26
年
国
土

交
通
審
議
官
。愛
知
県
出
身
、

60
歳
。

【
田
端
浩
（
た
ば
た
・
ひ
ろ

し
）
氏
】
昭
和
56
年
東
京
大

学
法
学
部
卒
業
、
運
輸
省
採

用
。
鉄
道
局
次
長
、
自
動
車

局
長
を
経
て
、
平
成
27
年
大

臣
官
房
長
。
愛
知
県
出
身
、

59
歳
。

【
石
川
雄
一
（
い
し
か
わ
・

ゆ
う
い
ち
）
氏
】
昭
和
59
年

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
修
了
、
建
設
省
採
用
。

道
路
局
企
画
課
長
な
ど
を
経

て
平
成
27
年
関
東
地
方
整
備

局
長
。
東
京
都
出
身
、56
歳
。

事
務
次
官
に
武
藤
氏

国
交
省
幹
部
人
事
発
令

　

国
土
交
通
省
は
６
月
21
日

付
で
、
徳
山
日
出
男
事
務
次

官
が
退
任
し
て
後
任
の
次
官

に
武
藤
浩
国
土
交
通
審
議
官

が
昇
格
す
る
、
一
連
の
幹
部

人
事
を
発
令
し
た
。

　

武
藤
氏
の
後
任
に
は
、
田

端
浩
大
臣
官
房
長
が
就
い
た
。

　

池
内
幸
司
技
監
が
辞
職

し
、
技
監
に
は
森
昌
文
道
路

局
長
が
昇
格
。
道
路
局
長
に

は
、
石
川
雄
一
関
東
地
方
整

備
局
長
が
就
い
た
。

　

ま
た
、
羽
尾
一
郎
物
流
審

議
官
が
海
事
局
長
に
異
動

し
、
後
任
の
物
流
審
議
官
に

は
重
田
雅
史
航
空
局
次
長
が

着
任
し
た
。

　

藤
井
直
樹
自
動
車
局
長
は

留
任
。
和
迩
健
二
自
動
車
局

次
長
が
辞
職
し
、
同
局
次
長

に
は
島
雅
之
自
動
車
局
技
術

政
策
課
長
が
昇
格
し
た
。

　

持
永
秀
毅
大
臣
官
房
審
議

官
（
国
土
政
策
局
、
自
動
車

局
、
運
輸
審
議
会
担
当
）
は

関
東
運
輸
局
長
に
就
き
、
後

武藤 浩
国土交通事務次官

加藤 進
貨物課長

田端 浩
国土交通審議官

第
41
回
引
越
部
会
（
６
月
21
日
、北
海

道
札
幌
市
・
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札

幌
）

第２回物流ネットワーク委員会（６月15日、全ト協）

あいさつする山本明徹新部会長（６月17日、全ト協）

平
成
28
年
度
安
全
性
評
価
事
業

（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）

受
付
は
７
月
14
日
㈭
ま
で
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

大
型
ト
ラ
ッ

ク
が
高
速
道
路

を
走
行
す
る
時

に
必
要
な
タ
イ

ヤ
溝
の
残
量
は
、
法
令
上
「
３
・
２
㍉
㍍
以

上
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
高
速
道
路

の
Ｐ
Ａ
／
Ｓ
Ａ
（
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
／
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
）
に
立
ち
寄
っ
て
駐
車
場
を

見
て
い
る
と
、
そ
の
基
準
が
守
ら
れ
て
い
な

い
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

タ
イ
ヤ
溝
の
深
さ
に
対
し
て
か
か
る
規
制

は
、
大
ま
か
に
分
け
る
と
２
種
類
あ
り
、
そ

の
中
で
も
罰
則
が
重
い
の
は
、
自
動
車
の
車

検
時
に
義
務
付
け
ら
れ
る
「
１
・
６
㍉
㍍
基

準
」
で
す
。
乗
用
車
用
タ
イ
ヤ
、
小
型
ト
ラ

ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
の

り
、
高
速
道
路
を
走
行
す
る
時
は
、
そ
の
値
に

対
し
て
約
20
％
以
上
の
溝
が
な
け
れ
ば
、
法
令

上
通
行
で
き
な
い
規
則
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
高
速
道
路
に
乗
る
な
ら
ば
、
乗
用

車
は
「
１
・
６
㍉
㍍
以
上
」
と
車
検
時
と
同
じ

条
件
で
良
い
の
で
す
が
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
は
「
２

・
４
㍉
㍍
以
上
」、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
「
３
・
２

㍉
㍍
以
上
」
の
タ
イ
ヤ
溝
を
保
有
し
て
い
な
い

と
整
備
不
良
車
扱
い
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

高
速
道
路
に
お
い
て
「
タ
イ
ヤ
溝
20
％
以
上

基
準
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、そ
の
数
値
が

「
降
雨
時
＝
湿
潤
路
面
の
制
動
距
離
を
踏
ま
え

た
、安
全
面
を
確
保
す
る
た
め
の
最
低
ラ
イ
ン
」

だ
か
ら
で
あ
り
、
理
想
を
書
け
ば
、
制
動
距
離

が
極
端
に
延
び
始
め
る
「
タ
イ
ヤ
溝
50
％
」
の

ラ
イ
ン
に
底
上
げ
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

全
て
に
適
用
さ
れ
る
基
準
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ

イ
ヤ
の
溝
底
に
は
、
１
・
６
㍉
㍍
分
盛
り
上
が

っ
た
「
段
差
丘
」
が
10
か
所
以
上
あ
り
、
タ
イ

ヤ
を
使
用
す
る
過
程
で
ど
こ
か
１
か
所
で
も
路

面
に
接
地
し
て
し
ま
う
と
、
車
検
は
合
格
し
ま

せ
ん
。
そ
の
段
差
丘
は
「
ス
リ
ッ
プ
サ
イ
ン
」

と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
露
出
す
る
と
、
パ
ン
ク
修

理
も
禁
止
に
な
り
ま
す
。

　
「
１
・
６
㍉
㍍
基
準
」
は
タ
イ
ヤ
自
体
の
使
用

限
度
を
表
す
も
の
で
す
が
、
高
速
道
路
へ
進
入

す
る
時
は
、よ
り
厳
し
い
も
う
ひ
と
つ
の
規
制
、

「
タ
イ
ヤ
溝
20
％
以
上
基
準
」
に
従
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
乗
用
車
用
タ
イ
ヤ
の
新
品
溝

は
、
品
種
平
均
で
約
８
㍉
㍍
で
す
。
小
型
ト
ラ

ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
は
約
12
㍉
㍍
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

用
タ
イ
ヤ
は
約
16
㍉
㍍
の
新
品
溝
と
な
っ
て
お

現
行
で
は
タ
イ
ヤ
溝
が
20
％
以
上
あ
れ
ば
、
通

行
で
き
る
の
で
す
。

　

タ
イ
ヤ
溝
に
は
、
摩
耗
末
期
ま
で
残
る
「
主

溝
」
と
、使
い
切
る
途
中
で
消
え
て
し
ま
う
「
副

溝
」
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ト
ラ
ッ
ク
用
と
し
て

広
く
普
及
す
る
「
全
天
候
型
タ
イ
ヤ
（
通
称

：
ミ
ッ
ク
ス
）」
に
は
、
高
速
道
路
の
使
用
限

度
を
示
す
「
副
溝
」
が
タ
イ
ヤ
接
地
面
の
真
ん

中
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
副
溝
の
状

態
を
見
れ
ば
、
タ
イ
ヤ
の
減
り
具
合
が
判
別
で

き
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

縦
溝
主
体
の
リ
ブ
パ
タ
ー
ン
は
、
タ
イ
ヤ
溝

に
測
定
器
を
あ
て
て
溝
の
深
さ
を
調
べ
て
み
な

い
と
、
残
念
な
が
ら
判
別
で
き
ま
せ
ん
が
、
全

天
候
型
タ
イ
ヤ
を
総
輪
装
着
し
た
小
型
ト
ラ
ッ

ク
や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
、
日
頃
の
目
視

点
検
で
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
と
き
に
注
目
す
る
の
は
、
タ
イ
ヤ
接
地

面
の
中
央
部
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
四
角
形
ブ
ロ

ッ
ク
で
す
。
円
周
状
に
複
数
並
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
四
角
形
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
状
が
「
独
立
し
た

島
々
」
か
ら
「
大
陸
」
の
よ
う
に
変
化
し
た
ら
、

そ
の
タ
イ
ヤ
溝
の
残
量
は
20
％
以
下
で
あ
る
こ

と
の
証
―
―
つ
ま
り
、
高
速
道
路
で
は
整
備
不

良
車
に
該
当
し
て
し
ま
う
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

第
62
回 

「
意
外
と
知
ら
な
い
高
速
道
路
に
お
け
る
タ
イ
ヤ
使
用
限
度
」

ト
レ
ー
ラ
火
災
の
未
然
防

止
に
つ
い
て
注
意
喚
起

啓
発
ビ
デ
オ
も
公
開

　

国
土
交
通
省
は
６
月
23

日
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
、
ト
レ
ー
ラ
火
災
の

未
然
防
止
に
関
す
る
注
意
事

項
に
つ
い
て
、
通
達
を
発
出

し
た
。

　

ト
レ
ー
ラ
の
火
災
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
ブ
レ
ー
キ
に

関
す
る
も
の
で
あ
り
、
３
年

間
で
82
件
も
の
ブ
レ
ー
キ
引

き
ず
り
に
よ
る
火
災
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
車
両

１
万
台
当
た
り
の
火
災
の
発

生
台
数
で
は
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
約
５
倍
も
発
生
し
て
い

る
。

　

ト
レ
ー
ラ
の
ブ
レ
ー
キ
火

災
の
内
訳
は
、
ス
プ
リ
ン
グ

・
ブ
レ
ー
キ
・
チ
ャ
ン
バ
の
エ

ア
漏
れ
と
、
リ
レ
ー
・
エ
マ

ー
ジ
ェ
ン
シ
・
バ
ル
ブ
の
不
具

合
で
、
原
因
の
約
７
割
を
占

め
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
国
交
省
で
は
、

検
証
実
験
を
行
う
と
と
も

に
、
ト
レ
ー
ラ
火
災
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
注
意
事

項
を
ま
と
め
、
国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
「
自
動
車
の
リ

コ
ー
ル
・
不
具
合
情
報
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
」
に
掲
載
。

　

注
意
事
項
と
し
て
は
、
①

日
常
点
検
を
確
実
に
行
う
こ

と
。
特
に
ス
プ
リ
ン
グ
・
ブ

レ
ー
キ
・
チ
ャ
ン
バ
の
不
良

（
エ
ア
漏
れ
、
戻
り
不
良
、

内
部
の
ス
プ
リ
ン
グ
の
錆
や

損
傷
）
お
よ
び
リ
レ
ー
・
エ

マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
・
バ
ル
ブ
の
不

良
（
ゴ
ミ
や
冬
期
に
お
け
る

水
分
の
凍
結
等
で
バ
ル
ブ
が

詰
ま
る
こ
と
に
よ
る
ピ
ス
ト

ン
の
固
着
）
に
注
意
す
る
こ

と
②
劣
化
す
る
ゴ
ム
部
品
等

の
定
期
交
換
を
行
う
な
ど
、

ト
レ
ー
ラ
製
作
者
の
整
備
要

領
等
に
従
っ
て
、
点
検
整
備

を
確
実
に
行
う
こ
と
③
運
行

す
る
前
に
は
駐
車
ブ
レ
ー
キ

が
確
実
に
解
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
―
―

の
３
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
交
省
自
動
車
局

審
査
・
リ
コ
ー
ル
課
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

に
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
整
備

担
当
者
の
た
め
の
啓
発
ビ
デ

オ
を
公
開
し
、
活
用
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
で
物
流
生
産
性
向
上
を

国
交
省
検
討
会
が
報
告
書

　

国
土
交
通
省
は
６
月
20

日
、
同
省
Ｉ
Ｔ
政
策
検
討
会

の
報
告
書
を
ま
と
め
、
発
表

し
た
。

　

こ
の
う
ち
物
流
分
野
に
つ

い
て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

や
労
働
環
境
の
悪
化
に
よ
る

安
全
性
の
低
下
、
コ
ス
ト
上

昇
に
よ
る
競
争
力
低
下
な
ど

の
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を

含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
て
需
給
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
う
こ
と
や
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
２
・
０
等
の
次
世
代
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
る
こ

と
で
、
物
流
事
業
者
や
荷
主

企
業
と
の
連
携
の
下
、
物
流

の
効
率
化
と
生
産
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し

て
い
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
両

運
行
管
理
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

推
進
や
電
子
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
特
車
通
行
許
可
の
自
動

審
査
シ
ス
テ
ム
の
強
化
を
行

う
ほ
か
、
さ
ら
な
る
物
流
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、
物
流

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
策
を

検
討
す
る
、
と
し
て
い
る
。

　

報
告
書
で
は
、
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て

も
言
及
し
、
物
流
を
含
む
重

要
イ
ン
フ
ラ
分
野
に
つ
い
て
、

民
間
を
中
心
に
し
た
機
動
的

な
情
報
共
有
体
制
の
早
急
な

構
築
を
求
め
た
。

臓
疾
患
に
関
す
る
事
案
を
業

種
別
で
み
る
と
、
請
求
件
数

は
道
路
貨
物
運
送
業
が
前
年

度
比
13
件
増
の
１
３
３
件
、

支
給
決
定
件
数
も
道
路
貨
物

運
送
業
が
前
年
度
比
５
件
増

の
82
件
と
な
り
、
い
ず
れ
も

業
種
別
で
最
多
と
な
っ
た
。

　

職
種
別
で
は
、
請
求
件
数

は
自
動
車
運
転
従
事
者
が
ト

ッ
プ
の
１
５
３
件
（
前
年
度

比
10
件
増
）
で
、
支
給
決
定

件
数
も
自
動
車
運
転
従
事
者

が
87
件
（
同
２
件
増
）
で
最

も
多
か
っ
た
。

　

他
業
種
も
含
め
た
脳
・
心

臓
疾
患
事
案
の
請
求
件
数
は

前
年
度
比
32
件
増
の
７
９
５

件
で
、
支
給
決
定
件
数
は
26

件
減
の
２
５
１
件
だ
っ
た
。

　

一
方
、
精
神
障
害
に
関
す

る
事
案
を
み
る
と
、
道
路
貨

バッ
ク
ミ
ラ
ー
不
要
に

カ
メ
ラ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
使
用
認
め
る

　

国
土
交
通
省
は
６
月
17

日
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安

基
準（
省
令
）等
を
改
正
し
、

18
日
か
ら
施
行
し
た
。

　

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
関
す
る

国
際
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
今
回
の
改
正
で

は
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
の
代
わ
り

に
カ
メ
ラ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
使
用
を
可
能
と
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
は
、
国
際
基
準
に

適
合
す
る
カ
メ
ラ
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
備
え
る
こ

と
に
よ
り
、
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー

等
が
な
い
自
動
車
を
設
計
・

製
造
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。

物
運
送
業
の
請
求
件
数
は
前

年
度
比
15
件
減
の
69
件
で
、

業
種
別
の
第
３
位
は
変
わ
ら

ず
、
支
給
決
定
件
数
は
５
件

減
の
36
件
で
引
き
続
き
首
位

だ
っ
た
。

　

精
神
障
害
事
案
の
請
求
件

数
を
職
種
別
に
み
る
と
、
自

動
車
運
転
従
事
者
は
６
件
増

の
77
件
で
第
４
位
。
前
年
度

は
第
３
位
だ
っ
た
。
支
給
決

定
件
数
は
、
自
動
車
運
転
従

事
者
は
５
件
増
の
34
件
で
、

順
位
は
前
年
度
の
第
５
位
か

ら
第
３
位
に
上
が
っ
た
。

　

他
業
種
を
含
め
た
、
精
神

障
害
案
件
全
体
を
み
る
と
、

請
求
件
数
は
前
年
度
比
59
件

増
の
１
５
１
５
件
、
支
給
決

定
件
数
は
25
件
減
の
４
７
２

件
だ
っ
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
異
常
時
に
対
応

交
政
審
Ｗ
Ｇ
が
シ
ス
テ
ム
実
用
化
を
提
案

　

国
土
交
通
省
は
６
月
24

日
、交
通
政
策
審
議
会
陸
上

交
通
分
科
会
自
動
車
部
会
技

術
安
全
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
Ｗ
Ｇ
）
の
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
た
と
発
表
し
た
。

　

新
た
な
視
点
と
し
て
、
先

進
安
全
技
術
の
活
用
に
よ
り
、

「
人
」
に
起
因
す
る
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
と
の
考
え

方
を
打
ち
出
し
、
ト
ラ
ッ
ク

・
バ
ス
な
ど
の
大
型
車
が
絡

む
重
大
事
故
対
策
と
し
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
異
常
時
対
応
シ

ス
テ
ム
の
実
用
化
と
高
度

化
、
貸
切
バ
ス
へ
の
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
装
着
義
務
化
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

ま
た
、
対
歩
行
者
・
対
自

転
車
等
の
安
全
対
策
と
し
て

は
、
カ
メ
ラ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
前
提
に
、

運
転
席
か
ら
の
視
界
要
件
を

拡
充
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ

き
だ
と
指
摘
し
た
。

　

さ
ら
に
、
右
左
折
時
や
後

退
時
の
警
告
音
の
普
及
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
ほ
か
、

ソ
ナ
ー
等
を
活
用
し
て
車
両

近
傍
の
自
転
車
を
検
知
し
、

警
告
音
等
に
よ
り
運
転
者
に

知
ら
せ
る
対
策
に
つ
い
て
も

検
討
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

を
組
み
合
わ
せ
て
連
休
を
実

現
す
る「
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
」

②
年
次
有
給
休
暇
付
与
日
数

の
う
ち
５
日
を
除
い
た
残
り

の
日
数
を
、
企
業
が
計
画
的

に
割
り
振
る
こ
と
の
で
き
る

「
計
画
的
付
与
制
度
」
―
―

な
ど
を
活
用
し
て
、
労
使
一

体
と
な
り
、
計
画
的
に
年
次

有
給
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

賃
金
引
上
げ
等
の
実
態
調

査
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

８
月
に
郵
送
調
査

　

厚
生
労
働
省
は
、
全
国
一

斉
に
実
施
す
る
「
平
成
28
年

賃
金
引
上
げ
等
の
実
態
に
関

す
る
調
査
」
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

同
調
査
は
、
民
間
企
業
に

お
け
る
賃
金
・
賞
与
の
改
定

額
、
改
定
率
、
賃
金
・
賞
与

の
改
定
方
法
、
改
定
に
至
る

ま
で
の
経
緯
等
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
44
年

か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

主
要
産
業
に
属
す
る
会
社

組
織
の
民
営
企
業
で
、
製
造

業
お
よ
び
卸
売
業
、
小
売
業

に
つ
い
て
は
常
用
労
働
者
30

人
以
上
、
そ
の
他
の
産
業
に

つ
い
て
は
常
用
労
働
者
１
０

０
人
以
上
を
雇
用
す
る
企
業

の
う
ち
か
ら
、
産
業
別
お
よ

び
企
業
規
模
別
に
抽
出
し
た

約
３
５
０
０
企
業
が
対
象
。

　

28
年
８
月
に
郵
送
調
査
を

実
施
し
、
28
年
１
月
〜
12
月

ま
で
の
１
年
間
の
常
用
労
働

者
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大

臣
官
房
統
計
情
報
部
に
お
い

て
集
計
を
行
う
。

　

調
査
の
結
果
は
、
最
低
賃

金
決
定
の
た
め
の
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
（
目
安
に
関
す

る
小
委
員
会
）
や
、
労
働
経

済
白
書
を
は
じ
め
と
す
る
賃

金
分
析
等
の
参
考
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
。

荷
役
作
業
に
お
け
る
労
災

防
止
対
策
の
事
例
集
を
作

成

好
事
例
10
例
を
紹
介

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
16

日
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
、
荷
役
作
業
に
係
る

労
働
災
害
防
止
対
策
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
求
め
る
文
書

を
発
出
し
た
。

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お

け
る
労
働
災
害
発
生
状
況
に

お
い
て
は
、
荷
役
作
業
に
係

る
労
働
災
害
の
割
合
が
高

く
、
防
止
対
策
の
適
切
な
実

施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

厚
労
省
で
は
こ
の
ほ
ど
、

事
業
場
の
実
態
に
即
し
た
労

働
災
害
防
止
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
荷

主
等
に
お
け
る
荷
役
災
害
防

止
対
策
の
好
事
例
」を
作
成
。

「
ア
オ
リ
を
利
用
し
た
ス
テ

ッ
プ
の
設
置
」（
写
真
）や「
リ

フ
タ
ー
付
き
台
車
の
活
用
」

な
ど
、
平
成
27
年
度
厚
労
省

委
託
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

た
「
現
場
安
全
診
断
」
か
ら

集
め
ら
れ
た
好
事
例
10
例
を

紹
介
し
て
い
る
。

　

同
事
例
集
は
、「
荷
役
災

害
防
止
担
当
者
教
育
用
テ
キ

ス
ト
」
と
と
も
に
、
厚
労
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

道
路
貨
物
運
送
業

依
然
過
労
死
認
定
が
最
多

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
24

日
、
平
成
27
年
度
「
過
労
死

等
の
労
災
補
償
状
況
」
を
ま

と
め
、
発
表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
脳
・
心

夏
季
有
給
休
暇
の
計
画

的
活
用
を
Ｐ
Ｒ

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
目
指
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
年
次

有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い

夏
季
に
お
け
る
連
続
休
暇
の

取
得
に
向
け
た
社
会
的
機
運

の
醸
成
を
図
る
た
め
、
周
知

・
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。

　

厚
労
省
で
は
、
ポ
ス
タ
ー

お
よ
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
写

真
）
を
作
成
し
、
①
土
・
日

曜
・
祝
日
に
年
次
有
給
休
暇

事
例
集
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
ア

オ
リ
を
利
用
し
た
ス
テ
ッ
プ
の
設

置
」。
ア
オ
リ
の
上
に
立
っ
て
作
業

す
る
際
の
安
定
度
が
高
ま
る
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野々市運輸機工㈱
　  ［代表取締役社長　吉田修一］
本　　社　石川県金沢市湊 1-55-23 
設　　立　昭和 51年
資 本 金　1,000 万円
従業員数 47人（うちドライバー40人）
車 両 数 40 台

企業概要

検 索野々市運輸機工㈱

　

４
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た

「
２
０
１
６
年
度
経
営
指
針

発
表
会
＆
設
立
40
周
年
祝
賀

会
」
の
中
で
、
吉
田
社
長
は

「
社
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
こ
こ
ま
で
事
業
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

社
員
に
感
謝
を
述
べ
、
続
い

て
登
壇
し
た
吉
田
章
専
務
取

締
役
は
企
業
生
存
率
に
触
れ
、

「
設
立
か
ら
40
年
を
迎
え
ら

れ
る
会
社
は
全
体
の
０
・
02

％
以
下
と
言
わ
れ
て
お
り
、

わ
が
社
は
と
て
も
凄
い
こ
と

を
成
し
遂
げ
た
と
思
い
ま

す
」
と
謝
意
を
示
し
た
。
会

の
最
後
に
は
、
経
営
陣
と
社

員
が
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
し
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ

て
邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ

た
。社

内
の
雰
囲
気
が
最
悪
だ

っ
た
３
年
前
、
ま
ず
は
社

員
の
心
の
内
を
探
る

　

さ
て
、
同
社
の
特
徴
を
吉

田
専
務
に
伺
う
と
、「
社
員

同
士
が
非
常
に
仲
良
く
、
そ

し
て
経
営
者
と
社
員
が
腹
を

割
っ
て
話
し
合
う
こ
と
の
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ

と
で
す
」
と
に
こ
や
か
に
語

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
３

年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
会
社
の

雰
囲
気
は
お
世
辞
に
も
良
い

と
は
言
え
な
い
状
況
だ
っ
た

と
い
う
。

　

当
時
は
社
内
が
殺
伐
と
し

て
お
り
、
会
社
の
休
憩
室
で

社
員
が
経
営
陣
や
他
の
社
員

の
悪
口
を
言
い
合
っ
て
い
る

よ
う
な
居
心
地
の
悪
い
状
態

だ
っ
た
。
そ
う
し
た
環
境
下

で
同
社
に
新
人
が
入
社
し
た

が
、
入
社
し
て
２
週
間
ほ
ど

で
「
社
員
み
ん
な
で
一
生
懸

命
働
き
た
か
っ
た
の
に
、
社

内
の
雰
囲
気
が
悪
い
の
で
、

こ
れ
以
上
こ
の
会
社
で
仕
事

を
続
け
て
い
く
の
は
無
理
で

す
」
と
退
社
し
て
い
く
こ
と

が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

厳
し
い
現
実
に
直
面
し
た

吉
田
専
務
は
会
社
存
続
の
危

機
感
を
感
じ
、「
何
と
か
し

て
職
場
環
境
を
良
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
」と
痛
感
し
た
。

し
か
し
、
最
初
は
何
か
ら
手

を
付
け
れ
ば
い
い
の
か
が
全

く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
吉

田
専
務
は
同
社
の
創
業
者
で

あ
る
祖
父
に
創
業
当
時
の
話

を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
創
業
者
か
ら
「
こ
の

会
社
が
40
年
近
く
営
業
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

従
業
員
が
一
生
懸
命
が
ん
ば

っ
て
き
た
お
か
げ
だ
」
と
聞

か
さ
れ
、
吉
田
専
務
は
ま
ず

社
員
と
向
き
合
う
た
め
に
対

話
の
機
会
を
も
と
う
と
心
に

決
め
た
。

　
「
そ
れ
ま
で
は
、
会
社
か

ら
社
員
に
対
し
て
一
方
的
に

指
示
を
出
し
て
お
り
、
社
員

に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が

ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
会
社
の
雰
囲
気
を

良
く
す
る
た
め
に
は
、
社
員

の
気
持
ち
を
汲
み
取
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
た
の
で
す
。

ま
ず
、
経
営
者
か
ら
の
話
を

一
方
的
に
伝
え
る
だ
け
だ
っ

た
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
、

社
員
の
思
い
や
意
見
を
共
有

す
る
場
に
変
え
よ
う
と
思
い

ま
し
た
」（
吉
田
専
務
）

　

初
め
て
の
社
員
た
ち
と
の

話
し
合
い
に
あ
た
り
、
吉
田

専
務
は
「
会
社
や
経
営
陣
に

対
す
る
文
句
や
愚
痴
も
出
て

く
る
に
違
い
な
い
が
、
社
員

に
強
く
言
い
返
し
た
り
、
言

い
訳
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ

う
」と
心
に
決
め
て
臨
ん
だ
。

　

全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
最

後
に
、
吉
田
専
務
は
社
員
に

対
し
意
見
を
求
め
た
。
社
員

た
ち
は
す
ぐ
に
は
発
言
し
な

か
っ
た
も
の
の
、
あ
る
社
員

が
手
を
挙
げ
て
給
与
や
労
働

条
件
に
対
す
る
不
満
を
口
に

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
次

々
と
意
見
が
出
て
き
た
。
日

頃
の
社
内
の
雰
囲
気
か
ら
あ

る
程
度
は
想
像
し
て
い
た
も

の
の
、
会
社
に
対
す
る
不
平

不
満
が
次
々
に
出
て
く
る
実

情
に
、
吉
田
専
務
は
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
吉
田

専
務
は
悲
し
さ
を
か
み
殺
し

な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
メ
モ
を

と
っ
た
。

　

全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
終
了

後
、
一
人
の
社
員
が
吉
田
専

務
に
声
を
か
け
た
。
そ
の
社

員
は
、「
専
務
が
話
を
聞
い

て
く
れ
た
の
で
、
う
れ
し
か

っ
た
」
と
感
謝
の
思
い
を
話

し
た
。
吉
田
専
務
は
、
社
員

と
向
き
合
っ
て
話
を
続
け
、

社
員
の
思
い
を
汲
み
取
っ
て

い
こ
う
と
決
意
を
固
め
た
。

ま
ず
経
営
理
念
を
明
確

化
、
社
員
の
前
向
き
な
気

持
ち
に
応
え
る

　

企
業
風
土
改
革
に
あ
た

り
、
次
に
吉
田
専
務
が
取
り

組
ん
だ
の
が
「
経
営
理
念
の

成
文
化
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
同
社
に
は
概
念

的
な
形
で
の
理
念
は
あ
っ
た

も
の
の
、
文
章
と
し
て
明
確

に
ま
と
ま
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。
社
員
と
思
い
を
共
有
し

て
業
務
を
円
滑
に
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
誰
に
で
も
理

解
で
き
る
よ
う
な
形
で
経
営

理
念
を
ま
と
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、「
こ
う
し
た
も
の

が
な
い
ま
ま
で
は
会
社
と
し

て
柱
に
な
る
も
の
が
な
い
」

（
吉
田
専
務
）
と
の
思
い
か

ら
、文
章
化
を
行
っ
た（
表
１
）。

　

経
営
理
念
を
社
内
で
発
表

し
た
と
こ
ろ
、
社
員
の
反
応

は
思
い
の
ほ
か
良
か
っ
た
と

い
う
。
そ
こ
で
、
吉
田
専
務

は
「
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
、
今
後
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
。
社
員
の
皆

さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
協
力

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
社
員

に
呼
び
か
け
た
。

　

さ
ら
に
、「
社
員
の
思
い
の

根
底
の
部
分
を
知
る
こ
と
で
、

よ
り
改
善
に
繋
げ
ら
れ
れ

ば
」
と
の
考
え
か
ら
、
創
業

以
来
初
め
て
社
員
一
人
ひ
と

り
と
の
個
人
面
談
を
行
っ
た
。

　

初
回
は
給
与
や
労
働
条
件

に
対
す
る
意
見
や
他
の
社
員

へ
の
不
満
な
ど
が
多
か
っ
た

が
、
何
度
も
行
う
う
ち
に
不

平
不
満
に
限
ら
ず
様
々
な
内

容
の
発
言
が
出
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
。
吉
田
専
務
は
口

答
え
な
ど
せ
ず
、
ひ
た
す
ら

社
員
の
話
を
聞
い
た
。

　

社
員
の
話
を
聞
い
て
い
る

う
ち
に
、
労
働
条
件
に
対
す

る
不
満
は
あ
る
も
の
の
、
社

員
た
ち
は
「
み
ん
な
で
ま
と

ま
っ
て
、
繋
が
り
を
感
じ
な

が
ら
仕
事
が
し
た
い
」「
会

社
と
し
て
の
芯
が
欲
し
い
」

「
も
っ
と
ス
キ
ル
を
磨
き
た

い
」
な
ど
、
社
員
が
会
社
や

仕
事
に
対
し
て
前
向
き
な
思

い
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
、
吉

田
専
務
は
気
が
付
い
た
。

　
「
社
員
の
前
向
き
な
思
い

に
応
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
社

員
の
満
足
度
向
上
に
繋
が

る
」と
考
え
た
吉
田
専
務
は
、

会
社
の
変
化
を
社
員
に
実
感

し
て
も
ら
お
う
と
、
企
業
風

土
改
革
へ
の
よ
り
具
体
的
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

日
々
の
業
務
を
通
じ
感
謝

の
心
を
育
む
「
あ
り
が
と

う
カ
ー
ド
」

　

３
年
前
の
企
業
風
土
改
革

ス
タ
ー
ト
か
ら
27
年
３
月
ま

で
に
ス
タ
ー
ト
し
た
取
り
組

み
は
、主
に
次
の
通
り
で
あ
る
。

① 

経
営
理
念
共
有
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　

経
営
理
念
を
成
文
化
し
た

も
の
の
、
そ
の
捉
え
方
が
社

員
一
人
ひ
と
り
違
っ
た
も
の
に

な
る
と
、
仕
事
に
向
き
合
う

姿
勢
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て

し
ま
い
か
ね
な
い
。そ
こ
で
、

経
営
理
念
を
社
員
全
員
の
共

通
認
識
と
す
べ
く
、
研
修
を

行
っ
た
。

　

第
１
回
目
の
研
修
は
、「
グ

ル
ー
プ
作
業
を
通
じ
て
理
念

の
言
葉
の
意
味
を
考
え
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
実
施
し
た
。

　

ま
ず
、「
経
営
理
念
を
具

現
化
す
る
た
め
に
は
ど
う
い

っ
た
行
動
を
す
れ
ば
い
い
か
」

を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
、
そ
れ
を

書
き
出
し
て
い
く
。
例
え
ば
、

理
念
に
は
「
最
善
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
お

客
様
に
感
動
を
運
び
ま
す
」

と
あ
る
が
、
感
動
を
与
え
る

よ
う
な
最
善
の
サ
ー
ビ
ス
と

は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
を
社
員
に
考
え

さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

出
て
き
た
意
見
を
整
理
し

て
ま
と
め
て
い
く
こ
と
で
、

会
社
と
し
て
何
を
す
べ
き
な

の
か
、
会
社
の
価
値
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
な
ど
が
明
確
化

さ
れ
る
と
と
も
に
、
社
員
そ

れ
ぞ
れ
に
考
え
さ
せ
る
こ
と

で
意
識
の
定
着
化
に
繋
げ
て

い
る
。

② 

社
内
報
の
刷
新

　

従
来
の
社
内
報
は
、
事
故

や
違
反
、
ク
レ
ー
ム
な
ど
、

暗
く
重
い
内
容
が
主
体
だ
っ

た
。
新
し
い
社
内
報
で
は
、

業
務
の
中
で
あ
っ
た
明
る
い

話
題
を
汲
み
上
げ
る
よ
う
な

も
の
と
し
、「
良
い
こ
と
を
し

て
い
る
人
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
る
こ
と
で
、
そ
の
取
り

組
み
を
認
め
、
他
の
社
員
に

も
広
め
て
い
く
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
職

業
柄
外
に
出
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
お
互
い
に
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
会
社
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を

社
内
報
で
紹
介
し
、
情
報
共

有
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用

し
て
い
る
。

③ 

資
格
習
得
費
用
の
全
額
支
援

　

大
型
免
許
や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
免
許
の
資
格
取
得
費
用

に
つ
い
て
は
、
全
額
会
社
負

担
と
し
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
人
材
採
用
に

際
し
て
は
人
柄
重
視
の
姿
勢

を
採
っ
て
い
る
。
入
社
時
に

た
と
え
大
型
免
許
を
所
有
し

て
い
な
く
て
も
、
充
実
し
た

支
援
制
度
で
手
厚
く
フ
ォ
ロ

ー
す
る
こ
と
で
人
材
の
定
着

に
繋
げ
て
い
る
。

　

な
お
、
27
年
に
は
３
人
が

大
型
免
許
を
取
得
し
て
お

り
、
今
後
も
「
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
」
と
い
う
社

員
の
希
望
に
応
え
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。

④ 

「
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」

「
感
動
の
共
有
シ
ー
ト
」

　
「
社
員
が
問
題
を
起
こ
し

た
時
や
、
お
客
様
か
ら
ク
レ

ー
ム
を
い
た
だ
い
た
時
に
は

他
の
社
員
か
ら
注
目
さ
れ
る

の
に
、
良
い
こ
と
を
し
て
お

客
様
や
他
の
社
員
か
ら
喜
ば

れ
た
こ
と
は
な
ぜ
周
囲
か
ら

注
目
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
」

と
疑
問
に
感
じ
た
吉
田
専
務

が
、「
素
晴
ら
し
い
行
い
を

社
内
で
共
有
し
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
始
め
た
も
の
。
日

々
の
業
務
の
中
で
「
相
手
の

良
い
と
こ
ろ
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
」
よ
う
に
な
る
と
と

も
に
、「
感
謝
で
き
る
心
を
も

つ
」
よ
う
に
な
る
た
め
に
行

っ
て
い
る
。

　

現
場
で
お
客
様
に
喜
ば
れ

た
こ
と
は
「
感
動
の
共
有
シ

ー
ト
」
に
、
社
内
で
感
謝
す

る
よ
う
な
出
来
事
が
あ
れ
ば

「
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」
を

書
い
て
、
社
内
の
専
用
ポ
ス

ト
に
投
函
。
後
日
休
憩
室
に

貼
り
出
す
と
と
も
に
、
最
も

多
く
「
あ
り
が
と
う
」
が
寄

せ
ら
れ
た
社
員
に
対
し
て
は

月
に
一
度
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」

は
、
今
で
は
１
か
月
当
た
り

２
０
０
枚
集
ま
る
ほ
ど
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

⑤ 

休
憩
室
の
リ
フ
ォ
ー
ム

　

27
年
３
月
に
、
こ
れ
ま
で

殺
風
景
だ
っ
た
社
員
用
休
憩

室
を
快
適
な
空
間
に
リ
フ
ォ

ー
ム
（
写
真
）
し
た
。

　

従
来
の
休
憩
室
は
、
居
心

地
が
よ
く
な
い
た
め
に
一
部

の
社
員
し
か
使
っ
て
お
ら
ず
、

ガ
ラ
ス
張
り
だ
っ
た
た
め
訪

問
客
か
ら
も
中
の
様
子
が
丸

見
え
に
な
っ
て
し
ま
い
、
落

ち
着
い
て
休
む
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
室
内

を
清
潔
な
環
境
に
整
え
る
と

と
も
に
、
人
の
目
を
気
に
せ

ず
に
ゆ
っ
く
り
休
め
る
よ
う

新
た
に
壁
を
設
け
た
。

　

新
し
い
壁
は
黒
板
に
な
っ

て
お
り
、「
あ
り
が
と
う
カ

ー
ド
」「
感
動
の
共
有
シ
ー

ト
」
を
貼
り
付
け
て
い
る
。

休
憩
中
に
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド

類
が
自
然
に
目
に
入
る
こ
と

で
、
社
員
も
カ
ー
ド
を
意
識

す
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
繋
げ
る

　「
の
み
会
」、全
社
員
が
能

　
動
的
に
改
善
に
取
り
組
む

　
「
こ
れ
ま
で
ソ
フ
ト
、
ハ
ー

ド
の
両
面
か
ら
、
企
業
風
土

改
革
を
推
し
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
ま
で
で
、
社
内
環

境
は
と
て
も
良
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
一
人

の
力
で
は
ど
う
し
て
も
限
界

が
あ
り
ま
す
。
会
社
の
将
来

を
考
え
る
と
、
私
一
人
で
け

ん
引
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、

社
員
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
な
る

人
材
を
登
用
し
て
、
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
協
力
し
て

推
し
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

社
員
が
幸
せ
に
働
け
る
会
社

づ
く
り
が
よ
り
加
速
し
て
い

く
の
で
す
」（
吉
田
専
務
）

　

同
社
で
は
、
人
材
確
保
の

強
化
を
図
る
た
め
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど

も
行
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
週
２
回
更
新
す
る
な
ど
情

報
発
信
力
を
高
め
て
い
る

が
、
月
１
回
発
行
の
社
内
報

も
含
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ほ

と
ん
ど
は
吉
田
専
務
が
自
分

で
執
筆
し
て
い
る
。し
か
し
、

一
人
だ
け
で
は
手
が
回
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
。
ま
た
、
会
社
の
次
代
を

担
う
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
た

い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
27
年
４
月
か
ら

は
月
に
１
度
行
う
「
の
み
会

（
野
未
会
）」
と
い
う
会
議

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
の
み
会
」
の
正
式
名
称
は

「『
野
』
々
市
運
輸
機
工
の

『
未
』来
を
つ
く
る『
会
』議
」

で
、
社
員
が
幸
せ
に
働
く
こ

と
が
で
き
る
会
社
を
目
指
す

た
め
、毎
回
議
題
を
挙
げ
て
、

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
メ

ン
バ
ー
で
意
見
を
出
し
合
う

会
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
の
内

訳
は
、
吉
田
専
務
と
役
員
３

人
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
リ
ー
ダ

ー
４
人
の
合
計
８
人
。
前
述

し
た
個
人
面
談
の
中
で
、
リ

ー
ダ
ー
格
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
社
員
を
見
極
め
た
上
で
参

加
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
の
み
会
」
で
は
、
肯
定

的
な
空
気
を
大
事
に
し
て
、

批
判
や
文
句
を
言
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
で
も
否
定

せ
ず
に
、
ど
う
す
れ
ば
実
現

で
き
る
か
を
メ
ン
バ
ー
全
員

で
検
討
し
て
い
く
と
い
う
進

め
方
に
し
た
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
よ
う
な
面
白
い

提
案
が
出
て
く
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　
「
の
み
会
」
開
催
が
進
む

に
連
れ
て
、
参
加
す
る
リ
ー

ダ
ー
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

自
覚
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、

自
主
性
が
生
ま
れ
て
い
る
と

い
う
。
一
方
、
リ
ー
ダ
ー
以

外
の
社
員
に
関
し
て
も
、
企

業
風
土
改
革
が
進
む
中
で
、

「
労
働
環
境
が
悪
い
の
は
他

人
の
せ
い
、
会
社
の
せ
い
」

と
い
う
考
え
か
ら
「
労
働
環

境
を
改
善
さ
せ
る
に
は
ま
ず

自
分
自
身
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
考
え
方
を

改
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
。

　

創
業
40
周
年
を
機
に
、
同

社
で
は
今
年
か
ら
新
た
な
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
。「
の
み

会
」
で
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア

の
実
現
を
促
進
す
る
た
め
の

実
動
隊
組
織
「
委
員
会
」
の

立
ち
上
げ
で
あ
る
。

　

表
２
で
示
す
よ
う
に
、
社

内
に
７
委
員
会
が
設
置
さ
れ

た
。「
の
み
会
」
メ
ン
バ
ー
の

う
ち
、
吉
田
専
務
を
除
く
７

人
が
各
委
員
会
の
委
員
長
と

な
り
、
委
員
た
ち
と
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
か
っ
て
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
遂
行
し
て
い
く
。
委
員

会
に
は
同
社
の
全
社
員
が
所

属
。
委
員
会
ご
と
に
、「
ど

う
す
れ
ば
幸
せ
に
働
け
る
会

社
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
活
動
目

的
や
活
動
内
容
が
明
確
化
さ

れ
て
い
る
。

　

社
員
が
能
動
的
に
委
員
会

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
よ

り
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
が
よ
り
加
速
し
て
い
く
。

働
き
や
す
い
職
場
に
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
で
、
社
員
達
は

日
々
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
仕

事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
環
境
下
で
毎
日
過

ご
す
こ
と
で
、
他
者
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
が
ま
す
ま
す
大

き
く
な
り
、
感
謝
の
気
持
ち

が
込
も
っ
た
最
善
の
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
結
果
、
多
く
の
顧
客
に

大
き
な
感
動
を
与
え
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
「
弊
社
の
企
業
風
土
は
一

時
期
に
比
べ
て
か
な
り
改
善

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
私
と

し
て
は
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

最
善
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
お
客
様
に
満
足
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
従
業
員

が
日
々
喜
び
を
感
じ
な
が
ら

働
け
る
職
場
環
境
が
必
要
で

す
。
当
社
で
は
、『
自
分
た

ち
が
働
き
た
い
環
境
を
自
分

た
ち
で
つ
く
る
』
た
め
に
、

様
々
な
企
業
風
土
改
革
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
私
が
そ
う
し
た
土
壌
を
一

生
懸
命
作
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
『
社
員
自

ら
が
主
体
的
に
動
く
』
と
い

う
風
土
が
定
着
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
顧
客

満
足
度
の
さ
ら
な
る
向
上
を

目
指
し
て
、
で
き
上
が
っ
た

土
壌
に
自
分
た
ち
で
何
を
植

え
て
い
く
か
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
全
て
の
社
員
が

同
じ
方
向
を
目
指
し
て
協
力

し
合
い
、
一
丸
と
な
っ
て
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
や
新
し
い
取
り

組
み
を
育
ん
で
い
く
こ
と
で
、

弊
社
の
成
長
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
吉

田
専
務
）

（
取
材
協
力
）
野
々
市
運
輸

機
工
㈱　

吉
田
章
専
務
取
締

役

吉田　章
専務取締役

表 1　野々市運輸機工㈱経営理念
1． 私たちは、最善のサービスを提供する

ことで、お客様に感動を運びます。

2． 私たちは、常に和と感謝の心を持ち
成長し続けます。

3． 私たちは、安全に対して積極的に行
動をし、地域社会に安心を提供します。

表 2　野々市運輸機工㈱・7つの委員会

委員会名 方　針

感動創造委員会 「お客様に笑顔を届ける」

業務改善委員会 「一人の知識よりみんなの知恵」

時間短縮委員会 「安全と健康を守ります」

環境創造委員会 「やさしい社内環境の実現」

教育交流委員会 「和と共に成長する職場環境」

安全活動委員会 「安全・安心を届けます！」

社会貢献委員会 「感動・感謝・安心を一人ひと
りの自発的な行動で表現する」

社
員
の
主
体
性
を
養
う
企
業
風
土
改
革
を
推
進

創
立
40
周
年
を
機
に
さ
ら
な
る
飛
躍
へ

満足度高めた職場環境改善
社員一人ひとりと真摯に向き合う

物流物流

野々市運輸機工㈱
石川県

第 32回

　

石
川
県
金
沢
市
に
本
社
を
構
え
、

工
作
機
械
や
鋼
材
な
ど
の
重
量
物

輸
送
を
手
が
け
る
野
々
市
運
輸
機

工
㈱
（
吉
田
修
一
社
長
）
は
、
今
年

設
立
40
周
年
を
迎
え
た
。

　

同
社
で
は
近
年
、
企
業
風
土
の

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
た
。
懸
命
な
取
り
組
み
が
実

を
結
び
、
同
社
で
は
将
来
の
事
業

継
続
・
発
展
に
向
け
た
確
固
た
る

足
が
か
り
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
同
社
に
お
け
る
近

年
の
企
業
風
土
改
革
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

社内改善に向けて話し合う「のみ会（野々市運輸機工の未来をつくる会議）」

環境創造委員会では路面の補修など社内環境の改善を行う

専用ポスト（写真㊤）に入れられた「ありがとうカード」「感動の共
有シート」は、休憩室の壁面に掲出される（写真㊦）

リフォームを行い居心地が良くなった休憩室

リフォーム前

リフォーム後
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物
流
出
前
授
業
と
未
経
験
者
向
け
説
明
会
、

各
地
で
活
発
化

1万台当たり2.5件に
（平成25～27年）車籍別・事業用トラックが第１当事者となった死亡事故全ト協

全 

国
沖
縄
県

鹿
児
島
県

宮
崎
県

大
分
県

熊
本
県

長
崎
県

佐
賀
県

福
岡
県

高
知
県

愛
媛
県

香
川
県

徳
島
県

山
口
県

広
島
県

岡
山
県

島
根
県

鳥
取
県

和
歌
山
県

奈
良
県

兵
庫
県

大
阪
府

京
都
府

滋
賀
県

三
重
県

愛
知
県

静
岡
県

岐
阜
県

福
井
県

石
川
県

富
山
県

長
野
県

新
潟
県

山
梨
県

神
奈
川
県

東
京
都

千
葉
県

埼
玉
県

群
馬
県

栃
木
県

茨
城
県

福
島
県

山
形
県

秋
田
県

宮
城
県

岩
手
県

青
森
県

北
海
道

※死亡事故件数は事業用貨物自動車が第一当事者となるものであり、軽自動車によるものを除く ＜出典：（公財）交通事故総合分析センター＞ 
※車両台数はトレーラおよび軽自動車を除く営業用貨物自動車の保有台数（平成 27 年 3 月末現在） ＜出典：（一財）自動車検査登録情報協会＞
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平成 25年
26年
27年

目標値（2.0）

　全日本トラック協会はこのほど、事業用トラックが第 1 当事者となった死亡事故件数を、都道府
県ナンバー別（車籍別）に 1 万台当たりの数値に換算し、平成 25 年～ 27 年の 3 か年の推移を示
したデータを公表した。
　それによると、全国平均では、25 年が 2.9 件、26 年が 2.7 件、27 年が 2.5 件と年々減少傾向
をみせているが、全ト協は車両１万台当たりの死亡事故件数目標を「2.0 件」に設定しており、今後、
各都道府県トラック協会においては、「トラック事業における総合安全プラン 2009」の数値目標
2.0 件を達成できるよう、さらなる交通事故防止対策に取り組むことが求められる。
　都道府県別にみると、2.0 件の数値目標をクリアできたのは 17 都県で、特に東京都と島根県は
3 年連続で同目標を達成した。
　なお、このデータは全ト協ホームページ内「平成 27 年の交通事故統計分析結果」に掲載されて
おり、ダウンロードが可能。

　

国
土
交
通
省
は
経
済
産
業

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
連

携
し
、「
輸
送
機
器
の
実
使

用
時
燃
費
改
善
事
業
費
補
助

金
﹇
陸
上
輸
送
機
器
の
実
使

用
時
燃
費
改
善
事
業
（
ト
ラ

　

国
土
交
通
省
は
、
自
動
車

運
送
事
業
に
お
け
る
交
通
事

故
防
止
の
観
点
か
ら
、
先
進

安
全
自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
や

運
行
管
理
の
高
度
化
に
資
す

る
機
器
の
導
入
等
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
、「
平

成
28
年
度
事
故
防
止
対
策
支

援
推
進
事
業
」
を
実
施
、
７

月
１
日
か
ら
補
助
金
の
申
請

受
付
を
開
始
す
る
。

ッ
ク
輸
送
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

実
証
事
業
）﹈」
の
公
募
を
行

っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
お
け
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
促

進
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

る
も
の
。
ト

ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
対

し
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
管
理
シ

ス
テ
ム
）
機

器
や
新
型
シ

ャ
ー
シ
の
導

入
経
費
の
一

部
を
補
助
す

る
。
な
お
、

同
事
業
は
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク

コ
ン
サ
ル
タ

　

今
年
度
実
施
さ
れ
る
補
助

事
業
は
表
の
通
り
。

▽
10
月
31
日
ま
で

　

Ａ
Ｓ
Ｖ
導
入
支
援
は
、
衝

突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
や
ふ

ら
つ
き
注
意
喚
起
装
置
な
ど

を
装
着
す
る
場
合
、
経
費
の

２
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の

で
、
同
一
車
両
に
複
数
の
装

置
を
装
着
す
る
場
合
の
上
限

は
ト
ラ
ッ
ク
が
15
万
円
。

ン
ツ
㈱
（
Ｐ
Ｃ
Ｋ
Ｋ
）
が
補

助
事
業
の
執
行
団
体
と
な
る
。

　
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
促
進
に
よ

る
実
走
行
燃
費
向
上
実
証
事

業
」（
公
募
予
算
額
約
29
・

５
億
円
）
で
は
、
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
促
進
に
よ
る
実
走
行
燃

費
向
上
を
実
証
す
る
た
め
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
等
が

専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
か
ら
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
指

導
を
受
け
る
た
め
に
必
要
と

な
る
Ｅ
Ｍ
Ｓ
機
器
設
置
費
用

等
の
経
費
を
支
援
。
Ｐ
Ｃ
Ｋ

Ｋ
は
同
事
業
を
通
じ
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
促
進
に
よ
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
の
デ
ー
タ
取
得

を
行
う
。
申
請
受
付
期
間
は

７
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮
ま
で

（
消
印
有
効
）。
な
お
、
補

助
申
請
の
合
計
額
が
予
算
額

▽
11
月
30
日
ま
で

　

運
行
管
理
の
高
度
化
に
対

す
る
支
援
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

式
運
行
記
録
計
と
映
像
記
録

型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
導
入

経
費
の
３
分
の
１
を
補
助
す

る
。
補
助
限
度
額
は
デ
ジ
タ

コ
が
車
載
器
３
万
円
、
事
務

所
機
器
10
万
円
で
、
ド
ラ
レ

コ
が
車
載
器
２
万
円
、
事
務

所
機
器
３
万
円
。
１
事
業
者

に
達
し
た
場
合
は
、
公
募
期

間
内
で
あ
っ
て
も
公
募
は
終

了
す
る
。

　

ま
た
、「
新
型
シ
ャ
ー
シ
導

入
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
削
減
実
証
事
業
」（
同
約

10
億
円
）
で
は
、
車
両
の
大

型
化
に
よ
る
積
載
効
率
・
運

行
効
率
向
上
を
推
進
す
る
た

め
に
、
新
型
シ
ャ
ー
シ
導
入

費
用
を
補
助
す
る
。
な
お
、

補
助
に
際
し
て
は
、
事
業
実

施
対
象
車
両
デ
ー
タ
（
新
型

シ
ャ
ー
シ
導
入
前
後
の
実
働

15
日
以
上
の
デ
ー
タ
）
の
提

出
が
求
め
ら
れ
る
。
申
請
受

付
期
間
は
6
月
27
日
㈪
〜
7

月
8
日
㈮
ま
で
（
同
）。

　

な
お
、
申
請
に
関
す
る
詳

細
は
Ｐ
Ｃ
Ｋ
Ｋ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

当
た
り
の
上
限
額
は
80
万
円
。

▽
11
月
30
日
ま
で

　

過
労
運
転
防
止
の
た
め
の

先
進
的
な
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
で
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
遠
隔
地
で
の
点
呼
機

器
、
運
行
中
の
運
転
者
の
疲

労
状
態
を
測
定
す
る
機
器
な

ど
に
つ
い
て
、
経
費
の
２
分
の

１
を
補
助
す
る
。
１
事
業
者

当
た
り
の
上
限
額
は
80
万
円
。

▽
７
月
29
日
ま
で

　

社
内
安
全
教
育
の
実
施
に

対
す
る
支
援
で
は
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
利
用
に
対
す
る

経
費
の
３
分
の
１
を
補
助
。

１
事
業
者
当
た
り
の
上
限
額

は
１
０
０
万
円
。

　

な
お
、
Ａ
Ｓ
Ｖ
の
導
入
、

運
行
管
理
の
高
度
化
お
よ
び

過
労
運
転
防
止
の
た
め
の
先

進
的
な
取
り
組
み
に
対
す
る

支
援
の
補
助
対
象
は
、
28
年

４
月
１
日
以
降
に
導
入
し
た

も
の
が
対
象
と
な
る
。

　

詳
細
は
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

実
走
行
燃
費
向
上
実
証
事
業 

約
29
・
５
億
円

新
型
シ
ャ
ー
シ
導
入
実
証
事
業 

約
10
億
円

先
進
安
全
自
動
車
等
の
導
入
を
支
援

国
交
省
・
経
産
省

国
交
省

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
促
進
を
目
的
に
補
助
を
実
施

事
故
防
止
対
策
支
援
推
進
事
業
を
実
施

全国平均、2年連続で減少　数値目標2.0クリアは17都県

７
月
１
日
か
ら

６
月
27
日
〜
７
月
８
日
ま
で

７
月
１
日
〜
７
月
15
日
ま
で

 表 平成 28年度事故防止対策
支援推進事業において実施する補助事業

①先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援
・補助対象装置：衝突被害軽減ブレーキ、ふらつき注意喚起装置、車

線逸脱警報装置、車線維持支援制御装置、車両安定性制御装置
・補助率：取得に対する経費の 2 分の 1
・受付期間：28 年 7 月1 日～ 10 月31 日

②運行管理の高度化に対する支援
・補助対象機器：デジタル式運行記録計および映像記録型ドライブ

レコーダであって、国交大臣が認定したもの（国交省ホームページ
［HP］参照）

・補助率：取得に係る経費の 3 分の 1
・受付期間：28 年 7 月1 日～ 11 月30 日

③過労運転防止のための先進的な取り組みに対する支援
・補助対象機器：下記の機器であって、国交大臣が認定したもの（同

HP 参照）
ITを活用した遠隔地における点呼機器、運行中における運転者の
疲労状態を測定する機器、休息期間における運転者の睡眠状態等
を測定する機器、運行中の運行管理機器

・補助率：取得に対する経費の 2 分の 1
・受付期間：28 年 7 月1 日～ 11 月30 日

④社内安全教育の実施に対する支援
・補助対象コンサルティング：国交大臣が認定したコンサルティングメ

ニュー（同 HP 参照）
・補助率：コンサルティング利用に対する経費の 3 分の 1
・受付期間：28 年 7 月1 日～ 7 月29 日
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す
で
に
多
く
の
事
業
者
が

導
入
し
て
い
る
、
こ
の
「
Ｉ

Ｔ
点
呼
」
と
い
う
名
称
は
、

「
自
動
車
運
送
事
業
者
が
行

う
遠
隔
地
間
点
呼
」
の
こ
と

を
い
う
。

　

Ｉ
Ｔ
点
呼
は
、
点
呼
実
施

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

遠
隔
地
間
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

Ｉ
Ｔ
点
呼
の
機
器
構
成
は

通
常
、
パ
ソ
コ
ン
本
体
、
Ｉ

Ｔ
点
呼
管
理
ソ
フ
ト
、
プ
リ

ン
タ
、
カ
メ
ラ
、
マ
イ
ク
、

ス
ピ
ー
カ
ー
、
ア
ル
コ
ー
ル

検
知
器
で
あ
り
、
オ
プ
シ
ョ

接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
等
を

利
用
し
て
、
シ
ス
テ
ム
に
接

続
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
検
知

器
、
高
精
細
カ
メ
ラ
を
使
っ

て
点
呼
者
と
離
れ
た
場
所
に

い
る
運
転
者
が
テ
レ
ビ
点
呼

を
実
施
し
、
記
録
保
存
で
き

る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

ま
た
、
よ
り
手
厚
い
サ
ポ

ー
ト
や
確
実
な
点
呼
の
実
施

を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
オ
プ
シ
ョ
ン
や
選
択
肢

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

⑤ 

免
許
証
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る

デ
ー
タ
確
認

ン
と
し
て
、
免
許
証
リ
ー
ダ

ー
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
結
果

を
示
す
パ
ト
ラ
イ
ト
（
回
転

灯
）
等
を
利
用
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
も
あ
る
。

　

Ｉ
Ｔ
点
呼
の
シ
ス
テ
ム
に

は
、
以
下
の
機
能
が
最
低
限

必
要
で
あ
る
。

① 

相
手
を
呼
び
出
す

　

Ｉ
Ｔ
点
呼
を
実
施
す
る
に

は
、
Ｉ
Ｔ
点
呼
シ
ス
テ
ム
を

実
施
拠
点
に
設
置
し
、「
Ｉ

Ｔ
点
呼
に
係
る
報
告
書
」
を

実
施
開
始
の
10
日
前
ま
で
に

管
轄
の
運
輸
支
局
等
に
提
出

す
る
。
申
請
内
容
は
、
点
呼

　

Ｉ
Ｔ
点
呼
導
入
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
安
全
体
制
、

社
員
の
負
担
軽
減
、
突
発
運

行
へ
の
対
応
、
顧
客
か
ら
の

信
頼
向
上
、
人
件
費
削
減
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

安
全
面
で
は
、
点
呼
要
件

の
確
実
な
実
施
と
デ
ー
タ
記

録
に
よ
る
安
全
体
制
の
強
化

が
な
さ
れ
る
。
あ
る
事
業
者

で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ

ー
と
若
い
運
行
管
理
者
に
よ

る
お
ざ
な
り
の
点
呼
か
ら
、

よ
り
確
実
な
実
施
を
意
図
し

て
対
面
点
呼
も
含
め
た
全
点

呼
を
Ｉ
Ｔ
点
呼
に
変
え
た
。

こ
の
例
で
は
、
全
て
の
点
呼

実
施
状
況
を
動
画
で
記
録
し

て
お
り
、
必
要
時
に
は
点
呼

記
録
簿
と
と
も
に
動
画
を
呼

び
出
し
て
確
認
で
き
る
。
導

入
後
は
、
実
施
者
の
意
識
が

を
実
施
す
る
側
の
営
業
所
と

受
け
る
側
の
営
業
所
の
機

器
、
Ｇ
マ
ー
ク
営
業
所
の
場

合
は
Ｇ
マ
ー
ク
有
効
期
間
、

使
用
機
器
、
時
間
帯
な
ど
で

あ
る
。

大
き
く
改
善
し
、
安
全
性
が

向
上
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
社
員
の
負
担
軽
減

に
お
け
る
観
点
で
は
、
荷
主

か
ら
の
急
な
運
行
要
請
へ
の

対
応
の
た
め
、
運
行
管
理
者

の
残
業
が
増
加
し
が
ち
な
状

況
の
中
で
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
他
営
業
所
と
も
連
携

し
、
Ｉ
Ｔ
点
呼
で
運
行
管
理

者
の
時
間
的
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
向
上

の
観
点
で
は
、
Ｉ
Ｔ
点
呼
導

入
に
よ
る
確
実
な
ア
ル
コ
ー

ル
検
知
や
点
呼
実
施
デ
ー

タ
、
実
際
の
点
呼
動
画
な
ど

を
紹
介
し
、
安
全
面
の
強
化

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
運
行
体
制
に
よ

っ
て
は
、
Ｉ
Ｔ
点
呼
が
コ

　

Ｉ
Ｔ
点
呼
と
は
、
Ｉ
Ｔ
機
器
（
テ
レ

ビ
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
（
Ｐ
Ｃ
）
カ
メ
ラ
、

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
等
）を
使
っ
た「
疑

似
対
面
点
呼
」
で
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の

画
面
を
通
し
て
、
テ
レ
ビ
電
話
の
よ
う

に
点
呼
者
と
運
転
者
が
対
面
で
点
呼
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
機
器
構
成

や
機
能
、
Ｉ
Ｔ
点
呼
導
入
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
、
導
入
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
、

ま
た
Ｉ
Ｔ
機
器
の
最
新
ト
レ
ン
ド
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
約
９
割
は
中
小

企
業
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半
が

厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
に
対
応
し
、
経
営

を
安
定
さ
せ
て
運
送
事
業
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
Ｉ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
経
営
効
率
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
必
要
に
な
る
。

　

近
年
、
Ｉ
Ｔ
技
術
は
飛
躍
的
に
進
化
を

遂
げ
て
お
り
、
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け

て
Ｉ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
運
送

事
業
者
も
増
え
て
い
る
。
一
方
で
、「
Ｉ
Ｔ

で
何
が
で
き
る
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

っ
た
初
歩
の
レ
ベ
ル
で
の
疑
問
を
抱
え
て

い
る
運
送
事
業
者
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
、
２
回
に
わ
た
り
、

中
小
運
送
事
業
者
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
活
用
策

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

今
回
は
「
Ｉ
Ｔ
点
呼
」
を
、
次
回
（
７

月
15
日
号
）
で
は
「
動
態
管
理
」
を
取
り

上
げ
、
Ｉ
Ｔ
化
の
利
点
や
導
入
時
の
注
意

点
な
ど
に
つ
い
て
㈱
近
代
経
営
シ
ス
テ
ム

研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
の
森
高
弘
純
氏

に
説
明
し
て
い
た
だ
く
。

あ
ＩＴ点呼の実施方法の例

Ｉ
Ｔ
点
呼
は
、
テ
レ
ビ
電
話
の
よ
う
に
双
方
の
顔
を
見
て
話
す
こ
と
で
、
遠
隔
地
間
で
も
点
呼
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。Ｉ
Ｔ
点
呼
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
行
管
理
者
の
勤
務
時
間
の
負
担
を
軽
減
し

た
り
、
離
れ
た
車
庫
へ
の
移
動
の
無
駄
を
省
い
た
り
、
早
朝
・
深
夜
の
点
呼
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
ま
す
。

⑥ 

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
結
果
通

知
ラ
イ
ト

⑦
点
呼
記
録
簿
印
刷
機
能

⑧
点
呼
実
施
動
画
記
録
機
能

⑨ 

点
呼
実
施
デ
ー
タ
統
計
管

理
機
能

⑩ 

運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
連
携

機
能

　

こ
う
し
た
も
の
な
ど
、
様

々
な
機
能
を
持
つ
シ
ス
テ
ム

も
あ
る
。
ま
た
、
万
が
一
の

場
合
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
備

え
て
い
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
。

② 

画
面
を
通
し
て

話
す

③ 

ア
ル
コ
ー
ル
検

知
と
検
知
結
果

デ
ー
タ
の
確
認

を
行
う

④ 

点
呼
実
施
記
録

を
点
呼
側
・

運
転
者
側
双
方

の
シ
ス
テ
ム
に

保
存
す
る

中
小
運
送
事
業
者
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
推
進
特
集

第1回 『ＩＴ点呼』

Ｉ
Ｔ
点
呼
の
定
義

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

遠
隔
地
間
で
の
点
呼
が
可
能
に

Ｉ
Ｔ
点
呼
の
機
器
構
成

点
呼
映
像
の
保
存
も
可
能

Ｉ
Ｔ
点
呼
管
理
ソ
フ
ト
な
ど
で
構
成

Ｉ
Ｔ
点
呼
の
申
請
方
法

実
施
10
日
前
ま
で
に

運
輸
支
局
へ
の
申
請
が
必
要

Ｉ
Ｔ
点
呼
シ
ス
テ
ム
の
機
能

よ
り
確
実
な
点
呼
を
行
う
た
め
の

オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
も
用
意

Ｉ
Ｔ
点
呼
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

「
安
全
性
向
上
」「
社
員
の
負
担
軽
減
」

な
ど
に
大
き
な
効
果

⬆

遠
隔
地
で
も
相
手
を
視
認
、
確
実
な
点
呼
を
実
現

㈱
近
代
経
営
シ
ス
テ
ム
研
究
所 

代
表
取
締
役　

森
高
弘
純
氏

Ｉ
Ｔ
点
呼
の
精
度
向
上
で
安
全
意
識
・
業
務
効
率
が
飛
躍
的
に
向
上

ＩＴ 点 呼
導入ＡtoＺ

モ
ニ
タ
ー
上
に
設
置

さ
れ
た
カ
メ
ラ
に
運

転
免
許
証
を
か
ざ
す
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ス
ト
削
減
に
繋
が
る
例
も

あ
る
。

　

あ
る
事
業
者
で
は
、
４
営

業
所
の
３
６
５
日
の
定
期
運

行
体
制
の
う
ち
、
早
朝
点
呼

を
全
て
１
営
業
所
の
補
助
者

　

Ｉ
Ｔ
点
呼
導
入
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
注
意
点
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
法
令
上
の
実
施

制
限
で
あ
る
。
設
備
上
の
制

約
と
し
て
は
、
点
呼
者
側
に

は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
設
置
型
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
一
方
、
運
転
者
側

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
携
帯

機
器
で
も
よ
い
。

　

次
に
時
間
上
の
制
約
と
し

て
、
別
の
営
業
所
の
運
転
者

と
の
Ｉ
Ｔ
点
呼
は
、
開
始
か

ら
16
時
間
ま
で
と
さ
れ
て
い

る
（
図
１
②
③
）。
こ
れ
は
、

対
面
が
原
則
の
点
呼
を
Ｉ
Ｔ

点
呼
で
代
用
す
る
た
め
の
実

施
時
間
制
限
で
あ
る
。
た
だ

し
、
同
一
営
業
所
所
属
の
点

呼
者
と
運
転
者
が
営
業
所
車

に
集
中
す
る
こ
と
で
、
点
呼

実
施
者
を
減
ら
し
、
運
行
管

理
者
の
残
業
を
削
減
す
る
こ

と
で
、
人
件
費
削
減
を
実
現

し
て
い
る
。

庫
間
で
行
う
場
合
に
は
、
時

間
制
限
は
な
い
（
図
１
①
）。

　

な
お
、
ま
も
な
く
施
行
さ

れ
る
Ｉ
Ｔ
点
呼
制
度
の
対
象

拡
大
・
要
件
緩
和
（
別
項
参

照
）
に
伴
い
、
運
行
上
や
む

を
得
な
い
場
合
、
遠
隔
地
等

に
お
い
て
も
運
転
者
の
所
属

す
る
営
業
所
以
外
の
運
行
管

理
者
に
よ
り
Ｉ
Ｔ
点
呼
を
実

施
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
こ

の
場
合
に
関
し
て
も
、
別
の

営
業
所
の
運
転
者
と
の
Ｉ
Ｔ

点
呼
は
、
開
始
か
ら
16
時
間

ま
で
と
さ
れ
て
い
る
（
図
１

④
）。

　

最
後
に
運
用
面
で
の
注
意

点
だ
が
、
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
障
害

時
の
対
応
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
機

器
の
障
害
、
通
信
の
障
害
、

　

Ｉ
Ｔ
点
呼
は
、
機
器
そ
の

も
の
の
審
査
が
行
わ
れ
る
わ

け
で
な
く
、
実
際
に
点
呼
が

可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
た
め
、
新
し
い
Ｉ
Ｔ

点
呼
シ
ス
テ
ム
も
多
く
認
可

さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
の
携
帯
機
器
や
簡
易
テ
レ

ビ
電
話
シ
ス
テ
ム
（
グ
ー
グ

ル
ハ
ン
グ
ア
ウ
ト
、
フ
ェ
イ
ス

タ
イ
ム
、
ス
カ
イ
プ
な
ど
）

　

Ｉ
Ｔ
点
呼
は
、
本
来
点
呼

の
確
実
な
実
施
に
よ
っ
て
、

輸
送
安
全
の
信
頼
性
、
安
定

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｉ

Ｔ
点
呼
を
単
独
の
シ
ス
テ
ム

と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

一
環
と
し
て
、
統
合
的
に
運

用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、「
運
行
管
理

は
、
点
呼
に
始
ま
り
点
呼
に

終
わ
る
」
と
い
う
言
葉
通
り

に
、
運
行
管
理
の
デ
ー
タ
化

が
望
ま
し
い
。

　

具
体
的
に
は
、
対
面
、
遠

隔
地
の
全
て
の
点
呼
を
Ｉ
Ｔ

化
し
て
、
全
デ
ー
タ
を
管
理

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
運
行
指
示
書

も
デ
ー
タ
化
し
て
、
点
呼
の

を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
で
も

運
用
さ
れ
て
い
る
。
点
呼
者

側
は
設
置
型
、
つ
ま
り
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
運
転
者
側
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
あ
っ
て
も
、
ア
ル
コ

ー
ル
検
知
器
の
デ
ー
タ
を
連

携
で
き
れ
ば
良
い
た
め
、
コ

ス
ト
面
で
も
安
い
シ
ス
テ
ム

が
発
売
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
Ｉ

デ
ー
タ
に
運
行
指
示
番
号
を

登
録
す
る
こ
と
で
連
携
で
き

れ
ば
、
一
連
の
運
行
管
理
が

記
録
さ
れ
、顧
客
、運
転
者
、

車
両
、
運
行
日
な
ど
様
々
な

項
目
か
ら
デ
ー
タ
を
呼
び
出

し
た
り
、
項
目
ご
と
の
集
計

を
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

　

点
呼
も
含
め
た
運
行
管
理

デ
ー
タ
は
、
運
輸
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、
指

標
化
が
可
能
な
デ
ー
タ
と
し

て
扱
う
こ
と
も
で
き
る
。
企

業
で
取
り
組
む
運
輸
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
込
み
、
安
全

対
策
を
具
体
的
な
達
成
目
標

と
し
て
取
り
組
み
、
よ
り
効

果
の
高
い
活
動
に
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

また

図２　外部設置サーバーを活用した IT 点呼のイメージ

IT点呼がより便利に、行いやすくなります！

①営業所と遠隔地で行う点呼が実施可能に
　 （Gマーク営業所に限る）

　運転者が所属するＧマーク営業所または車庫で実施す
ることとされているIT点呼について、運転者が遠隔地に
いる場合でも、運転者の所属する営業所以外の運行管理
者によるIT点呼が実施できることとなる（実施の要件は
図１参照）。

　国土交通省はまもなく、「貨物自動車運送事業輸送
安全規則の解釈及び運用について」を一部改正する。
　同改正で、IT点呼の対象拡大とIT点呼機器の要件
拡大が図られることにより、IT機器の使用等による
遠隔地でのアルコールチェックのさらなる実効性向
上が期待される。また、Ｇマーク営業所以外にもIT点
呼が拡大されることで、Ｇマーク未取得営業所におい
ても生産性向上が期待される。
　ここでは、本改正の具体的な中身について紹介し
ていく。
　なお、詳細については国交省による発表後、全ト
協ホームページにもリンクを掲載する。

②Ｇマーク未取得の営業所でも
IT点呼が可能に

　これまでＧマーク営業所のみに認められていた IT 点呼
のうち、営業所と車庫間における IT 点呼について、Ｇマー
クの認定を受けていない営業所でも実施可能となる。
　なお、Ｇマーク未取得営業所が IT 点呼を実施する場合、
右記の要件を満たすことが必要となる。

　※必要とされる営業所の要件
①開設されてから３年を経過していること
②過去３年間、第１当事者となる自動車事故報告規則に掲げられた事
故を引き起こしていないこと
③過去３年間、点呼の実施違反に係る行政処分および警告を受けてい
ないこと
④適正化事業実施機関の直近の巡回指導総合評価が「Ｄ、Ｅ」以外であ
り、点呼の項目の判定が「適」であること。または、巡回指導時に
総合評価が「Ｄ、Ｅ」、点呼の項目の判定が「否」であったものの、
３か月以内に改善指導報告書が提出され、総合評価が「Ａ、Ｂ、Ｃ」、
点呼の項目の判定が「適」に改善が図られていること

③酒気帯び状況の測定結果が
クラウド型機器でも記録・保存可能に

　アルコールチェックの測定結果に関する記録・保存を行
う端末は、従来「営業所の設置型端末」に限定されていたが、

クラウド型の記録・保存についても認められることとなる
（図２）。これにより、運転者が遠隔地でアルコールチェッ
クを行った場合でも、運行管理者がアルコールチェックの
測定結果を常時確認することができるようになる。

Ｔ
点
呼
シ
ス
テ
ム
も
あ

る
。
こ
れ
は
、
デ
ー
タ

管
理
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

機
能
を
ク
ラ
ウ
ド
セ
ン

タ
ー
で
も
つ
た
め
障
害

が
少
な
く
、
万
が
一
の

た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用

の
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば

運
用
可
能
で
あ
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

今
後
の
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
動
向

「
安
全
性
の
高
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
」

実
現
の
武
器
に

Ｉ
Ｔ
点
呼
シ
ス
テ
ム
の
最
新
ト
レ
ン
ド

タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
活
用
の

低
コ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
も
登
場

Ｉ
Ｔ
点
呼
導
入
に
お
け
る
注
意
点

不
意
の
シ
ス
テ
ム
障
害
に
備
え

事
前
に
対
応
策
を
準
備

⬅
図１　新たな IT 点呼の実施要件

①営業所～車庫間
  （※24時間実施可能）

②営業所～他の営業所間
  （※連続 16時間まで）

※従来、「電話その他の
　方法」による点呼として、
　IT 点呼は実施可能

③営業所～他の営業所の車庫間
   （※連続 16時間まで）

④営業所～遠隔地の他の営業所に所属する運転者間
　 ※今回新たに対象を拡大（連続 16時間まで）

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の

デ
ー
タ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
運
行
管
理
者
に
送
ら

れ
る

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
故
障

な
ど
、
Ｉ
Ｔ
点
呼
そ
の
も
の

が
実
施
で
き
な
い
場
合
に
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
の

か
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
Ｉ
Ｔ
機
器
の
障
害
の
場

合
は
、
メ
ー
カ
ー
の
サ
ポ
ー

ト
担
当
者
に
依
頼
し
て
も
す

ぐ
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
の
機

器
を
用
意
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
費
用
負

担
も
厳
し
く
、
事
故
発
生
に

よ
っ
て
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
が
一

時
的
に
失
効
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
営

業
所
の
事
務
員
や
運
転
者
で

点
呼
資
格
者（
運
行
管
理
者
、

補
助
者
）
を
２
人
以
上
に
し

て
万
が
一
に
備
え
る
な
ど
、

点
呼
を
確
実
に
実
施
し
、
運

行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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平
成
27
年
度
の
我
が
国
経

済
は
、「
大
胆
な
金
融
政
策
」、

「
機
動
的
な
財
政
政
策
」、

「
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成

長
戦
略
」
を
柱
と
す
る
経
済

財
政
政
策
の
推
進
に
よ
り
、

雇
用
・
所
得
環
境
が
改
善

し
、
原
油
価
格
下
落
の
影
響

も
あ
り
緩
や
か
な
回
復
基
調

が
続
い
て
い
る
が
、
年
度
前

半
に
は
中
国
を
は
じ
め
と
す

る
新
興
国
経
済
の
景
気
減
速

の
影
響
等
も
あ
り
、
個
人
消

費
及
び
民
間
設
備
投
資
の
回

復
に
遅
れ
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
も
の

の
個
人
消
費
等
の
減
退
な
ど
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
も
10

月
〜
12
月
に
は
マ
イ
ナ
ス
に

転
じ
る
と
と
も
に
、
消
費
増

税
の
影
響
を
払
拭
で
き
ず
、

平
成
27
年
度
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
成
長
率
は
、
最
終
的
に
は

プ
ラ
ス
に
転
換
す
る
も
の
の

低
成
長
と
な
る
見
通
し
で
あ

る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お

い
て
は
、
平
成
27
年
度
の
国

内
貨
物
総
輸
送
量
は
、
民
間

調
査
機
関
の
予
測
に
よ
る
と

前
年
度
比
０
・
５
％
減
と
な

っ
て
い
る
が
、
営
業
用
ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
輸
送
量
は
０
・
４

％
増
と
な
っ
て
い
る
。
原
油

価
格
の
下
落
に
よ
り
、
荷
動

き
が
若
干
上
昇
し
た
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
と
し
た

若
年
労
働
者
不
足
な
ど
に
よ

り
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
経
営
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
対

す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、

高
校
新
卒
者
の
採
用
に
と
っ

て
障
害
と
な
っ
て
い
た
中
型

免
許
問
題
は
、
道
路
交
通
法

の
改
正
に
よ
り
「
準
中
型
免

許
」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
ほ
か
、
行
政
や
荷
主

の
参
画
を
得
て
、「
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・

労
働
時
間
改
善
協
議
会
」
が

中
央
・
地
方
に
お
い
て
積
極

的
に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
手
待
ち
時
間
の

削
減
や
付
帯
業
務
の
有
償
化

に
向
け
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
み
は
じ
め
た
。

　

ま
た
、
高
速
道
路
料
金
に

お
け
る
大
口
・
多
頻
度
割
引

に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０

搭
載
車
を
対
象
に
、
平
成
28

年
度
末
ま
で
最
大
割
引
率
50

％
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
対

策
税
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
特
別
会
計
か
ら
80
億

円
の
補
助
金
措
置
が
講
じ
ら

れ
た
。

　

平
成
27
年
度
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
は
原
油
価
格
の
低

下
に
よ
り
経
営
の
安
定
化
が

図
ら
れ
た
が
、
一
方
に
お
い

て
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
が

喫
緊
な
課
題
と
な
っ
た
。

　

当
業
界
と
し
て
は
、
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
の
公
共
的
使
命
を

果
た
す
べ
く
、
よ
り
安
定
的

な
輸
送
力
の
確
保
と
安
心
、

安
全
で
質
の
高
い
輸
送
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
安
全
・
環
境
対
策
、
労
働

対
策
、
経
営
改
善
対
策
、
消

費
者
対
策
、
適
正
化
事
業
対

策
な
ど
諸
対
策
を
積
極
的
に

推
進
し
た
。

【 

最
重
点
施
策 

】

⑴ 

参
入
基
準
の
厳
格
化
等

規
制
緩
和
の
見
直
し
の

促
進

① 

参
入
基
準
の
厳
格
化
等
規

制
緩
和
の
見
直
し
（
適
正

化
実
施
機
関
と
国
と
の
連

携
強
化
）

・ 

平
成
26
年
５
月
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
国
土
交

通
省
自
動
車
局
長
に
対
し
、

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

新
規
許
可
手
続
要
件
の
見

直
し
等
に
関
す
る
要
望
書
」

を
提
出
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
国
土
交
通
省
で
は
、

新
規
参
入
時
に
お
け
る
事

前
チ
ェッ
ク
の
強
化
を
図
る

た
め
、
関
係
通
達
を
改
正

し
、
平
成
27
年
６
月
１
日

に
施
行
し
た
。
改
正
の
内

容
は
、
①
許
可
に
付
す
条

件
に
、
運
輸
開
始
前
の
運

行
管
理
者
・
整
備
管
理
者

の
選
任
届
を
提
出
す
る
旨

の
条
件
を
追
加
、
②
運
輸

開
始
前
に
運
行
管
理
者
・

整
備
管
理
者
選
任
届（
写
）、

選
任
運
転
者
の
自
動
車
運

転
免
許
証
（
写
）、
労
働

保
険
関
係
成
立
届
・
社
会

保
険
新
規
適
用
届
（
写
）

を
添
付
書
類
と
し
て
提
出
、

③
運
輸
開
始
か
ら
６
か
月

以
内
に
実
施
し
て
い
た
特

別
巡
回
指
導
を
、
運
輸
開

始
の
届
出
後
１
か
月
以
降

３
か
月
以
内
に
実
施
と
な

っ
た
。
平
成
27
年
の
新
規

許
可
事
業
者
数
は
９
０
５

者
と
、
前
年
よ
り
35
者
減

少
し
た
。
な
お
、
平
成
27

年
６
月
１
日
か
ら
平
成
28

年
３
月
末
ま
で
の
新
規
巡

回
件
数
は
３
４
２
件
で
、

そ
の
う
ち
許
可
基
準
を
逸

脱
す
る
よ
う
な
悪
質
な
事

業
計
画
違
反
の
速
報
事
案

件
数
は
０
件
で
あ
っ
た
。

・ 

改
善
基
準
告
示
の
関
連
に

つ
い
て
は
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗

船
す
る
場
合
の
特
例
の
見

直
し
に
よ
り
、
平
成
27
年

９
月
１
日
よ
り
乗
船
時
間

は
休
息
期
間
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
乗
務
時
間
等
告

示
違
反
に
関
し
て
、
労
働

基
準
監
督
署
か
ら
運
輸
支

局
に
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、

平
成
27
年
９
月
１
日
よ
り
、

ま
ず
適
正
化
事
業
実
施
機

関
が
巡
回
指
導
を
行
い
、

改
善
報
告
等
の
結
果
を
見

た
上
で
運
輸
支
局
が
監
査

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

② 
利
用
運
送
に
つ
い
て
の
問

題
点
及
び
方
策
の
検
討

・ 

国
土
交
通
省
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
開
催
す
る
運
行

管
理
関
係
の
講
習
に
第
一

種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者

（
自
動
車
）
の
参
加
を
可

能
と
す
る
体
制
の
整
備
の

要
請
を
受
け
て
、
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
周
知

し
た
。
ま
た
、
平
成
27
年

12
月
に
、
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け
る
利

用
運
送
事
業
者
も
対
象
と

し
た
講
習
等
の
実
施
状
況

に
関
す
る
調
査
を
実
施
し

た
。

⑵ 

原
価
管
理
に
基
づ
く

　

適
正
運
賃
収
受
の
推
進

① 

経
営
基
盤
強
化
対
策
の
推

進
、
特
に
原
価
管
理
の
必

要
性
等
意
識
向
上
対
策
の

徹
底

・ 「
平
成
27
年
度
原
価
意
識

向
上
の
た
め
の
実
務
セ
ミ

ナ
ー
」
を
全
国
33
協
会
45

か
所
で
開
催
。
経
営
者
な

ど
約
２
１
０
０
人
が
参
加

し
た
。
今
年
度
は
、
特
に

事
業
者
の
関
心
が
高
い
原

価
計
算
結
果
を
活
用
し
た

取
引
先
と
の
交
渉
方
法
な

ど
を
取
り
入
れ
た
。

　

車
両
台
数
１
０
０
両
ま

で
対
応
し
た
運
送
原
価
計

算
シ
ー
ト
（
エ
ク
セ
ル
）

の
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
平
成
27
年
度
の
ア
ク

セ
ス
数
が
２
５
０
０
件
と

な
っ
た
（
掲
載
以
来
の
ア

ク
セ
ス
数
は
、
１
万
６
５

０
０
件
）。

・ 

専
門
家
が
事
業
者
の
経
営

状
況
を
診
断
し
、
改
善
策

を
提
案
す
る
経
営
診
断
促

進
助
成
事
業
を
行
っ
た
。

申
請
実
績
は
、ス
テ
ッ
プ
１

（
総
合
的
な
経
営
診
断
）

が
12
件
、ス
テ
ッ
プ
２
（
経

営
改
善
相
談
）
が
４
件
。

・ 

平
成
26
年
度
一
般
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
車
両

別
、
地
域
別
等
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
２
１
９
２
社
の

営
業
報
告
書
デ
ー
タ
を
集

計
し
、
業
界
の
指
標
と
な

る
経
営
分
析
報
告
書
を
作

成
・
公
表
し
た
。
燃
料
価

格
の
下
落
に
よ
る
コ
ス
ト

減
少
に
よ
り
、
営
業
赤
字

企
業
の
割
合
が
改
善
す
る

一
方
、
人
材
不
足
に
よ
る

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
改

善
幅
は
限
定
的
と
な
っ
た
。

・ 

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合

連
合
会
と
連
名
で
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
成
約
運
賃
指
数

を
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ト
ラ
ッ
ク
業
界
紙
、
荷
主

業
界
紙
等
に
毎
月
公
表
し

た
。

・ 

第
39
回
中
央
近
代
化
基
金

融
資
と
し
て
公
募
お
よ
び

推
薦
を
実
施
し
た
。
調
整

融
資
は
公
募
枠
40
億
円
に

対
し
て
推
薦
決
定
１
７
０

件
２
８
０
６
百
万
円
。
補

完
融
資
は
公
募
枠
30
億
円

に
対
し
て
推
薦
決
定
17
件

30
億
円
で
あ
っ
た
。
利
子

補
給
額
は
２
億
５
千
万
円

で
あ
っ
た
。
利
子
補
給
助

成
事
業
に
つ
い
て
は
、
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

実
施
す
る
「
ポ
ス
ト
新
長

期
規
制
適
合
車
」「
低
公

害
車
お
よ
び
省
エ
ネ
関
連

機
器
」「
５
両
未
満
事
業

者
に
対
す
る
特
別
増
車
」

融
資
に
か
か
る
利
子
補
給

事
業
に
対
し
、
助
成
を
実

施
。利
子
補
給
助
成
額
は

36
億
３
千
万
円
で
あ
っ
た
。

・ 

各
都
道
府
県
信
用
保
証
協

会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
等
の
保
証
を
受
け
る
際

に
支
払
う
保
証
料
の
助
成

事
業
を
行
う
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
対
す
る
助

成
や
、
東
日
本
大
震
災
復

興
緊
急
保
証
等
の
認
定
を

受
け
た
融
資
に
か
か
る
信

用
保
証
協
会
保
証
料
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
助
成
対

象
と
し
た
。
助
成
実
績
は
、

４
２
２
件
（
内
震
災
関
係

62
件
）、
３
３
７
８
万
１
千

円
（
内
震
災
関
係
４
８
５

・
３
万
円
）。
な
お
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
は
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
の
特
定

業
種
に
平
成
10
年
７
月
か

ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
指

定
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

⑶ 

燃
料
費
対
策
の
推
進
並
び

に
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の

導
入
・
価
格
転
嫁
の
促
進

① 
軽
油
引
取
税
の
旧
暫
定
税

率
の
廃
止
等
税
負
担
の
軽

減
・ 

軽
油
引
取
税
の
旧
暫
定
税

率
の
廃
止
を
含
む
自
動
車

関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽

減
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

麻
生
太
郎
副
総
理
・
財
務

大
臣
、
自
由
民
主
党
三
役

（
谷
垣
禎
一
幹
事
長
・
二

階
俊
博
総
務
会
長
・
稲
田

朋
美
政
務
調
査
会
長
）、

細
田
博
之
自
民
党
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
会

長
、
山
本
有
二
自
民
党
Ｉ

Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会

長
、
秋
元
司
自
民
党
国
土

交
通
部
会
長
を
は
じ
め
政

府
与
党
の
国
会
議
員
に
対

し
、
日
本
自
動
車
会
議
所

な
ど
関
係
団
体
と
協
調
し

て
要
望
活
動
を
展
開
し
た
。

平
成
27
年
11
月
11
日
に
開

催
し
た
「
地
域
社
会
と
国

民
生
活
を
守
る
た
め　

平

成
27
年
度
ト
ラ
ッ
ク
業
界

の
要
望
を
実
現
す
る
会
」

に
お
い
て
、
出
席
し
た
与

党
国
会
議
員
約
２
５
０
人

（
代
理
含
む
）
に
対
し
訴

え
た
。

② 

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
・

価
格
転
嫁
の
積
極
的
な
促

進
・ 

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導

入
及
び
価
格
転
嫁
に
つ
い

て
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に

お
け
る
契
約
締
結
等
書
面

化
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど

に
お
い
て
、
会
員
事
業
者

に
対
し
積
極
的
に
周
知
、

啓
発
し
た
。

・ 

燃
料
価
格
が
下
落
し
た
こ

と
に
よ
り
、
荷
主
や
元
請

事
業
者
か
ら
運
賃
の
引
下

げ
を
要
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
生
じ
て
い
る
と
の
情
報

を
受
け
、
国
土
交
通
省
と

協
調
し
て
、
地
方
運
輸
局

及
び
支
局
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
適
正
取
引
相
談
窓

口
」
の
周
知
や
積
極
的
な

情
報
収
集
に
努
め
た
。

③ 

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の

徹
底　

・ 

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

支
援
の
た
め
に
左
記
の
助

成
を
行
っ
た
。

助成実績（台数）

エアヒータ 車載バッテリー式
冷房装置

582 294

④ 

自
家
用
燃
料
供
給
施
設
整

備
支
援
助
成
事
業
及
び
燃

料
費
対
策
特
別
融
資
の
実

施

 

・ 

国
の
平
成
26
年
度
補
正
予

算
に
伴
う
自
家
用
燃
料
供

給
施
設
導
入（
自
家
用
燃

料
タ
ン
ク
）
補
助
事
業
の

執
行
団
体
と
し
て
、
引
き

続
き
公
募
を
行
い
、
交
付

決
定
は
１
５
５
件
、
２
億

５
１
９
７
万
円
、
補
助
金

交
付
実
績
は
、
１
１
０
件
、

１
億
６
３
８
５
万
円
で
あ
っ

た
。

・ 

燃
料
費
対
策
と
し
て
、
中

央
近
代
化
基
金
「
燃
料
費

対
策
特
別
融
資
」
を
実
施

し
た
。
公
募
枠
40
億
円
に

対
し
て
、
推
薦
決
定
１
９

９
件
39
億
６
千
万
円
で
あ

っ
た
。

⑤ 

石
油
製
品
価
格
動
向
調
査

及
び
燃
料
価
格
等
の
分
析

の
実
施

 

・ 

石
油
製
品
価
格
の
動
向
の

全
国
調
査
、
石
油
製
品
の

需
給
動
向
や
価
格
の
変
動

要
因
に
つ
い
て
分
析
を
実

施
し
た
。

⑥ 

フ
ェ
リ
ー
等
利
用
に
対
す
る

補
助
・
助
成
制
度
の
創
設

・ 

フ
ェ
リ
ー
等
利
用
に
対
す

る
高
速
道
路
料
金
割
引
分

の
補
助
・
助
成
制
度
を
新

設
す
る
よ
う
、
北
海
道
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
協
調
し
て
、

関
係
省
庁
及
び
与
党
国
会

議
員
に
対
し
て
要
望
を
行

っ
た
。

⑷ 

交
通
及
び
労
災
事
故
の

防
止
の
推
進

▼
交
通
事
故
防
止
対
策

① 

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
交

通
事
故
実
態
の
把
握
と
要

因
分
析

・ 
平
成
27
年
中
に
お
け
る
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
１
当

事
者
と
な
る
死
亡
事
故
件

数
は
、
平
成
に
入
り
最
少

と
な
る
対
前
年
比
22
名
減

（
△
６
・
７
％
）
と
な
る

３
０
８
件
と
な
っ
た
。

・ 

各
都
道
府
県
（
車
籍
別
）

に
お
け
る
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
を
第
１
当
事
者
と
す
る

死
亡
事
故
件
数
を
車
両
台

数
１
万
台
当
た
り「
２
・
０
」

以
下
と
す
る
共
通
目
標
を

掲
げ
、
事
故
防
止
対
策
の

更
な
る
推
進
を
図
っ
た
。

・ 

発
生
地
別
事
故
情
報
を
四

半
期
毎
に
集
計
す
る
と
と

も
に
、車
籍
別
、発
生
地
別
、

車
両
区
分
別
、
道
路
区
分

別
等
詳
細
に
交
通
事
故
実

態
を
分
析
・
把
握
し
、
全

ト
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
計
６
回
公
表
す
る
等
、

③ 

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
等
安
全

対
策
機
器
の
普
及
促
進

・ 

平
成
25
年
度
に
制
作
し
た

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
活
用

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
「
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
活
用
セ

ミ
ナ
ー
」
を
全
国
10
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
開
催
し
、
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
の
有
効

活
用
を
含
め
た
普
及
促
進

を
図
っ
た
。

・ 

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

左
記
に
対
す
る
助
成
を
行

っ
た
。

助成実績
（台数）

ドライブ
レコーダ

安全装置

後方視野
確認

支援装置
アルコール

インターロック
携帯型

アルコール
検知器

16,070 8,881 57 131

・ 「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

有
効
な
事
故
防
止
対
策
に

つ
な
げ
た
。

② 

交
差
点
事
故
、
追
突
事
故

防
止
対
策
及
び
高
速
道
路

に
お
け
る
事
故
防
止
対
策

の
推
進

・ 

新
た
に
「
交
差
点
事
故
撲

滅
キ
ッ
ト
」
を
制
作
し
、

当
該
資
料
を
活
用
し
た

「
交
差
点
事
故
防
止
マ
ニ

ュ
ア
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」

を
全
国
32
ト
ラ
ッ
ク
協
会

延
べ
39
回
開
催
し
た
。ま
た
、

「
ト
ラ
ッ
ク
追
突
事
故
防

止
セ
ミ
ナ
ー
」
を
全
国
８

ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
12
回
開

催
し
た
。

・ 

全
ト
協
及
び
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
総
会
、
事

業
者
大
会
等
に
お
け
る
交

通
安
全
決
議
等
に
よ
り
、

交
通
安
全
に
対
す
る
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
意
識

の
定
着
を
図
っ
た
。
ま
た
、

全
国
27
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に

お
け
る
事
故
防
止
大
会
実

施
に
対
す
る
助
成
を
行
っ

た
。

集
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
し
、
危
険
予
知
訓

練
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
の
取
り
組

み
を
促
進
し
た
。

④ 

免
許
制
度
改
正
に
向
け
た

交
通
安
全
教
育
訓
練
の
構

築
及
び
体
制
整
備

・ 

国
土
交
通
省
と
の
連
携
の

も
と
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
初
任
運
転
者
教
育

に
活
用
で
き
る
研
修
テ
キ

ス
ト
の
制
作
に
取
り
組
み
、

中
小
零
細
事
業
者
等
が
行

う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る

指
導
教
育
実
施
に
向
け
た

環
境
整
備
を
図
っ
た
。

・ 

安
全
教
育
訓
練
の
受
講
者

７
９
３
名
に
対
す
る
助
成

を
行
い
、
受
講
の
促
進
を

図
っ
た
。

⑤ 

運
行
管
理
者
に
対
す
る
情

報
提
供
等
支
援
体
制
の
整

備
・ 「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お

け
る
運
行
管
理
者
の
あ
り

方
」
報
告
書
を
踏
ま
え
て
、

運
行
管
理
者
に
対
す
る
情

報
提
供
等
支
援
体
制
の
整

備
を
図
っ
た
。

⑥ 

国
際
海
陸
一
貫
運
送
コ
ン

テ
ナ
の
自
動
車
運
送
の
安

全
確
保

・ 

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
及
び
関
係
ト
ラ
ッ
ク

協
会
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会

長
に
対
し
、「
国
際
海
上

コ
ン
テ
ナ
の
陸
上
運
送
に

係
る
安
全
輸
送
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
の
再
徹
底
を
要
請

し
た
。
ま
た
、「
国
際
海

陸
一
貫
輸
送
コ
ン
テ
ナ
の

自
動
車
運
送
の
安
全
確
保

に
関
す
る
法
律
案
」
の
必

要
性
に
つ
い
て
国
土
交
通

省
に
訴
え
た
。

・ 

国
土
交
通
省
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
、
国
際
海
上
コ

ン
テ
ナ
ト
レ
ー
ラ
の
事
故

防
止
策
、
港
湾
地
域
の
保

安
強
化
策
を
目
指
し
た
海

上
コ
ン
テ
ナ
の
陸
上
輸
送

に
関
係
す
る
会
議
に
参
加

し
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送

事
業
者
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

改
善
要
望
等
を
行
っ
た
。

⑦ 

特
殊
車
両
に
伴
う
法
令
順

守
・
事
故
防
止
の
推
進

・ 

全
国
32
か
所
に
て
特
殊
車

両
通
行
許
可
制
度
に
関
す

る
講
習
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、『
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
』
を
利
用
し
た
講

習
会
を
、
昨
年
度
の
倍
の

７
回
開
催
し
た
。
年
度
の

前
半
は
、「
道
路
の
老
朽

化
対
策
に
向
け
た
大
型
車

両
の
通
行
の
適
正
化
方

針
」
に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
各
社
の
担
当
者
よ
り

高
速
道
路
に
お
け
る
取
締

強
化
等
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、

年
度
の
後
半
で
は
、（
一
社
）

車
体
工
業
会 

ト
レ
ー
ラ

部
会
の
役
員
か
ら
、「
大

型
車
両
の
通
行
の
適
正
化

方
針
」
に
基
づ
く
車
両
諸

元
の
規
制
緩
和
、
整
備
不

良
が
引
き
起
こ
す
ト
レ
ー

ラ
火
災
の
防
止
対
策
等
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た

後
、
特
車
講
習
を
行
っ
た
。

・ 

特
殊
車
両
通
行
許
可
の
取

得
率
向
上
を
目
的
と
し
た

特
殊
車
両
通
行
許
可
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
講
習
会
は
、

４
回
（
う
ち
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
講

習
を
２
回
開
催
）
開
催
し

た
。
ま
た
、「
鋼
材
等
重

量
物
輸
送
に
携
わ
る
プ
ロ

運
転
者
・
管
理
者
用
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、
大

型
車
両
の
通
行
に
関
係
す

る
法
令
の
改
正
や
事
故
事

例
の
変
化
等
を
踏
ま
え
て

改
訂
し
、
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
な
状
態
に
て
掲
載

し
た
。

・ 

平
成
27
年
３
月
の
バ
ラ
積

み
ト
レ
ー
ラ
等
特
例
８
車

種
の
車
両
総
重
量
等
の
規

制
緩
和
措
置
を
踏
ま
え
、

「
ト
レ
ー
ラ
の
大
型
化
に

よ
る
輸
送
効
率
化
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」（
写
真
）
を
制
作

し
た
。

・ 

ト
レ
ー
ラ
の
車
両
火
災
防

止
に
か
か
る
平
成
27
年
４

月
の
国
土
交
通
省
通
達
を

受
け
、
ト
レ
ー
ラ
研
修
会

を
24
回
実
施
し
た
。

⑧ 

「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
普
及
啓
発

・ 

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
、
一
層
の
定
着
と

取
り
組
み
の
深
度
化
、
高

度
化
を
図
る
た
め
、
評
価

対
象
の
最
低
車
両
保
有
台

数
の
範
囲
拡
大
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
官
民
一
体

で
取
り
組
む
普
及
・
啓
発

活
動
を
推
進
し
た
。

⑨ 

駐
車
問
題
見
直
し
へ
の
対

応
・ 

都
市
部
を
中
心
と
し
た
、

駐
車
監
視
員
に
よ
る
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
に
対
す
る
行

き
過
ぎ
た
取
り
締
ま
り
活

動
に
対
し
、
各
地
に
お
け

る
関
係
行
政
機
関
を
含
め

た
協
議
会
の
開
催
等
の
環

境
整
備
を
図
っ
た
。

1
面
に
関
連

平
成
27
年
度 

事
業
報
告
書

公
益
社
団
法
人 

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

Ⅰ 

一
般
情
勢

Ⅰ 
事
業
活
動
の
概
要

第2038号（第3種郵便物認可）平成27年（2015年）5月1日

全日本トラック協会と全日本トラック事業政治連盟は平成27年11月11日、「地域社会と国民
生活を守るため　平成27年度トラック業界の要望を実現する会」を開催。星野良三全ト協
会長と坂本克已全ト政連会長、小幡鋹伸全ト協副会長（税制・交付金委員長、愛知県トラッ
ク協会会長）が、細田自民党トラック議連会長（右から2人目）、北側公明党トラック問題議
員懇話会会長（右）に要望書を手渡した。（平成27年11月11日、憲政会館）

全国トラック運送事業者大会（平成27年10月1日、石川県金沢市）



第2065号（第3種郵便物認可）平成28年（2016年）7月1日（9）

⑩ 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

・
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施 

・ 

安
全
意
識
な
ら
び
に
運
転

技
能
の
向
上
を
図
る
た
め

「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

１
４
０
名
の
参
加
者
に
よ

り
継
続
実
施
し
た
。
な
お
、

各
部
門
の
優
勝
者
は
、
首

相
官
邸
を
表
敬
訪
問
し

た
。

▼
労
働
対
策

⑪ 

健
康
状
態
に
起
因
す
る
事

故
防
止
対
策

・ 「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

た
め
の
健
康
起
因
事
故
防

止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
見
直
し
、

改
訂
版
（
写
真
）
と
し
て

発
刊
し
た
。

・ 

定
期
健
康
診
断
へ
の
運
輸

事
業
振
興
助
成
交
付
金
支

出
に
つ
い
て
恒
久
的
措
置

と
す
る
よ
う
国
土
交
通
省

に
働
き
か
け
を
行
っ
た
結

果
、
継
続
的
支
出
が
認
め

ら
れ
た
。

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

受
検
者
１
万
８
１
５
９
名

に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た
。

⑫ 

労
働
災
害
防
止
、
荷
主
対

策
の
推
進

・ 

安
全
衛
生
管
理
の
徹
底
と

「
陸
上
貨
物
運
送
事
業
に

お
け
る
荷
役
作
業
の
安
全

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

周
知
・
徹
底
を
図
っ
た
。

⑬ 

荷
役
の
責
任
の
所
在
に
係

る
契
約
上
の
対
策
の
推
進

・ 「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け

る
契
約
書
面
化
の
基
礎
知

識
」
を
活
用
し
た
「
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
契

約
締
結
等
書
面
化
推
進
セ

ミ
ナ
ー
」
を
各
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
共
催

で
開
催
し
た
（
36
か
所
で

約
１
９
５
０
名
参
加
）。
荷

役
作
業
時
の
安
全
作
業
連

絡
書
の
様
式
な
ど
が
示
さ

れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
、
会
員
事
業
者
に
対

し
荷
役
作
業
時
の
責
任
の

所
在
の
明
確
化
に
つ
い
て

啓
発
し
た
。

⑭ 

高
速
道
路
等
の
駐
車
場
の

確
保
及
び
環
境
保
全
対
策

・ 

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）・
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）、
道
の

駅
等
に
お
け
る
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
整
備
・
拡
充
に
つ

い
て
、
運
輸
労
連
と
連
携

し
て
国
土
交
通
省
道
路
局

に
対
し
て
要
望
し
た
。

⑸ 

高
速
道
路
通
行
料
金
の

引
き
下
げ
及
び
割
引
制

度
の
充
実

① 

高
速
道
路
通
行
料
金
の
引

き
下
げ
及
び
割
引
制
度
の

充
実

・ 

旧
暫
定
税
率
の
廃
止
等
負

担
の
軽
減
に
合
わ
せ
て
、

政
府
与
党
の
国
会
議
員
に

対
し
積
極
的
に
要
望
活
動

を
展
開
し
た
。「
地
域
社

会
と
国
民
生
活
を
守
る
た

め　

平
成
27
年
度
ト
ラ
ッ

ク
業
界
の
要
望
を
実
現
す

る
会
」
に
お
い
て
、
特
に
、

平
成
27
年
度
末
ま
で
と
な

っ
て
い
た
大
口
・
多
頻
度

割
引
最
大
50
％
の
継
続
を

強
く
要
望
し
た
。

・ 

こ
の
結
果
、
自
民
党
政
務

調
査
会 

Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・

道
路
調
査
会
の
「
道
路
予

算
の
確
保
に
か
か
る
決
議
」

（
平
成
27
年
11
月
19
日
）

の
中
で
、「
大
口
・
多
頻

度
割
引
に
つ
い
て
は
、（
中

略
）
世
界
最
高
水
準
の
技

術
で
あ
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０

を
活
用
し
て
継
続
す
る
こ

と
と
し
、予
算
に
つ
い
て
は
、

（
中
略
）
平
成
27
年
度
の

補
正
予
算
に
よ
り
確
保
す

る
こ
と
」
と
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
平
成
27
年
度
補
正

予
算
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

２
・
０
搭
載
車
を
対
象
と

し
た
大
口
・
多
頻
度
割
引

最
大
50
％
の
継
続
に
対
し

２
５
６
億
円
が
措
置
さ
れ
、

さ
ら
に
１
年
間
（
平
成
28

年
度
末
ま
で
）
継
続
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
に
お
い
て
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
一
定

期
間
、
従
来
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭

載
車
に
つ
い
て
も
大
口
・

多
頻
度
割
引
最
大
50
％
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

・ 

大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大

50
％
の
継
続
に
つ
い
て
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
が

対
象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
28
年
度
に
お
い
て
、

20
億
円
規
模
（
助
成
金
額

１
台
４
千
円
、
助
成
台
数

50
万
台
）
の
助
成
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。

② 

高
速
道
路
通
行
料
金
の
割

引
制
度
に
よ
る
需
要
増
進

策
の
検
討

・ 

平
成
27
年
11
月
に
「
高
速

道
路
料
金
の
負
担
に
関
す

る
調
査
」
を
実
施
し
、
割

引
率
の
変
化
に
伴
う
高
速

道
路
の
利
用
意
向
等
の
実

態
を
把
握
し
た
。

・ 

一
般
道
や
混
雑
す
る
高
速

道
路
か
ら
通
行
量
の
少
な

い
高
速
道
路
へ
の
転
換
な

ど
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
に
よ

り
収
集
で
き
る
通
行
経
路

情
報
等
を
活
用
し
た
需
要

増
進
策
に
つ
い
て
検
討
し

た
。

・ 

平
成
27
年
９
月
18
日
の

「
首
都
圏
の
新
た
な
高
速

道
路
料
金
の
具
体
案
」
に

対
し
、
①
車
種
区
分
の
整

理
・
統
一
に
係
る
激
変
緩

和
措
置
の
継
続
、
②
首
都

高
速
道
路
の
大
口
・
多
頻

度
割
引
、
③
起
終
点
を
基

本
と
し
た
継
ぎ
目
の
な
い

料
金
の
実
現
、
④
首
都
高

速
に
お
け
る
都
心
流
入
割

引
、
⑤
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
の

普
及
促
進
、
⑥
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
と
同
様
の
料
金
体
系
に

つ
い
て
、
意
見
を
提
出
し

た
。

⑹ 

労
働
力
確
保
の
た
め
の

労
働
環
境
の
改
善
及
び

整
備

① 

月
60
時
間
超
の
時
間
外
労

働
時
間
に
対
す
る
割
増
賃

金
率
増
加
へ
の
対
応

・ 

中
小
企
業
へ
の
月
60
時
間

超
の
時
間
外
労
働
に
対
す

る
割
増
賃
金
率
（
50
％
以

上
）
の
適
用
を
含
む
労
働

基
準
法
の
改
正
案
の
国
会

へ
の
提
出
に
伴
い
、
行
政

（
厚
生
労
働
省
・
国
土
交

通
省
）、
荷
主
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
、
学
識
経
験

者
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お

け
る
取
引
環
境
・
労
働
時

間
改
善
協
議
会
」
を
中
央

及
び
全
都
道
府
県
に
設
置

し
、
取
引
環
境
の
改
善
と

労
働
時
間
短
縮
を
テ
ー
マ

に
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
を
推
進
し

た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
状
況
の

実
態
を
都
道
府
県
ご
と
に

明
ら
か
に
し
、
今
後
の
取

引
慣
行
の
改
善
な
ど
労
働

時
間
短
縮
の
た
め
の
諸
対

策
の
検
討
に
向
け
た
基
礎

資
料
を
収
集
す
る
た
め
、

平
成
27
年
９
月
に
、
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１
週

間
の
勤
務
実
態
や
事
業
者

の
状
況
を
把
握
す
る
「
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
状
況
の
実
態

調
査
」
を
実
施
し
、
１
２

５
２
事
業
者
、
５
６
０
９

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
回
答
を

得
た
。

・ 

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

が
国
の
骨
太
の
方
針
及
び

成
長
戦
略
に
お
い
て
生
産

性
向
上
を
目
指
す
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
平
成
27

年
６
月
18
日
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
を
含
む
対
象
５
産

業
（
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の

他
、
小
売
業
、
飲
食
業
、

宿
泊
業
、
介
護
業
）
合
同

の
サ
ー
ビ
ス
業
の
生
産
性

向
上
協
議
会
が
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
出
席
の
も

と
開
催
さ
れ
、
全
ト
協
か

ら
星
野
会
長
を
は
じ
め
正

副
会
長
が
出
席
し
た
。
以

降
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に

お
け
る
生
産
性
向
上
協
議

会
に
つ
い
て
は
、「
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環

境
・
労
働
時
間
改
善
協
議

会
」
と
合
同
で
開
催
し
た
。

・ 

労
働
時
間
に
関
す
る
規
制

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
９
月
か
ら
労
働

政
策
小
委
員
会
に
お
い
て

検
討
を
重
ね
、「
長
距
離

輸
送
の
実
態
と
労
働
時
間

規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
提
言
―
改
善
基
準
告
示

等
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
」

と
し
て
報
告
書
を
取
り
ま

と
め
、
平
成
27
年
９
月
９

日
に
、
国
土
交
通
省
自
動

車
局
長
に
「
労
働
時
間
規

制
の
在
り
方
に
つ
い
て
の

要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

・ 「
第
44
回
物
流
政
策
懇
談

会
」
を
平
成
27
年
12
月
21

日
に
開
催
し
た
。
国
土
交

通
省
か
ら
自
動
車
局
長
以

下
幹
部
、
労
働
組
合
か
ら

運
輸
労
連
・
交
通
労
連
・

建
交
労
の
各
委
員
長
以
下

幹
部
、
全
ト
協
か
ら
会
長

・
副
会
長
以
下
幹
部
が
出

席
し
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
諸
課
題
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

・ 

運
輸
労
連
・
交
通
労
連
の

両
労
働
組
合
か
ら
、
平
成

27
年
12
月
21
日
に
、
輸
送

秩
序
と
公
正
競
争
の
確
立
、

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改

善
協
議
会
、
適
正
な
運
賃

・
料
金
の
収
受
、
雇
用
政

策
の
推
進
、
輸
送
の
安
全

確
保
、
高
速
道
路
料
金
、

Ｇ
マ
ー
ク
の
普
及
拡
大
等

に
つ
い
て
、
共
同
政
策
要

請
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

建
交
労
中
央
運
輸
労
使
協

議
会
は
平
成
28
年
２
月
１

日
に
、
人
材
確
保
策
、
適

正
運
賃
の
収
受
、
自
動
車

関
係
諸
税
へ
の
対
応
、
高

速
道
路
料
金
等
に
つ
い
て

要
請
が
行
わ
れ
た
。

・ 

厚
生
労
働
省
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
「
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
」
の
中
か
ら
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
係

る
部
分
（
業
種
：
道
路

貨
物
運
送
業
、
職
種
：

営
業
用
大
型
貨
物
自
動
車

運
転
者
、
営
業
用
普
通
・

小
型
貨
物
自
動
車
運
転
者
）

を
抽
出
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
に
関
す
る
賃
金
・

労
働
時
間
デ
ー
タ
集
」
と

し
て
、
最
新
の
平
成
27
年

分
の
デ
ー
タ
を
掲
載
し
、

過
去
10
年
分
の
デ
ー
タ
を

取
り
ま
と
め
、
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
等
に
配

付
し
た
。

② 

若
年
者
、
女
性
、
高
齢
者

の
採
用
等
少
子
高
齢
化
に

対
応
し
た
労
働
力
確
保
対

策
の
推
進

・ （
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職

者
雇
用
支
援
機
構
よ
り
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
高
齢

者
雇
用
推
進
事
業
（
平
成

26
〜
27
年
の
２
か
年
度
事

業
）
を
受
託
し
、
高
齢
者

雇
用
を
推
進
す
る
た
め
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
高
齢
者
雇
用
推

進
の
手
引
き
）
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
下
記
人
材

確
保
セ
ミ
ナ
ー
に
て
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
普
及
を
図
っ

た
。

・ 

上
記
高
齢
者
の
活
用
と
併

せ
、
若
年
・
女
性
労
働
者

の
確
保
を
図
る
た
め
、
求

人
、
採
用
方
法
な
ど
に
焦

点
を
当
て
た
人
材
確
保
セ

ミ
ナ
ー
を
全
国
９
ブ
ロ
ッ

ク
で
開
催
し
、
経
営
者
、

人
事
担
当
者
な
ど
約
７
６

０
名
が
参
加
し
た
。
ま
た

本
セ
ミ
ナ
ー
の
模
様
、
資

料
を
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
。

・ 

退
職
自
衛
官
に
対
す
る
事

業
者
か
ら
の
求
人
票
を
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を

通
じ
、
自
衛
隊
地
方
協
力

本
部
等
へ
提
出
す
る
枠
組

み
を
設
け
、
平
成
28
年
度

は
７
２
７
件
の
求
人
票
を

自
衛
隊
に
提
出
し
た
。

③
事
業
後
継
者
等
の
育
成

・ 

物
流
経
営
士
の
認
定
事
業

を
実
施
し
、
27
年
度
は
新

た
に
96
名
（
愛
知
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
中
部
ト
ラ
ッ
ク

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
認
定

講
座
修
了
61
名
、
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
協
会
認
定
講
座

修
了
35
名
）
を
認
定
し
、

平
成
28
年
３
月
末
現
在
合

計
１
６
０
８
名
の
物
流
経

営
士
が
活
躍
し
て
い
る
。

　

物
流
経
営
士
資
格
の
認

知
度
向
上
を
図
る
た
め
、

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

認
定
者
名
簿
を
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
、
資
格
取
得
者

に
『
広
報
と
ら
っ
く
』
や

全
ト
協
提
供
ラ
ジ
オ
番
組
、

中
小
企
業
大
学
校
に
お
け

る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
向
け

講
座
等
に
出
演
い
た
だ
き
、

資
格
取
得
後
の
各
社
に
お

け
る
活
用
事
例
な
ど
を
紹

介
し
た
。

　

平
成
28
年
１
月
22
日
に

名
古
屋
市
で
65
名
、
２
月

18
日
に
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
43
名
の
物
流
経
営

士
が
参
加
し
た
物
流
経
営

士
研
修
会
を
開
催
し
た
。

・ （
独
）
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
が
運
営
す
る
中
小

企
業
大
学
校
の
講
座
受
講

（
全
国
９
校
、
対
象
講
座

数
約
２
６
０
）
に
対
し
助

成
を
行
っ
た
。
助
成
実
績

は
２
４
７
名
３
７
７
・
１
万

円
。

・ 

物
流
に
関
す
る
専
門
的
な

課
程
を
有
す
る
流
通
経
済

大
学
へ
の
推
薦
制
度
を
実

施
し
た
。

・ 

２
月
12
日
に
東
京
・
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
青
年

部
会
全
国
大
会
を
開
催
し
、

青
年
経
営
者
７
３
０
名
が

参
加
し
た
。
ま
た
、
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年

組
織
の
代
表
が
会
す
る
全

国
代
表
者
協
議
会
を
６
月
、

11
月
、
２
月
に
、
正
副
部

会
長
会
議
を
８
回
開
催
し
、

事
業
経
営
に
即
し
た
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

講
演
な
ど
研
修
事
業
を
実

施
し
た
。
さ
ら
に
産
業
廃

棄
物
業
界
及
び
倉
庫
業
界

な
ど
他
団
体
の
青
年
組
織

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

し
た
。
な
お
、
青
年
部
会

の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、

自
動
車
専
門
課
程
を
有
す

る
高
等
学
校
２
校
に
対
し
、

教
材
用
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク

各
１
台
を
寄
贈
し
た
。

・ 

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
青
年
部
会
等
に
所
属
す

る
経
営
者
等
の
先
進
的
な

創
意
工
夫
に
よ
る
収
益
性

向
上
な
ど
の
取
り
組
み
に

対
す
る
顕
彰
募
集
を
行
い
、

６
社
が
応
募
し
審
査
委
員

会
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

２
社
（
青
森
県
・
丸
憲
運

輸
㈲
「
ウ
イ
ン
グ
車
を
活

用
し
た
原
木
輸
送
シ
ス
テ

ム
の
開
発
」、
東
京
都
・

㈱
藤
倉
運
輸
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
搭

載
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
」）
が

受
賞
し
た
。

④ 

労
働
環
境
の
改
善
及
び
整

備
方
策
の
検
討

・ 

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の

観
点
か
ら
、
人
材
確
保
セ

ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
荷
役

機
械
等
の
導
入
に
よ
る
手

積
み
・
手
卸
し
の
削
減
や
、

女
性
用
更
衣
室
・
ト
イ
レ

の
整
備
等
労
働
環
境
や
職

場
環
境
の
改
善
・
整
備
の

啓
発
に
努
め
た
。

【 

重
点
施
策 

】

⑴ 

自
動
車
関
係
諸
税
の

　

簡
素
化
・
軽
減
の
実
現

① 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素

化
・
軽
減
の
実
現

・ 

平
成
28
年
度
税
制
改
正
・

予
算
要
望
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
税
制
改
正
大
綱

が
、
平
成
27
年
12
月
24
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
、
税
制

改
正
関
連
法
案
は
平
成
28

年
３
月
29
日
に
国
会
で
成

立
し
た
。

・ 

自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て

は
、
消
費
税
率
10
％
へ
の

引
き
上
げ
時
で
あ
る
平
成

29
年
４
月
１
日
に
廃
止
す

る
と
と
も
に
、
自
動
車
税

及
び
軽
自
動
車
税
に
お
い

て
、
自
動
車
取
得
税
の
グ

リ
ー
ン
化
機
能
を
維
持
・

強
化
す
る
環
境
性
能
割
が

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
環
境
性
能
割

に
つ
い
て
は
、
営
自
格
差

が
設
け
ら
れ
、
営
業
車
の

上
限
税
率
２
％
が
維
持
さ

れ
る
と
と
も
に
、
税
率
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

現
行
の
自
動
車
取
得
税
よ

り
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
な
お
、
Ａ

Ｓ
Ｖ（
先
進
安
全
自
動
車
）

技
術
を
備
え
る
ト
ラ
ッ
ク

に
係
る
環
境
性
能
割
に
つ

い
て
、
現
行
の
自
動
車
取

得
税
と
同
様
の
特
例
措
置

が
平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
２
年
間
維
持
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

自
動
車
税
の
営
自
格
差

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

阻
止
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

自
動
車
重
量
税
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
税
制

改
正
に
お
け
る
エ
コ
カ
ー

減
税
の
見
直
し
と
合
わ
せ
、

原
因
者
負
担
・
受
益
者

負
担
と
し
て
の
性
格
等
を

踏
ま
え
る
こ
と
と
さ
れ

た
。

⑵ 

運
賃
体
系
の
明
確
化
の

た
め
の
諸
対
策
の
推
進

① 

契
約
の
書
面
化
の
推
進
・

定
着
お
よ
び
改
正
下
請
・

荷
主
適
正
取
引
推
進
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
周
知
徹
底

・ 

基
本
契
約
の
締
結
や
運
送

条
件
等
の
書
面
化
の
ポ
イ

ン
ト
等
を
ま
と
め
た
「
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る

契
約
書
面
化
の
基
礎
知
識
」

を
活
用
し
た
「
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
に
お
け
る
契
約
締

結
等
書
面
化
推
進
セ
ミ
ナ

ー
」
を
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
の
共
催
で
は

36
か
所
で
開
催
し
、
約
１

９
５
０
名
が
参
加
し
た
。

・ 

政
府
の
「
下
請
等
中
小
企

業
の
取
引
条
件
の
改
善
に

関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会

議
」
に
お
い
て
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
に
お
け
る
取

引
環
境
の
改
善
に
向
け
た

効
果
的
な
対
策
の
検
討
に

資
す
る
基
礎
資
料
を
収
集

す
る
た
め
、「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
に
お
け
る
下
請
等
中

小
企
業
の
取
引
条
件
の
改

善
に
関
す
る
調
査
」
を
実

施
し
た
。

⑶
環
境
・
省
エ
ネ
対
策
の

　

推
進

① 「
低
炭
素
社
会
実
行
計
画
」

の
推
進

・ 

日
本
経
済
団
体
連
合
会
が

主
唱
す
る
「
低
炭
素
社
会

実
行
計
画
」
に
自
主
的
に

参
加
し
、「
新
環
境
基
本

行
動
計
画
」
の
内
容
に
沿

っ
て
、
２
０
２
０
年
度
を
目

標
と
す
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
に
取
り
組
む
な
ど
、
一

層
深
刻
化
す
る
地
球
温
暖

化
問
題
を
は
じ
め
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
等
に
的
確

に
対
応
し
た
。

② 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
に
向

け
た
Ｅ
Ｍ
Ｓ
機
器
等
の
導

入
及
び
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
支
援
装
置
の
普
及
促

進
・ 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
を

図
る
た
め
、
燃
料
消
費
量

の
削
減
効
果
が
高
い
Ｅ
Ｍ

Ｓ
機
器
等
の
普
及
促
進
を

図
っ
た
。

・ 

ト
ラ
ッ
ク
業
界
と
し
て
、

13
か
所
目
と
な
る
「
ト
ラ

ッ
ク
の
森
」
と
し
て
、
石

川
県
森
林
公
園
内
に
植
樹

し
た
。

③ 

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
等
低
公
害
車
の

普
及
促
進

・ 

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
５
０
４
台
及
び

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
５
１
８
台

の
導
入
に
対
す
る
助
成
を

行
っ
た
。

④ 

Ｄ
Ｐ
Ｆ
等
環
境
対
策
機
器

及
び
低
公
害
車
等
の
使
用

実
態
等
に
関
す
る
実
態
調

査
の
実
施

・ 

Ｄ
Ｐ
Ｆ
不
具
合
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
を
活
用
し
て
Ｄ
Ｐ
Ｆ

の
使
用
実
態
や
不
具
合
状

況
を
調
査
し
、
国
土
交
通

「労働時間規制の在り方についての要望書」を宮城直樹官房審議官（左から2人目）に手渡す

安倍晋三内閣総理大臣（左）出席のもと開かれた生産性向上協議会

笠原史久青年部会長（左）が整備実習用トラックのレプリカキーを手渡した
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省
へ
改
善
要
望
を
行
う
な

ど
の
対
応
を
行
っ
た
。ま
た
、

車
内
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
問

題
が
特
に
深
刻
と
さ
れ
る

栃
木
県
那
須
郡
那
須
地
区

及
び
神
奈
川
県
川
崎
市
川

崎
区
東
扇
島
地
区
を
重
点

モ
デ
ル
地
区
と
し
、「
不

法
投
棄
抑
制
啓
発
看
板
」

設
置
等
不
法
投
棄
防
止
対

策
の
モ
デ
ル
事
業
調
査
を

実
施
し
た
。

⑷ 

適
正
化
事
業
の
推
進
に

よ
る
法
令
遵
守
の
徹
底

① 

事
故
防
止
・
安
全
対
策
等

の
指
導
内
容
の
充
実
強
化

及
び
事
業
者
・
運
行
管
理

者
等
に
対
す
る
指
導
の
推

進
・ 

巡
回
指
導
時
に
確
認
さ
れ

た
法
令
違
反
に
つ
い
て
は
、

改
善
報
告
書
の
提
出
等
に

よ
り
早
期
改
善
を
求
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
地

方
実
施
機
関
の
運
用
に
差

異
が
見
ら
れ
た
た
め
、
地

方
実
施
機
関
に
対
し
改
善

報
告
書
未
提
出
等
事
業
所

に
対
す
る
催
告
書
の
発
出

依
頼
を
行
う
と
と
も
に
、

改
善
報
告
書
の
提
出
状
況

等
の
報
告
を
求
め
た
。

27年度

巡回指導件数 指導項目の総数

26,767 件
（事業所） 79,977 件

・ 

巡
回
指
導
の
結
果
、
評
価

の
良
い
Ａ
・
Ｂ
ラ
ン
ク
の

割
合
は
、
前
年
度
と
比
較

し
、
全
国
平
均
で
３
・
２

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
逆
に

評
価
の
悪
い
Ｄ
・
Ｅ
ラ
ン

ク
が
平
均
で
３
・
２
ポ
イ

ン
ト
減
少
す
る
な
ど
、
改

善
が
図
ら
れ
た
。　

・ 

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
及
び
社
会
保

険
（
健
康
保
険
・
厚
生
年

金
保
険
）
の
未
加
入
に
つ

い
て
は
、
重
点
指
導
項
目

と
し
て
調
査
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
１
４
５
４
件
（
事

業
所
）、
３
１
８
０
件
（
事

業
所
）
に
対
し
、
適
正
に

加
入
す
る
よ
う
指
導
を
行

っ
た
。
特
に
社
会
保
険
の

未
適
用
事
業
所
に
つ
い
て

は
、
巡
回
指
導
結
果
か
ら

未
適
用
事
業
所
の
リ
ス
ト

を
作
成
し
、
国
土
交
通
省

を
通
じ
て
厚
生
労
働
省
か

ら
適
正
な
加
入
に
つ
い
て

事
業
者
指
導
を
依
頼
し

た
。

・ 

運
輸
支
局
へ
の
報
告
、
連

携
等
の
体
制
を
強
化
し
、

速
報
制
度
の
円
滑
か
つ
効

果
的
な
推
進
を
図
っ
た
。

地
方
実
施
機
関
か
ら
運
輸

支
局
へ
97
件
の
速
報
を
行

っ
た
。

・ 

巡
回
指
導
の
指
導
方
法
及

び
評
価
判
断
の
全
国
均
一

化
に
向
け
、
適
否
の
判
定

等
に
差
異
が
み
ら
れ
る
事

項
に
つ
い
て
は
、
Ｑ
＆
Ａ

と
し
て
取
り
ま
と
め
て
地

方
実
施
機
関
に
展
開
し
、

情
報
を
共
有
し
た
。
ま
た
、

地
方
実
施
機
関
に
お
け
る

指
導
手
法
や
評
価
判
断
な

ど
の
現
状
に
つ
い
て
19
機

関
を
対
象
に
実
態
調
査
を

実
施
し
、
評
価
判
断
な
ど

の
全
国
均
一
化
に
向
け
た

指
導
等
を
行
っ
た
。

・ 

平
成
27
年
度
末
の
適
正
化

事
業
指
導
員
に
つ
い
て
は

左
記
の
と
お
り
。

適正化
事業

指導員

定数
平成28年3月末指導員数

専任者率
（％）

専任 兼任 計

346 名 354 名 66 名 420 名 102.3

・ 

平
成
27
年
９
月
１
日
か
ら

開
始
さ
れ
た
改
善
基
準
告

示
違
反
（
過
労
）
に
特
化

し
た
「
乗
務
時
間
等
告
示

違
反
営
業
所
に
対
す
る
特

別
巡
回
指
導
」
は
、
平
成

27
年
９
月
か
ら
平
成
28
年

３
月
末
ま
で
の
特
別
巡
回

実
施
件
数
は
２
６
７
件
で
、

そ
の
う
ち
改
善
基
準
告
示

違
反
件
数
は
１
６
２
件（
指

摘
率
71
・
５
％
）
で
あ
っ

た
。

・ 

そ
の
他
、「
不
正
改
造
車

排
除
」、「
点
呼
の
励
行
啓

発
」
等
に
係
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
・
活
用
し
、

事
業
者
・
運
行
管
理
者
等

に
対
し
て
積
極
的
に
普
及

啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

② 

安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ

ー
ク
制
度
）
の
積
極
的
な

推
進
及
び
普
及
促
進
策
の

実
施

・ 
認
定
件
数
は
左
記
の
と
お

り
。

安全性評価事業
（Gマーク制度）

平成27年度
全国認定
事業所数

認定事業所
割合

（％）申請
事業所数

認定事業所
件数

8,420 8,140 22,242 26.5

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
認
知
度

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
各

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
連
携
し
、
新
た
に
21
台

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
を

走
行
さ
せ
た
。
そ
の
他
、

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
自
主
的

に
運
行
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ト
ラ
ッ
ク
、
及
び
平
成
24

年
度
か
ら
継
続
し
て
走
行

し
て
い
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ

ッ
ク
を
合
わ
せ
、
１
１
８

台
を
走
行
さ
せ
た
。

・ 

各
運
輸
支
局
長
と
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
連
携

し
て
、
全
国
で
１
１
９
荷

主
団
体
を
訪
問
し
、
傘
下

の
荷
主
企
業
に
Ｇ
マ
ー
ク

制
度
の
活
用
方
に
つ
い
て

要
請
を
行
っ
た
。

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
事
業
所
の

拡
大
に
向
け
て
、
事
業
者

向
け
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
Ｐ

Ｒ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
普
及
啓
発
を
推
進
し

た
。

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
事
業
者
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
、

下
記
の
と
お
り
実
施
し

た
。

ⅰ
全
ト
協
が
行
う
一
部
の
助

成
事
業
に
関
し
、
優
遇
措
置

（
イ
．
特
別
研
修
受
講
料
助

成
金
の
増
額（
７
割
↓
全
額
）、

ロ
．
Ｉ
Ｔ
点
呼
に
使
用
す
る

携
帯
型
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器

の
助
成
（
１
台
１
万
円
）、ハ
．

経
営
診
断
助
成
金
の
増
額

（
８
万
円
↓
10
万
円
））
を

設
け
た
。

ⅱ
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
に
対
す

る
国
土
交
通
省
に
よ
る
表
彰

制
度
が
実
施
さ
れ
、
全
国
で

１
３
８
事
業
所
が
地
方
運
輸

局
長
表
彰
を
受
賞
し
、
３
６

９
事
業
所
が
運
輸
支
局
長
表

彰
を
受
賞
し
た
。

③ 

適
正
化
事
業
指
導
員
に
係

る
研
修
事
業
の
充
実
並
び

に
更
な
る
資
質
の
向
上

・ 

適
正
化
事
業
指
導
員
に
対

す
る
全
国
研
修
に
つ
い
て

は
、
特
に
、
平
成
27
年
９

月
に
実
施
さ
れ
た
乗
務
時

間
等
告
示
違
反
営
業
所
に

対
す
る
巡
回
指
導
に
つ
い

て
具
体
的
な
調
査
手
法
及

び
帳
票
類
の
見
方
、
模
範

特
別
巡
回
指
導
を
実
施
し

た
。

・ 

地
方
実
施
機
関
で
は
、
小

規
模
グ
ル
ー
プ
研
修
及
び

官
民
合
同
の
地
方
ブ
ロ
ッ

ク
適
正
化
事
業
指
導
員
研

修
を
実
施
し
た
。

・ 

適
正
化
事
業
指
導
員
の
知

識
や
技
能
の
「
見
え
る
化
」

を
目
指
し
、
運
行
管
理
者

資
格
者
証
の
取
得
を
推
進

し
た
。
取
得
状
況
は
左
記

の
と
お
り
。適正化

指導員

平成27年度 全指導員における
運行管理者資格

取得状況受験者数 合格者数
（合格率）

30 名 26 名
（89.3％）

235 名
（56.0％）

⑸ 

大
規
模
災
害
発
生
時
に

お
け
る
緊
急
輸
送
体
制

の
確
立

① 

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お

け
る
緊
急
物
資
輸
送
体
制

の
確
立
及
び
復
興
関
連
申

請
書
手
続
き
の
弾
力
的
運

用
・ 

全
ト
協
と
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
間
の
緊
急
通

信
体
制
（
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
等
）
の
整
備
を
図

り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
っ

た
。

・ 

災
害
発
生
時
の
緊
急
支
援

物
資
輸
送
へ
の
迅
速
な
対

応
の
た
め
、
他
の
指
定
公

共
機
関
と
の
連
絡
会
の
開

催
等
、
輸
送
体
制
の
整
備

を
図
っ
た
。

・ 

給
油
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
度
補
正
予
算
を
活
用
し
、

新
た
に
１
１
０
か
所
を
整

備
し
、
全
国
で
３
９
９
か

所
と
な
っ
た
。

・  

国
、
指
定
公
共
機
関
等
と

連
携
し
て
実
施
し
た
緊
急

輸
送
に
係
る
訓
練
は
以
下

の
と
お
り
。

【
津
波
防
災
訓
練
】

・ 

全
ト
協
と
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
の
衛
星
電
話

等
に
よ
る
対
応
状
況
及
び

指
定
公
共
機
関
の
大
手
運

送
事
業
者
各
社
と
の
災
害

対
応
状
況
の
連
絡
体
制
確

認
訓
練
。

【
官
民
が
連
携
し
た
物
資
調

達
仕
組
み
訓
練
】

・ 

国
土
交
通
省
が
主
導
す
る

首
都
直
下
地
震
時
の
即
応

型
災
害
支
援
物
資
輸
送
計

画
検
討
会
が
実
施
し
た
物

資
調
達
仕
組
み
訓
練
。

・ 

国
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く

「
物
資
調
達
シ
ー
ト
」
を

使
用
し
た
情
報
伝
達
訓

練
。

【
広
域
医
療
搬
送
訓
練
】

・ 

国
立
病
院
機
構
と
連
携
し

た
医
薬
品
等
の
被
災
地
へ

の
搬
送
訓
練
。

・ 
東
日
本
大
震
災
に
係
る
除

去
土
壌
等
の
中
間
貯
蔵
施

設
へ
の
輸
送
計
画
等
に
つ
い

て
関
係
行
政
機
関
と
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、

１
運
行
１
４
４
時
間
規
制

の
被
災
地
特
例
措
置
に
つ

い
て
、
平
成
28
年
３
月
末

が
期
限
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
特
例
措
置
の
延

長
を
求
め
る
要
望
活
動
に

取
り
組
み
、
２
年
間
の
延

長
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。

⑹
そ
の
他

① 

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｔ
化

の
推
進

・ 

業
務
の
効
率
化
を
図
り
人

材
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

事
例
集
、
事
例
紹
介
動
画

を
そ
れ
ぞ
れ
２
編
（「
輸

送
効
率
化
シ
ス
テ
ム
と
車

載
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
」、

「
Ｈ
Ｐ
営
業
で
迅
速
見
積

作
成
」）
を
追
加
、
全
ト

協
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
、
導

入
支
援
を
図
っ
た
。
さ
ら

に
Ｉ
Ｔ
機
器
類
等
導
入
助

成
制
度
に
つ
い
て
周
知
を

図
っ
た
。

・ 

情
報
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

全
国
11
か
所
で
開
催
し
、

経
営
者
、
シ
ス
テ
ム
担
当

者
ら
約
５
０
０
名
が
参
加

し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

Ｉ
Ｔ
導
入
成
功
事
例
の
ほ

か
、
最
近
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
紹
介

し
た
。

② 

求
荷
求
車
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
へ
の
支
援
対
策

の
推
進

・ 

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
並
び
に
事
業
協
同
組
合

等
に
よ
る
輸
送
効
率
向
上

と
Ｉ
Ｔ
化
を
促
進
す
る
た

め
求
荷
求
車
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
へ
の
支
援
を

推
進
し
た
。

③ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制

度
及
び
消
費
者
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
推
進

・ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制

度
開
始
か
ら
２
年
目
と
な

る
平
成
27
年
度
に
お
い
て

は
、
引
越
サ
ー
ビ
ス
名
称

単
位
65
事
業
者
（
申
請
数

72
事
業
者
）、
事
業
所
１

６
０
事
業
所
（
申
請
数
２

５
２
事
業
所
）
を
認
定
し
、

認
定
事
業
者
数
は
昨
年
度

を
併
せ
て
、
３
６
２
事
業

者
、
１
８
４
６
事
業
所
と

な
っ
た
。
28
年
１
月
に
は

（
公
社
）
消
費
者
関
連
専

門
家
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）

が
「
消
費
者
志
向
経
営
を

推
進
し
、
支
援
す
る
観
点

か
ら
称
賛
に
値
す
る
活
動
」

を
表
彰
す
る
「
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｐ

消
費
者
志
向
活
動
表
彰

（
消
費
者
庁
後
援
）」
を

花
王
㈱
、
第
一
生
命
保
険

㈱
と
と
も
に
受
賞
し
、
業

界
団
体
に
よ
る
消
費
者
の

た
め
の
自
主
的
な
取
り
組

み
と
し
て
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

運
輸
業
界
以
外
か
ら
も
注

目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

経
団
連
と
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｐ
が
共

催
で
行
う
、「
消
費
者
志

向
経
営
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

に
引
越
部
会
の
鈴
木
一
末

部
会
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
登
壇
し
、
引
越
の
現
状
、

ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に
応

え
る
か
な
ど
と
と
も
に
、

同
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

④ 

標
準
引
越
運
送
約
款
改
正

要
望
の
推
進（
適
用
範
囲
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料
金
等
の
見
直

し
）

・ 

国
土
交
通
省
主
催
「
標
準

引
越
運
送
約
款
改
正
検
討

会
」
に
お
い
て
約
款
改
正

の
検
討
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
引
越
事
業
者
を
対
象

と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
た
。

⑤ 

『
広
報
と
ら
っ
く
』
等
に
よ

る
会
員
事
業
者
向
け
情
報

提
供
及
び
各
種
広
報
媒
体

を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
対
策
の

推
進

・ 

機
関
紙
『
広
報
と
ら
っ
く
』

を
年
23
回
（
１
回
５
万
５

０
０
０
部
）
発
行
し
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り

巻
く
動
向
や
全
ト
協
の
事

業
活
動
、
会
員
事
業
者
の

事
業
経
営
に
役
立
つ
情
報

を
提
供
し
た
。

　
『
広
報
と
ら
っ
く
』
に
お

い
て
、
防
災
特
集
と
し
て
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
東
北
の
会
員
事
業
者
の

取
り
組
み
や
９
県
の
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
。
ま
た
、
人
材

確
保
特
集
と
し
て
、
女
性

・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

新
卒
者
の
雇
用
及
び
活
躍

推
進
に
関
す
る
会
員
事
業

者
の
取
り
組
み
を
各
１
回

ず
つ
掲
載
し
た
。

　

平
成
27
年
12
月
に
実
施

し
た
『
広
報
と
ら
っ
く
』

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
閲
読
率
は
95
・
３
％
、

精
読
率
は
67
・
６
％
で
あ

り
、
引
き
続
き
読
者
か
ら

高
い
支
持
が
得
ら
れ
た
。

・  

10
月
９
日「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

に
実
施
す
る
広
報
活
動
で

使
用
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ

ー
を
制
作
し
、
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
配
布

し
た
。
ま
た
、
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施

す
る
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

広
報
事
業
に
つ
い
て
、
実

施
に
要
し
た
費
用
の
一
部

を
助
成
し
た
。

・ 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
「
生
活

と
経
済
を
支
え
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
」
と
し
て
の
役
割

・
重
要
性
に
つ
い
て
、
全

国
共
通
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
用
素

材
を
制
作
し
、
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
及
び
各

ブ
ロ
ッ
ク
協
会
へ
配
布
し

た
。

・ 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
系
列
全
国

33
局
ネ
ッ
ト
で
放
送
し
て

い
る
「
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会presents

ド
ラ
イ

バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
」

に
お
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
・
ド
ラ
イ
バ
ー

向
け
の
特
別
番
組
を
引
き

続
き
放
送
し
た
ほ
か
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
・
一

般
聴
取
者
向
け
に
「
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
直

撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！
」「
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
お
国

自
慢
」
の
２
つ
の
特
別
番

組
を
新
た
に
設
け
、
放
送

を
開
始
し
た
。

・ 「
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
広

報
室
」Facebook

ペ
ー

ジ
か
ら
の
情
報
提
供
や
、

「
第
47
回
『
全
国
ト
ラ
ッ

ク
・
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
』
表
彰
式
」
の
ラ
イ

ブ
中
継
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
広
報
活

動
を
行
っ
た
。

⑥ 

運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付

金
出
捐
金
事
業
へ
の
対
応

・ 

平
成
27
年
12
月
18
日
に
開

催
さ
れ
た
第
10
回
評
価
機

関
会
議
に
お
い
て
、
平
成

26
年
度
事
業
実
績
評
価
及

び
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
の
中
期
目
標

に
対
す
る
実
績
評
価
が
行

わ
れ
た
。
評
価
は
、
交
通

事
故
防
止
を
は
じ
め
と
す

る
９
事
業
項
目
に
つ
い
て
、

Ａ
（
事
業
年
度
評
価
：

優
れ
た
実
施
状
況
、
中
期

目
標
評
価
：
十
分
達
成
）、

Ｂ
（
事
業
年
度
評
価
：

概
ね
順
調
な
実
施
状
況
、

中
期
目
標
評
価
：
概
ね

達
成
）、
Ｃ
（
事
業
年
度

評
価
：
事
業
見
直
し
が

必
要
、
中
期
目
標
評
価

：
改
善
等
が
必
要
）
の

３
段
階
評
価
が
行
わ
れ
た
。

評
価
結
果
は
、
平
成
26
年

度
事
業
実
績
評
価
及
び
平

成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年

度
ま
で
の
中
期
目
標
に
対

す
る
実
績
評
価
と
も
に
、

Ａ
評
価
が
６
事
業
項
目
、

Ｂ
評
価
が
３
事
業
項
目
で
、

Ｃ
評
価
は
な
く
、
良
好
な

評
価
結
果
で
あ
っ
た
。

⑦ 

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
活

用
に
よ
る
会
議
、
研
修
等

の
効
率
化

・ 

大
規
模
災
害
に
緊
急
輸
送

の
司
令
塔
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、
Ｉ
Ｐ
無

線
な
ど
通
信
網
の
整
備
を

行
っ
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

委
員
会
や
研
修
会
を
開
催

す
る
な
ど
し
、
業
務
の
効

率
化
を
図
っ
た
。

⑧ 

全
ト
協
及
び
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
情
報
共
有

化
対
策
の
推
進
及
び
連
携

体
制
の
整
備

・ 

将
来
的
に
全
ト
協
と
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
情

報
を
共
有
化
で
き
る
よ
う
、

他
の
協
会
の
事
例
な
ど
も

集
め
、
そ
の
方
策
を
引
き

続
き
検
討
し
た
。

⑨ 

海
外
関
係
団
体
・
関
係
機

関
と
の
交
流
の
促
進

・ 

平
成
27
年
４
月
17
日
及
び

11
月
６
日
か
ら
７
日
に
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｒ

Ｕ（
国
際
道
路
輸
送
連
盟
）

総
会
な
ら
び
に
貨
物
輸
送

分
科
会
に
出
席
し
、
各
国

の
道
路
輸
送
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

・ 

平
成
27
年
７
月
１
日
に
大

韓
民
国
交
通
公
団
、
７
月

２
日
に
中
華
人
民
共
和
国

交
通
運
輸
部
、
９
月
８
日

に
ブ
ラ
ジ
ル
貨
物
輸
送
協

同
組
合
、
11
月
12
日
に
フ

ラ
ン
ス
の
パ
リ
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
・
ス
ク
ー
ル
の
学
生
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
全
ト
協
視

察
を
受
け
入
れ
、
日
本
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
概

要
や
、
東
日
本
大
震
災
時

の
緊
急
支
援
物
資
輸
送
の

活
動
を
説
明
し
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

⑩
庶
務
関
係
事
項

・ 

表
彰
・
顕
彰
等
に
つ
い
て

は
①
優
秀
運
転
者
等
の
表

彰
、
②
正
し
い
運
転
・
明

る
い
輸
送
運
動
に
よ
る
表

彰
、
③
業
界
の
永
年
勤
続

功
労
者
に
対
す
る
感
謝
・

表
彰
を
実
施
し
た
。

・ 

会
議
の
開
催
状
況
に
つ
い

て
は
①
通
常
総
会
（
６
月

18
日
）、
②
総
会
（
10
月

28
日
）、
③
事
業
者
大
会

（
10
月
１
日
）、
④
理
事
会

（
６
月
１
・
18
日
、
10
月

28
日
、
12
月
３
日
、
３
月

10
日
の
５
回
）、　

⑤
常
任

理
事
会
（
７
月
16
日
）、

⑥
正
副
会
長
会
議
（
４
月

９
日
、
６
月
１
日
・
18
日
、

７
月
16
日
、
８
月
５
日
、

10
月
１
日
、
11
月
11
日
、

12
月
３
・
24
日
、
１
月
21

日
、
３
月
10
日
）、
⑦
各

委
員
会
・
部
会
（
随
時
）

を
開
催
し
た
。

引越事業者優良認定制度が第1回ACAP消費者志向活動表彰を受章（表彰状を
手にする鈴木一末引越部会長、前列左から2番目）
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 　　～速度編～
 【解 答】２面に問題

❶ ○ （道交法施行令第11条）一般道路にお
ける自動車の法定最高速度は、自動車の種別
にかかわらず時速60キロである。

❷ × （道交法施行令第27条）中型自動車の
うち、専ら人を運搬する構造のもの又は車両
総重量が8000キログラム未満、最大積載重
量が5000キログラム未満及び乗車定員が10
人以下のものは時速100キロだが、それ以上
の中型自動車は時速80キロである。 

❸ × （道交法施行令第27条）自動車専用道
路の高速自動車国道ではないので、速度に
関しては一般道路の規定が適用される。した

がって、道路標識等により速度が指定されて
いない場合の法定最高速度は時速60キロで
ある。

❹ ○ （道交法施行令第27条の2）本線車線
が道路の構造上往復の方向別に分離されて
いないもの、つまり中央分離帯のない高速自
動車国道については、法定最高速度は一般
道路と同じ時速60キロである。

❺ ○ （道交法施行令第12条第1項第1号）車
両総重量が2000キログラム以下の車両を、3
倍以上の車両総重量の自動車で牽引する場
合の法定最高速度は時速40キロである。

87「
お
菓
子
の
道
」❼ 

熱
海
の
こ
だ
わ
り
名
菓｢

き
び
餅｣ 

　

運
転
中
に
目
に
入
る
と
、

心
が
と
き
め
く
の
は「
温
泉
」

の
二
文
字
だ
。
浸
か
り
た
い
、

く
つ
ろ
ぎ
た
い
、
う
ま
い
も

の
を
食
べ
た
い
と
、
思
い
は

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
も
、
寄

り
道
す
る
時
間
な
ど
な
い
の

が
現
代
で
は
普
通
だ
。

　

も
し
、
温
泉
に
寄
れ
る
な

ら
、
車
を
置
い
て
町
を
歩
く

と
い
い
。
温
泉
街
に
は
聖
俗

と
も
に
ふ
ん
だ
ん
に
あ
っ
て
、

き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
な
が
ら
歩

く
こ
と
に
な
る
し
、
ま
し
て

食
べ
も
の
屋
は
い
ち
い
ち
の

ぞ
き
た
く
な
る
か
ら
だ
。

　

熱
海
は
一
世
を
風
靡
し
た

温
泉
地
で
あ
る
と
と
も
に
、

昔
か
ら
文
化
人
の
静
養
地
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
た

と
え
ば
、
歌
人
の
佐
佐
木
信

綱
、日
本
画
家
の
横
山
大
観
、

と
き
わ
ぎ
の
生
地
は
、
き
び

の
香
り
が
上
品
で
む
ち
む
ち

と
弾
力
豊
か
。
そ
の
う
え
歯

切
れ
が
よ
く
、
甘
さ
加
減
が

ち
ょ
う
ど
よ
く
、
き
な
粉
を

た
っ
ぷ
り
ま
ぶ
す
か
ら
、
風

雅
な
の
に
庶
民
的
な
味
わ
い
。

　

と
き
わ
ぎ
の
三
代
目
主
人

の
前
澤
章
治
さ
ん
は
、「
こ
の

シ
ン
プ
ル
な
お
い
し
さ
を
伝

え
た
い
」
と
、
ず
っ
と
一
人
で

る
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
っ
た
く

の
無
添
加
で
あ
る
。

　

前
澤
さ
ん
は
「
自
分
が
お

い
し
い
と
思
う
も
の
を
、
お

客
さ
ま
に
食
べ
て
ほ
し
い
」

と
、
当
日
売
る
分
し
か
つ
く

ら
な
い
が
、
実
は
、
売
り
切

れ
で
が
っ
か
り
す
る
客
の
顔

を
見
る
の
が
何
よ
り
つ
ら
い

そ
う
だ
。（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
徳
富
蘇そ

峰ほ
う

な
ど
が
茶
会
を
楽
し
む
と

き
は
、
お
茶
菓
子
に
は
き
び

餅
を
用
意
し
た
も
の
だ
。
大

正
７（
１
９
１
８
）年
創
業
で
、

熱
海
市
の
銀
座
通
り
に
あ
る

菓
子
舗｢
と
き
わ
ぎ｣

の
自

慢
の
味
で
あ
る
。

　

き
び
は
イ
ネ
科
の
穀
物
で

五
穀
の
ひ
と
つ
。
餅
や
団
子

の
風
味
付
け
に
用
い
ら
れ
る
。

つ
く
り
続
け
て
い
る
。ま
ず
、

白
玉
粉
と
き
び
粉
を
こ
ね
て

せ
い
ろ
で
蒸
し
、
上
白
糖
の

蜜
を
加
え
な
が
ら
練
り
伸
ば

す
。「
船
」
と
呼
ば
れ
る
容

器
に
流
し
て
一
晩
お
く
と
、

や
わ
や
わ
と
固
ま
る
の
で
、

お
客
の
注
文
が
あ
る
た
び

に
、
厚
く
敷
い
た
き
な
粉
の

上
で
一
切
れ
ず
つ
に
切
り
分

け
、
き
な
粉
を
ま
ぶ
し
つ
け

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☜
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①高齢者の乗った自転車には注意が必要ですが、なかで
も動きの遅い自転車や左右に揺れがみられる自転車
は、スムーズな操作ができず進路も不安定になる恐れ
がありますから、特段の注意が必要です。しかも、後方
から進行してくる車に気付いていないケースもよくあり
ますから、追い抜く時は十分な側方間隔をとるか、側方
間隔がとれない時にはスピードを十分に落とすなどし
て、安全を確保する必要があります。なお、夜間は自転
車に乗っている人が高齢者かどうかの判断が難しくな
りますが、動きが遅いまたはぎこちない、後方を振り向
くなどの顔の動作がほとんどない、小刻みな揺れがみ
られる場合などは「高齢者かもしれない」と考えて、特
に注意しましょう。

②停車しているスクールバスの後方が死角となり、バスを
降りた子どもの道路横断や、バスを追い越そうとしてセ
ンターラインを越えてくる自転車などの発見が遅れま
すから、注意が必要です。また、道路交通法において、
乗降のために停車しているスクールバスの側方を通過
する時は、徐行して安全を確認することが定められてい
ますが、対向車線にスクールバスが停車している場合
でも、図３のように自転車を追い越したり追い抜くため
にスクールバスの側方に接近して進行する場合には、
この規定が適用されると解されていますから、徐行して
安全を確認しながら進行する必要があります。

①左側を高齢者の乗った自転車が走行しており、この自
転車がふらついたりすると、追い抜く時に接触する危険
があります（図１）。
②スクールバスの後方が死角となっていて、バスを降りた
子どもが道路を横断してきたり、バスの後方から自転車
がバスを追い越すためにセンターラインをはみ出して
くると衝突する危険があります（図２）。

　あなたは前方が片側１車線の道路を走行
しています。対向車線側には乗降のためにス
クールバスが停車しています。この場面には
どのような危険がありますか。また、危険を
避けるためにはどのような運転をすればよ
いでしょうか。考えてみましょう。

スクールバス

徐行して安全を確認する。

　

中
央
エ
ー
ス
物
流
㈱
は
、

味
の
素
物
流
㈱
の
グ
ル
ー
プ

会
社
と
し
て
、
冷
凍
食
品
を

は
じ
め
と
し
た
温
度
管
理
食

品
を
メ
イ
ン
に
、
神
奈
川
県

・
千
葉
県
の
各
事
業
所
を
中

心
に
輸
送
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
社
に
は
冷
蔵
・
冷

凍
倉
庫
が
併
設
さ
れ
て
お

り
、
同
グ
ル
ー
プ
の
基
幹
デ

ポ
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
開
始

の
き
っ
か
け
は
、
港
湾
職
業

能
力
開
発
短
期
大
学
校
横
浜

校
、通
称
「
港
湾
カ
レ
ッ
ジ
」

の
教
授
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

同
校
の
学
生
は
、
港
湾
物
流

を
学
び
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

や
玉
掛
け
の
資
格
も
有
す

　

高
等
学
校
・
大
学
の
卒
業
後
に
就
職
を

希
望
す
る
生
徒
・
学
生
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
今
年
度
か
ら

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
促
進
支
援
事

業
」
を
開
始
し
、
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
専
用
サ
イ
ト
を
開

設
し
て
い
る
。
今
回
の
特
集
で
は
、
同
サ

イ
ト
へ
の
情
報
登
録
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

22
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て

い
る
中
央
エ
ー
ス
物
流
㈱
（
神
奈
川
県
川

崎
市
）の
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

る
、
現
場
の
即
戦
力
に
な
る

人
材
。
教
授
か
ら
「
卒
業
直

前
の
２
年
生
に
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
よ
う
な
就
職
事

前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
せ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
オ
フ
ァ
ー

を
受
け
た
同
社
は
、
物
流
会

社
の
仕
事
を
総
合
的
に
理
解

・
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
指
し
、
倉
庫
・
事
務
・
ド

ラ
イ
バ
ー
の
３
職
種
の
仕
事

を
一
通
り
経
験
で
き
る
、
２

週
間
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
（
実
働
10
日
間
程
度
）
を

作
成
し
た
（
表
１
）。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
職
を
学
ぶ
同

乗
研
修
で
は
、
学
生
に
そ
の

都
度
傷
害
保
険
に
加
入
し
て

も
ら
う
と
い
っ
た
手
続
き
も

必
要
と
な
る
な
ど
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
た

め
の
様
々
な
段
取
り
を
つ
け

た
と
い
う
。
こ
の
時
に
し
っ

か
り
と
手
筈
を
整
え
た
お
か

げ
で
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
初
年
度
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

港
湾
カ
レ
ッ
ジ
と
密
な
連
携

卒
業
生
が
毎
年
入
社

　

港
湾
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
対

象
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

施
時
期
は
、
主
に
２
月
。
参

加
者
は
、
学
業
の
時
間
に
余

力
の
あ
る
１
年
生
か
、
既
に

就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
２
年

生
だ
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン

て
は
、
22
年
の
新
卒
採
用
開

始
当
初
か
ら
、
営
業
所
の
あ

る
千
葉
県
野
田
市
な
ど
の
近

隣
の
高
校
に
出
向
き
、
進
路

指
導
教
諭
と
面
会
。
興
味
を

も
っ
た
生
徒
が
い
る
場
合
は

進
路
指
導
教
諭
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
入
る
た
め
、
そ
の
際

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
紹
介
し
、
実
施

し
て
い
る
。
主
に
夏
休
み
期

間
の
８
月
に
３
日
〜
１
週
間

行
っ
て
お
り
、
学
生
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
に
よ
っ
て
、

最
短
の
場
合
は
数
時
間
程
度

の
会
社
見
学
と
い
う
形
式
で

受
け
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

同
社
に
願
書
を
提
出
す
る

生
徒
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
た
生
徒
だ
け
で

な
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
た
生
徒
か
ら
の
口

コ
ミ
を
聞
い
た
生
徒
で
あ
る

場
合
も
多
い
と
い
う
。

◆ 

◆

　

港
湾
カ
レ
ッ
ジ
出
身
の
高

い
ス
キ
ル
を
も
っ
た
新
卒
社

員
と
、
若
く
し
て
こ
の
業
界

を
志
し
て
入
社
し
た
高
校
新

卒
者
は
、
社
内
に
い
い
刺
激

も
与
え
て
い
る
。先
輩
社
員
の

「
彼
ら
に
負
け
ま
い
」
と
い

う
発
奮
と
、
新
卒
採
用
者
の

「
そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
仕
事
を

し
よ
う
」
と
い
う
意
識
、
そ

の「
双
方
の
無
言
の
圧
力
」が
、

と
て
も
い
い
方
向
に
転
が
っ

て
い
る
と
い
う
。

用
を
休
止
。
現
在
は
高
校
生

・
港
湾
カ
レ
ッ
ジ
生
中
心
の

採
用
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

◆ 

◆

　

高
校
新
卒
者
採
用
に
関
し

　

現
在
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
開
始
初
年
度
・
２
年

目
に
入
社
し
た
新
卒
者
た
ち

も
中
堅
ク
ラ
ス
と
な
り
、
各

営
業
所
の
品
質
・
環
境
等
の

推
進
委
員
を
務
め
る
な
ど
、

現
場
で
大
い
に
活
躍
中
だ
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

は
、
人
材
の
確
保
だ
け
で
な

く
、
人
材
育
成
面
で
の
効
果

や
、
よ
り
よ
い
職
場
環
境
の

醸
成
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
「
学
生
に
物
流
・
運
送
の

仕
事
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
会
社
側
か
ら
働

き
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
会
社
見
学
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
き
っ
か
け

に
、
一
度
会
社
に
来
て
み
れ

ば
、
物
流
の
仕
事
に
関
心
を

も
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る

は
ず
で
す
。
毎
年
の
実
施
は

難
し
く
と
も
、
た
と
え
２
〜

３
年
に
一
度
で
も
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
場
を
設

け
る
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」（
髙
橋
部
長
）

髙橋　宏彰
取締役総務部長

シ
ッ
プ
以
外
に
も
、
１
年
生

の
施
設
見
学
を
こ
こ
４
年
ほ

ど
、毎
年
受
け
入
れ
て
い
る
。

１
年
生
で
施
設
見
学
に
来
た

学
生
が
同
社
へ
の
入
社
の
意

向
を
も
ち
、
２
年
生
の
２
月

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
て
、
卒
業
後
即
入
社
と

い
う
理
想
的
な
流
れ
も
生
ま

れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

開
始
以
降
、
港
湾
カ
レ
ッ
ジ

の
学
生
は
毎
年
２
〜
３
人
以

上
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
、
そ
の
う
ち
ほ
ぼ
全

員
が
入
社
に
至
っ
て
い
る（
表

２
）。

　

こ
の
入
社
実
績
は
、「
同

じ
学
校
の
先
輩
が
入
社
し
て

い
る
」
と
い
う
事
実
と
、
入

社
の
決
め
手
と
な
る
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
の
積
み
重

ね
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
に
学
校
と
の
良
好
な
関
係

を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
新
卒

者
の
確
保
に
直
結
し
て
い
る
。

◆ 

◆

　

同
社
で
は
、
平
成
22
年
に

新
卒
採
用
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
受
け
入
れ
を
開
始
。

開
始
の
背
景
に
は
、
同
社
が

低
温
・
冷
凍
商
品
を
メ
イ
ン

で
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
商
品

特
性
上
の
職
場
環
境
か
ら
、

常
温
の
倉
庫
業
務
よ
り
も
就

職
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
。

　

新
卒
採
用
の
対
象
と
し
た

の
は
、
高
校
生
、
専
門
学
校

生
、
大
学
・
短
大
生
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
職
・
倉
庫
職
・
事

務
職
の
職
種
区
分
な
し
に
募

集
を
か
け
て
い
る
。
大
学
新

卒
者
に
対
し
て
は
、
幹
部
候

補
と
い
う
形
で
の
採
用
を
か

け
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

門
戸
も
開
い
て
い
た
が
、
２

年
前
か
ら
大
学
生
の
新
卒
採

表１ カリキュラムの主な例
▷期　　間　延べ10日間
▷研修時間　9:00～16:45（休憩1時間含む、実時間7時間45分）
日  程 内   容

1日目
AM ①オリエンテーション②会社概況③営

業所概況④安全講習⑤センター見学

PM
フォークリフト講習会
ドライ庫作業

2日目 AM チルド・ドライ庫作業
PM ピックステーション作業

3日目 AM 管理：オペレーション業務
PM 管理：オペレーション業務

4日目 AM 入庫検品業務 
PM 冷凍仕分け作業

5日目 AM 入庫受付
PM 入庫実績確認  ＜写真＞

6日目 AM 管理：オペレーション業務
PM 管理：オペレーション業務

7日目 AM 配車：配送管理業務
PM 配車：配送管理業務

8日目 AM 点呼・デジタコ・ドラレコ管理業務
PM 同乗研修

9日目 AM 点呼・デジタコ・ドラレコ管理業務
PM 同乗研修

10日目 AM 入庫検品業務
PM レポート作成

※研修内容は、業務の進捗に応じて変更の場合あり。

表２　中央エース物流㈱ インターンシップ受け入れ実績
実施年度 平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28

受入人数 4人 6人 4人 3人 3人 2人 2人（予定）

受入時期 6月・2月 8月・2月 8月・2月 2月 8月・2月 2月 2月（予定）

内訳
高校生（普通科・男子） 1人 高校生（普通科・男子） 2人 高校生（普通科・男子） 1人 高校生（普通科・女子） 1人

短期大学校生（男子） 3人 短期大学校生（男子） 4人 短期大学校生（男子） 3人 短期大学校生（男子） 3人 短期大学校生（男女） 2人 短期大学校生（男子） 2人 短期大学校生（男女） 2人

うち入社した
人数

4人 5人 4人 3人 3人 2人 2人

（インターンシップ全員）（短期大学校4人+高卒1人）（インターンシップ全員） （インターンシップ全員） （インターンシップ全員） （短期大学校） （短期大学校/内定）

新卒採用者の総数 5人 11人 5人 4人 9人 2人 2人（予定）

会社名 中央エース物流株式会社
代表者 代表取締役　屋代　健
本社 神奈川県川崎市川崎区東扇島 17-10
創業 昭和 62 年 4 月
資本金 4,800 万円
従業員数 250 人（うちドライバー 62 人）
車両台数 48 台

企業プロフィール

全
ト
協 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
促
進
支
援
事
業
　
事
例
特
集

人
材
確
保
・
育
成
に
メ
リ
ッ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
採
用
に
直
結

中
央
エ
ー
ス
物
流
株
式
会
社
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

入
庫
登
録
デ
ー
タ
（
入
庫
実
績
）
と
納

品
書
の
突
き
合
わ
せ
作
業
を
教
わ
る
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▼
紫
陽
花
で

有
名
な
お
寺

は
、
全
国
に

数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
拝

観
料
も
な
く
住
職
の
母
堂
に
よ
る
年

代
物
の
手
作
り
の
梅
干
ま
で
無
料
で

い
た
だ
け
る
お
寺
は
そ
う
は
な
く
、

い
つ
も
よ
り
お
賽
銭
を
奮
発
し
た
の

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
そ

こ
は
、
山
あ
い
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
、

埼
玉
県
嵐
山
町
の
大
龍
山
金
泉
寺
。

大
黒
様
に
瓜
二
つ
の
住
職
自
ら
本
堂

正
面
脇
で
参
拝
者
を
出
迎
え
る
心
配

り
は
流
石
で
す
。「
あ
じ
さ
い
寺
」
と

呼
ば
れ
る
こ
の
お
寺
に
は
、
こ
の
時
期

は
勿
論
紫
陽
花
を
見
に
来
る
方
が
多

い
で
す
。
住
職
い
わ
く｢

ゆ
っ
た
り
と

流
れ
る
時
間
に
身
を
委
ね
な
さ
い｣

の
言
葉
が
心
に
染
み
入
り
ま
す
。
▼

今
で
こ
そ
、
東
京
〜
新
大
阪
間
は
、

Ｎ
７
０
０
系
新
幹
線
で
最
短
、
僅
か

２
時
間
22
分
と
、
日
帰
り
出
張
も
十

分
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
と

あ
る
休
日
に
乱
雑
に
な
っ
て
い
た
本
棚

の
整
理
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
２
列
に

並
べ
て
い
た
文
庫
本
の
奥
か
ら
懐
か

し
い
本
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
の
好

き
な
作
家
・
獅
子
文
六
の
小
説
『
七

時
間
半
』
で
す
。
昭
和
30
年
代
当
時

は
、
そ
の
移
動
に
７
時
間
30
分
の
時

間
を
要
し
た
品
川
〜
大
阪
間
の
特
急

列
車｢

ち
ど
り｣

の
中
で
起
こ
る
人

間
模
様
を
巧
み
に
織
り
交
ぜ
た
、
叙

情
豊
か
で
心
和
む
作
品
で
す
。
時
代

は
変
わ
れ
ど
、
今
で
も
十
分
に
楽
し

め
る
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
ユ
ー
モ
ア

に
溢
れ
た
内
容
で
、
本
棚
の
整
理
を

中
断
し
て
読
み
始
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
▼
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
に

文
藝
春
秋
が
企
画
し
た
、「
花
形
作

家
十
人
選
挙
」
は
興
味
深
く
、
６
人

の
評
論
家
が
好
き
な
作
家
10
人
を
選

ぶ
と
い
う
も
の
で
し
た
。
結
果
は
、

満
票
の
井
上
靖
の
ほ
か
、
谷
崎
潤
一

郎
、
川
端
康
成
な
ど
、
名
だ
た
る
作

家
の
中
に
獅
子
文
六
が
名
前
を
連
ね

て
い
ま
す
。
飄
々
と
し
た
風
貌
と
同

様
に
、
文
体
へ
の
人
間
味
溢
れ
る
味

付
け
は
、
読
む
者
を
惹
き
つ
け
て
や

み
ま
せ
ん
。
▼
そ
の
ほ
か
に
も
、
獅

子
文
六
と
同
年
代
に
活
躍
し
た
人
気

作
家
の
源
氏
鶏
太
が
、
東
京
・
丸
の

内
の
オ
フ
ィ
ス
街
を
舞
台
に
、
若
者
達

の
人
間
ド
ラ
マ
を
描
い
た
文
庫
本
『
東

京
・
丸
の
内
』
も
出
て
き
て
、
厄
介

だ
と
思
っ
て
い
た
本
棚
の
整
理
が
一
変

し
て
嬉
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

▼
全
国
放
映
の
テ
レ
ビ
が
天
気
予
報

の
背
景
に
多
用
す
る
東
京
駅
の
丸
の

内
口
か
ら
、
大
勢
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
Ｏ
Ｌ
が
排
出
さ
れ
会
社
に
向
か
う

あ
の
場
面
は
、
ま
さ
に
高
度
成
長
期

か
ら
続
く
有
名
な
シ
ー
ン
で
す
。
源

氏
鶏
太
の
小
説
に
登
場
す
る
人
物
達

も
然
り
、
こ
れ
か
ら
職
場
と
い
う
戦

場
に
向
か
う
凛
々
し
い
姿
が
想
像
さ

れ
ま
す
。
▼
赤
煉
瓦
造
り
の
モ
ダ
ン

な
建
物
が
人
気
の
東
京
駅
で
は
、
丸

の
内
北
口
と
丸
の
内
南
口
の
出
口
の
ド

ー
ム
の
天
上
に
、
８
つ
の
干
支
が
彫
ら

れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
方
角
（
北

東
、
南
東
、
南
西
、
北
西
）
を
示
し

た
も
の
で
、
そ
の
干
支
た
ち
は
、
職

場
に
向
か
う
全
て
の
人
達
に
、「
今
日

も
頑
張
れ
！
全
力
を
尽
く
せ
」
と
熱

い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
！ 

（
山
崎
薫
）

2016・7・1

こ
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第21回  全国トラック運送事業者大会

米子コンベンションセンター

　日本海から吹く風の織りなす
風紋が美しい鳥取砂丘や、中国
地方最高峰の名山「大山」など、
豊かな自然美が魅力。古い商家
の町並みが続く「倉吉白壁土蔵
群」では、レトロな風情が感じら
れます。また、ベニズワイガニ水
揚げ量全国１位を誇る境漁港で
は、9月からベニズワイガニ漁が
開始します。ご当地グルメ「境港新かにめし」やゆでガニを堪能してみては。

　「比翼入母屋造（ひよくいりもやづくり）」の社殿が見事
な吉備津神社は、桃太郎伝説のモデルとして有名。日本
三名園のひとつである後楽園や、倉敷の美観地区では、
美しい風景や街並みを味わうことができます。また「くだ
もの王国」と称される岡山では10月、ぶどう・梨・柿が
旬を迎えます。「津山ホルモンうどん」「ひるぜん焼きそば」
といったB級グルメも絶品。

　縁結びの神・福の神として
名高い出雲大社や、昨年国宝
に指定されたばかりの「千鳥
城」こと松江城などの寺社仏
閣をはじめ、日本最大級の鉱山
史跡にして世界遺産の石見銀
山など、歴史に思いを馳せるこ
とのできるスポットが目白押し。

「宍道湖七珍」（スズキ、モロゲ
エビ、ウナギ、アマサギ、シラ
ウオ、コイ、シジミ）や、麺が黒く香り高い「出雲そば」が名物。

　海に浮かぶ朱の鳥居が壮観な宮島・厳島神社、オバマ
大統領の訪問も記憶に新しい原爆ドームという２つの世
界遺産を有する広島県。「坂のまち」「猫のまち」と呼ば
れる尾道では、千光寺公園の展望台から街並みを一望で
きます。お好み焼きやあなごめしを筆頭に、生産量日本
一を誇る「広島かき」の出荷も10月から開始と、おいしい
ものがよりどりみどりです。

　「壇ノ浦の戦い」の舞台
となった下関や、高杉晋
作・伊藤博文ら新の志士
を多数輩出した吉田松陰
の「松下村塾」のある萩な
ど、歴史の面影に触れる
ことのできる山口県。錦
帯橋・角島大橋・関門橋と
いった美しい橋梁や、秋
吉台・秋芳洞も見どころ。地元では「ふく」の名で呼ばれる下関のふぐ料
理や、川棚温泉の「瓦そば」などの名物料理を満喫しましょう。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
６
日
㈭
、鳥
取
県
米
子

市
の
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
、
米
子
市
文
化
ホ
ー

ル
で
「
第
21
回
全
国
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
大
会
」
を
開

催
す
る
。
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
全
国
か
ら
一
堂
に
会

し
、
全
体
会
議
と
分
科
会
を

通
じ
て
熱
心
な
議
論
を
行

い
、大
会
決
議
を
採
択
す
る
。

予
定
参
加
者
は
１
２
０
０
人
。

　

分
科
会
の
テ
ー
マ
は
、
第

１
分
科
会
が
「
ト
ラ
ッ
ク
業

界
の
交
通
安
全
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
」、
第
２
分
科
会
が

「
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
人
材
確

保
及
び
育
成
に
つ
い
て
」。
記

念
講
演
会
で
は
、
㈱
澄
川
酒

造
場
の
澄
川
宜
史
氏
が
「
東

洋
美
人
の
酒
造
り
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
す
る
。
現
在
、
鳥

取
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
川
上

和
人
会
長
）
を
中
心
に
、
大

会
開
催
に
向
け
て
着
々
と
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

全
体
会
議
・
第
１
分
科
会

・
記
念
講
演
会
・
懇
親
会
の

会
場
と
な
る
米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
、
第
２

分
科
会
の
会
場
と
な
る
米
子

市
文
化
ホ
ー
ル
は
隣
接
し
て

お
り
、
Ｊ
Ｒ
米
子
駅
か
ら
徒

歩
５
分
。
会
費
は
一
人
に
つ

き
２
万
９
０
０
０
円
（
会
議

・
懇
親
会
）。
大
会
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
所
属

す
る
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ま
で
。

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
Ｍ
Ａ
Ｐ

米子市文化ホール

11：00 ～ 13：00
受付 米子コンベンションセンター

11：00 ～ 12：00
正副会長会議 米子コンベンションセンター

13：00 ～ 13：30
全体会議

①開会
②開催地ブロック協会長
　あいさつ
③全日本トラック協会長

　あいさつ
④議長団選出
⑤議長あいさつ
⑥分科会編成（２分科会）

米子コンベンションセンター
（多目的ホール）

13：40 ～ 15：00
▷第１分科会テーマ
「トラック業界の交通安全対策の推進について」

米子コンベンションセンター
（多目的ホール）

▷第２分科会テーマ
「トラック業界の人材確保及び育成について」

米子市文化ホール
（メインホール）

15：10 ～ 16：00
記念講演会

テーマ：「東洋美人の酒造り」
講師：澄川宜史氏（㈱澄川酒造場）

米子コンベンションセンター
（多目的ホール）

16：10 ～ 17：00
全体会議（再開）

①大会決議
②来賓あいさつ
③祝電披露

④次回大会開催地
　ブロック協会長あいさつ
⑤ガンバローコール
⑥閉会

米子コンベンションセンター
（多目的ホール）

17：00 ～ 18：00
懇親会会場設営 米子コンベンションセンター（多目的ホール）

アトラクション
①「大山僧兵太鼓」
②「因幡麒麟獅子舞」 米子コンベンションセンター（小ホール）

　ハワイ笑歌村塾 米子市文化ホール（メインホール）

18：00 ～ 20：00
懇親会
①開宴／歓迎あいさつ／乾杯／ご歓談
②アトラクション　「しゃんしゃん傘踊り」、「安来節」
③閉宴

米子コンベンションセンター
（多目的ホール、国際会議室）

□事業者大会スケジュール□ 鳥取県

岡山県

島根県

広島県

山口県

10月6日㈭　鳥取県米子市・米子コンベンションセンターで開催

◁
清
流
の
上
に
美
し
い
ア
ー
チ
を
架
け
る
錦
帯
橋
（
山
口
県
岩
国
市
）

◁
堀
尾
吉
晴
が
築
城
し
た
名
城
・
松
江
城
（
島
根
県
松
江
市
）

◁
鳥
取
県
東
部
に
広
が
る
雄
大
な
鳥
取
砂
丘
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）

◁
瀬
戸
内
海
ま
で
見
渡
せ
る
千
光
寺
公
園
（
広
島
県
尾
道
市
）

◁
ゆ
っ
た
り
と
味
わ
え
る
く
ら
し
き
川
舟
流
し
（
岡
山
県
倉
敷
市
）


